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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　安曇雪伸
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　序章







　それは、遠い遠い日の約やく束そくだった。








「──父ちち上うえ達たちにも困こまったものだ」


　そう言って彼が微笑ほほえむ。


　晩ばん秋しゆうの夕ゆう暮ぐれ。


　眼めに映うつる全すべてのものが、色褪あせた絵かい画がのように赤茶けた色しき彩さいの中に揺ゆれている。


　音もなく舞まう無数の枯かれ葉はの中を、彼女は彼と並ならんで歩いていた。


　並んで──といっても彼女と彼とでは歩ほ幅はばが違ちがう。そもそも身長が違う。お互たがいが普ふ通つうに歩いていれば、彼女はただ遅おくれ引き離はなされてしまうばかりだ。だから彼は彼女と歩く時は殊こと更さらにゆっくりと足を運び、彼女の歩ほ調ちように合わせてくれる。さく……さく……と枯葉を踏ふみしめる彼の足音は、じれったい程ほどに間ま延のびしていた。


　だがそれが彼の優やさしさなのだ。それが『側そばに居いてもいいんだよ』という彼の意い思し表ひよう示じなのだと──彼女は知っている。


　彼はふと足を止めて、彼女を見つめる。


「こんな幼おさない子の将しよう来らいを今から決めてしまおうだなんて」


　どこか苦く笑しようめいた表情で彼はそう言った。


　彼の言葉と表情の持つ意味が分わからず、彼女は不安を覚おぼえて彼を見つめ返す。


　自分の父親と彼の父親──親しん戚せきでもあり親しん友ゆうでもある二人が、先ほどから何やら屋や敷しきの中で話し込こんでいるのは知っている。だがまさか彼等の話し合うその内容が、自分と彼に関する事であるなどとは、その時の彼女は知る由よしもなかった。


　彼は身を屈かがめて彼女の瞳ひとみを覗のぞき込んだ。


　地面に座すわりでもしない限り、背の高い彼の目線が彼女と同じ高さになる事はない。だがそれでも彼はできるだけ落らく差さを縮ちぢめて彼女の顔を見る。


「アム。アムは大きくなったら、何になりたい？」


　彼はいきなりそんな事を尋たずねてくる。


　唐とう突とつな質問に眼を瞬しばたたかせながらも、彼女はその言葉を頭の中で転ころがしてみた。


　大きくなったら。大人おとなになったら──


　彼女は考えた。一いつ生しよう懸けん命めい考えた。大きくなったら──大人になったら、自分は何になるのだろうか。頭の中に浮うかび上がってくるのは、想像とも言えないような曖あい昧まい模も糊ことしたものばかりである。具体的に何かに結むすびつけようとしても、手て掛がかりが無なさすぎて全まつたく考えがまとまらない。


　彼女は途と方ほうに暮くれて……ただ、わからない、とだけ答えた。


　そんな彼女を見て彼はただ優しく微笑ほほえむと、そうだよね、と頷うなずく。


「いつまでもアムだって子供じゃないんだ。あと何年かしたら背も伸のびて、身体からだも丈じよう夫ぶになって──きっと友達もたくさんできる。その中から好きな人だってできるだろう。今は同じ道を歩いていても、僕ぼくと違う道を歩き出す事だってあるだろう。その時に僕の存在が、アムの足あし枷かせになるのは……僕としても辛つらい」


　そう言って彼はどこか寂さびしそうに微笑み──身体を伸ばした。


「だからやはりこれは──間ま違ちがっているよね」


　彼の顔が遠ざかるのを、彼女は不安げに見つめる。その動作はまるで、彼が彼女を──彼女の何かを見限ってしまうもののようにも見えたからだ。


　彼女はふと彼がそのまま歩あゆみ去ってしまうのではないかと怯おびえた。すたすたと大きな歩ほ幅はばで。彼女をその場に残して。


　追いすがろうにも彼女は走れない。あまり激はげしい運動をすると胸むねが苦しくなるのだ。何度かそれで倒たおれてしまってから、彼女は走る事そのものを怖こわがるようになっていた。


　だから。


　置いて行かれてしまったら、彼女は何もできない。


　自分の側そばから去って行く背中を見送るしかない。ただひたすら、いつか帰ってきてくれる事を祈いのる事しかできない。じっと不安に耐たえながら待つ事しかできない。


　母の時もそうだったように。


　──彼も居いなくなる。どこかに行って帰ってこない。


　それは何の脈みやく絡らくもない想像だったのだが、その未み来らいに彼女は怯えた。彼女にとってそれは、とてもとても恐おそろしい事だった。


　だから彼女は尋たずねた──どこかにいっちゃうの？　と。


　彼はやはり優しく笑って首を振ふった。


「いいや。でもいつかは僕もアムも別々の人生を歩む事になるんだよ。いつまでも一いつ緒しよに居られる訳わけじゃない」


　彼がそんな事を言う。


　それが怖くて哀かなしくて、彼女は彼の手を握にぎった。握るというより、両手で彼の腕うでにしがみついた。どこかに行ってしまいそうな彼を、繫つなぎ止めておこうとするかのように。


「──アム？」


　ずっといっしょだよね？──そんな事を言ってみる。


　それが当然だと彼女は思っていた。どのような未来であれ、彼女の思い描えがく明日あしたには彼が居た。他の全すべてが曖あい昧まいでも彼の姿すがただけは確かつ固こたる形でそこに在あった。彼女にとって彼の存在は未来を迎むかえる上で必ひつ須すの何かだった。


　彼が居なくなる。その想像のもたらす奈な落らくの深さに、ただ彼女は怯えた。それは彼女にとって明日を失うしなう事に等ひとしかったのだから。


　ずっとずっといっしょだよね？──繰くり返してみる。


　答えず、困こまったように微笑ほほえんでいるだけの彼をどうしても頷うなずかせたくて──自分の覚おぼえた不安をきっぱり否ひ定ていして欲ほしくて、彼女は繰り返した。


　いっしょだよね？──何度も何度も。


「アム……」


　彼は微び苦く笑しようを浮うかべて彼女を見つめる。彼の眼めは相あい変かわらず優しいが、それだけだ。不安をうち消してくれる言葉は彼の口から出ない。


　怖おそれが彼女の心を浸しん食しよくする。


　──いやだ。やだ。やだやだやだ。やだ。どこかにいっちゃやだ。


　彼女はそう繰り返して彼の腕を引ひっ張ぱる。


　だが──


「アムはわがままだね」


　苦笑混じりに彼の言った台詞せりふに……彼女はびくんと身を震ふるわせた。


　わがまま。


　それは彼女にとって『拒きよ絶ぜつ』の言葉だったからだ。


『走る事もできないような、出で来き損そこないの癖くせに、わがままばかり言って！』


　そう言って彼女を忌いま々いましげに睨にらみ付けた母の姿は彼女の中に大きな傷きずを残していた。


　──彼に嫌きらわれる。


　その想像に彼女は身を震わせた。


　嫌われるのは怖こわい。とても怖い。嫌われたら側に居られなくなる。嫌われたら置き去りにされてしまう。母かあ様さまみたいに。怖い顔で私を睨んで。そしてどこかに行ってしまう。どこかに行って、二度と戻もどってこない。二度と会えない。


　まるで、その時初めて自分が焼けた鉄に触ふれていると気付いたかの如く──彼女は弾はじけるように手を離はなし、身を縮ちぢめた。


「アム？」


　彼は自分の言葉が予想外の反はん応のうを彼女から引き出してしまった事に、驚おどろいている様だった。彼にしてみれば悪あく意いのない、何なに気げない一言だったのだろう。だが彼女にとってそれは最さい後ご通つう告こくにも等ひとしいものだった。


　ごめんなさい──と彼女は言った。


　ごめんなさい。ごめんなさい。いいこにするから。わがままはもういわないから。じっとまってるから。がまんするから。さびしくてもがまんするから。だから──


　ぽろぽろとその眼から涙なみだをこぼしながら、彼女は繰くり返す。


　ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。


　わたしをおいていかないで。わたしをみすてないで。


「アム……ごめんよ。嫌いやな事を思い出させてしまったんだね」


　そう言って彼は彼女の側に膝ひざをついた。


　更さらに背中を丸め、今度こそ同じ高さの視し線せんで、彼は彼女の涙に濡ぬれた瞳ひとみを覗のぞき込こんでくる。彼のその優しい眼まな差ざしと真しん摯しな口く調ちようは、わずかだが彼女の恐怖を和やわらげた。


「分わかったよ。婚こん約やくなんて別にいつでも破は棄きできる。僕はアムが僕を必要としなくなるまで、アムに付き合おう。五年でも十年でも──君きみの生が涯はてるまででも」


　彼の言葉は時とき折おり難むずかしい言い回しを含ふくんでいて、彼女にはよく分からない部分もあった。その言葉の意味を──そこに込こめられた彼の気持ちを正確に理り解かいするには、彼女はまだ幼おさなすぎた。


「お嬢じよう様さま──」


　何ど処こか遠くで……執しつ事じが彼女を呼よぶ声が聞こえる。


「お嬢様、何処においでですか──お館かた様さまが、お話があると──」


「ほら。キンヴァースが呼んでいるよ」


　彼が促うながすように言う。


　だが彼女はその場から動かない。動かず、上うわ目め遣づかいにおずおずと彼を見つめる。証あかしが欲ほしかった。自分の不安を消してくれる言葉が欲しかった。


　……どこにもいかない？　やくそく？


　そう彼女は尋たずねる。また拒きよ絶ぜつの言葉を言われてしまわないように、彼の表情を一いつ生しよう懸けん命めい窺うかがいながら。


　彼は優しく微笑ほほえみながら頷うなずく。そして膝立ちのまま彼は両腕うでを回して彼女の小さな身体からだを抱だき締しめた。


「うん。約やく束そくだよ」


　彼は優しくそう囁ささやいた。


　やくそくだよ──




　第一章　分ぶん断だん







　薄うす暗ぐらい森の中を駆かける。


　自分がもうどれくらい走っているのか分わからない。焦しよう燥そうと戦せん慄りつによって加速された時間感かん覚かくでは、もう何時間も森の中を駆け回っているようにさえ思えるが、実際には数分の事なのだろう。


　時じ刻こくは深しん夜や。特に闇やみが重くなる時間だ。


　だが木々の多くは葉を落とし、寒さむ々ざむとした梢こずえの間から白い月げつ光こうが降ふり注そそいでくるため、薄うす明あかりに慣なれた眼めで見る限り、視し界かいはそれなりに広い。木々の影かげに引き裂さかれた継つぎ接はぎの淡あわい光が、森の中に澱よどんでいる。


（くそっ……！）


　歯ぎしりの一つもしたい気分だが、余よ計けいな事をしている余よ裕ゆうはない。本当にない。全身のありとあらゆる神しん経けいを集中していないと、瞬しゆん殺さつされそうな予感さえあった。


　シャノン・カスールは走る。


　森の中を走りながら敵てきの気け配はいを探さぐる。彼の感覚が確たしかなら、相手はたった一人だ。気配の質はただ一種類。敵は自分の気配を隠かくそうともしていない。呆あきれるほど簡かん単たんに感じ取れる。距きよ離りによっては素人しろうとにも感じ取れるような禍まが々まがしい気配が森全体に充じゆう満まんし、それでも足たりないとばかりにその濃こさを上げる。


　殺さつ気きが霧きりのようにシャノンの身体からだにまとわりつく。


　白い紐ひもで束たばねられた黒くろ髪かみ、どこか物もの憂うげだが端たん整せいな顔、黒の旅たび装しよう束ぞくに包つつまれた長ちよう身しん瘦そう軀く──彼の全身に、気配は触ふれて流れて渦うずを巻く。まるで弄いらうかのように。


　異い常じような気配だ。


　あまりに巨きよ大だいすぎて、あまりに濃のう密みつすぎて、それを発している本人の位置さえもが曖あい昧まいになってしまう──そんな殺気。


　尋じん常じような人間に出せるものではない。


（厄やつ介かいな──）


　長い黒髪を、黒こく衣いを大きくなびかせ、シャノンは走り続ける。


　愛用の刀かたなを握にぎり締しめる右手は紙のように白かった。


　彼が木々の間を駆かけ抜ぬける際の身のこなしは、事情を知らない他人から見れば惚ほれ惚ぼれする程ほどに滑なめらかで鮮あざやかだったろう。だがシャノン本人はそれを誇ほこるどころではなかった。立ち止まれば殺される──その予感が確信として在ある。彼はまだ敵の位置を把は握あくできず、その姿すがたさえ見えていない。だが敵は彼の動きを手に取るように捕ほ捉そくしているらしいのだ。その証しよう拠こに──


　びじっ──異い音おんが彼の身体をかすめる。


　次の瞬しゆん間かん、彼のすぐ側そばで樹じゆ木もくの幹みきが大きく弾はじけていた。


（──！）


　何かに抉えぐられたというより、その中に爆ばく薬やくが埋うめ込こんであったかのように、樹じゆ皮ひが破は裂れつしてばらばらと破は片へんを撒まき散ちらす。もし同じ力が人体に炸さく裂れつしていたら──恐おそらく大量の血と肉を失うしなう事になるだろう。


　攻こう性せい魔ま法ほうによる攻こう撃げきだ。


　もう何度目になるだろうか。時とき折おり放はなたれる魔法攻撃は、異い様ようなほどの正確さで彼を追ってくる。明らかに敵はシャノンの動きを正確に捉とらえているのだ。


　不利だ。勝しよう機きがつかめない──というより、そもそも戦たたかいになっていない。


　事実上、今のシャノンにできるのは、ただ逃にげ回る事だけだ。あまりにその襲しゆう撃げきが唐とう突とつであった為ため、今の彼は魔法を使うための仮エ想ミ制ユ御レ意ー識タを構こう築ちくしていない。それを構築するための魔法をかけてくれる双ふた子ごの姉あねからはもう随ずい分ぶんと離はなれてしまい、今は自分の位置さえ正確に把は握あくできなくなっていた。


　つまり彼は魔法を使えぬままに、この殺人者と戦わねばならないのだ。


　だが──


（……!?）


　ざっ──と枯かれ葉はの堆たい積せきした地面を蹴ける音が響く。


　予想外に近い。シャノンは咄とつ嗟さに身をひねりながら前へではなく横へと跳とんだ。


　ぎらりと月げつ光こうを跳はね返しながら鋼はがねが空くうを薙なぐ。


　枯葉を舞まい散らしながら地面を転ころがるシャノン。背中が樹木の一本に当たる。彼は弧こを描えがきつつ更さらに転がって、その陰かげに身を潜ひそめた。


　だが──


　ばずん──という鈍にぶい音と共ともに、彼の頭とう頂ちようのすぐ上を、鋼の一撃が薙いだ。


（なにっ!?）


　樹木の幹が音を立てて折おれ曲がり、倒れる。


　途と方ほうもない力を込こめて振ふるわれた一撃が、樹木の幹を力任まかせに断たち切ったのだ。もし立っていたならば、シャノンは胸むねの辺あたりで樹木の幹ごと真まっ二ぷたつに切せつ断だんされていただろう。


　信じ難がたい力だ。人間業わざではない。


「くっ──！」


　シャノンは前方に身を投げ出し、二転三転してから振り返る。


　そこに立っていたのは──


「な──なんだっ!?」


　愕がく然ぜんと言葉を漏もらすシャノン。


　彼の目の前に傲ごう然ぜんと立っているそれは──一体の甲かつ冑ちゆうだった。


　シャノンが父の形かた見みに譲ゆずり受けた硬こう革かく鎧よろい〈ブリガルド〉などとは形状も素そ材ざいも違ちがう。ほぼ全身を隈くま無なく金属の装そう甲こうが覆おおい、装甲の輪りん郭かくだけでほぼ完全に人ひと型がたが構成されている。


　その姿は甲冑というよりも鋼こう鉄てつの人形と言った方が正しいかもしれない。ずんぐりとしたその巨きよ軀くはシャノンよりもまだ頭二つ分以上も身長があり、腕うでの部分だけでも女子供の腰こし回まわりよりもなお太いだろう。


　そしてその右手に携たずさえている武器は、巨きよ大だいな剣けんだった。


　以前シャノンは長ちよう騎き剣けんと呼よばれる大型剣を持つ少年と会った事があるが──その時見たものと比くらべても、その剣はまだ巨大だった。長さはそう変わらないが、剣けん身しんの幅はばと肉にく厚あつが段違いなのである。


　剣というよりそれは──細長い鉄てつ板ぱんに刃はを付けただけの代しろ物ものだ。斧おのをそのまま引き伸のばして剣の形に整ととのえた、と評した方が近い印いん象しように至いたるかもしれない。文も字じ通り圧あつ倒とう的てきな膂りよ力りよくで一いつ方ぽう的に叩たたき斬きるための道具であるが、刃は筋すじを立てなくても単純にそのまま振れば十じゆう分ぶん鈍どん器きとして相手を撲ぼく殺さつできるだろう。


「こいつ……!?」


　この甲冑の中の人間が敵てきなのか。


　シャノンは刀を握にぎる自分の右手が震ふるえるのを感じた。


　今の今まで、彼は敵の位置を把は握あくしてそこに至る事ができれば、勝てると考えていた。自分の位置を隠かくし、魔法を使っての遠えん隔かく攻撃を仕し掛かけて来るという事は、裏うら返がえせば接せつ近きん戦せんには弱いという事だ──そう思っていたのだ。


　だが。これは──目の前のこいつは。


（──!!）


　意い識しきよりもまず身体からだが反はん応のうする。


　咄とつ嗟さに飛び退のいた彼をかすめるようにして、その巨剣が振り降おろされる。抉えぐり抜ぬかれた空気が唸うなり、爆ばく発はつしたかのように枯かれ葉はが飛び散った。


（馬ば鹿かな、こんな──！）


　シャノンは愕がく然ぜんとしながらも後こう退たいする。


　剣が叩き付けられた地面は、大きく剣の形に抉られていた。とんでもない力だ。まともに食らっていたら、シャノンは頭から股こ間かんまで綺き麗れいに両断されていたろう。


　しかも……


（くっ──!?）


　シャノンは更さらに横へ跳とぶ。だが全すべての光景が横へと流れてぼやける視し界かいの中で、その巨大な甲冑だけが静止した様ように動かない。


　その意味を悟さとってシャノンは戦せん慄りつした。


　動いている。シャノンと全く同じ速度で、この敵は動いているのだ。


（そんな馬鹿な事がっ──！）


　信じられない。


　怪かい物ぶつじみた身しん体たい能力である。鋼鉄の全身鎧を身に帯おび巨大な剣を携たずさえ──恐おそらく普ふ通つうの人間であればまともに歩く事さえ難なん儀ぎだろう。なのにこの甲冑の主ぬしはその重さをものともせずに、シャノンの動きに追つい随ずいしてくるのだ。


　──くふ。くふふふ……


　そんな声が甲冑の奥から響ひびいてくる。


　つい喉のどの奥から漏もれてくる声。こらえきれずに出てしまう断だん続ぞく的てきな声。


　こいつは……笑っている。


　冷たいものがシャノンの背中をはい上がってきた。


　それが隙すきになったのかもしれない。甲冑の剣が跳はね上がるようにしてシャノンの右脇わき腹ばらに切り込んでくる。それをシャノンは引いてかわすが──かわしきれない。相手の踏ふみ込こみは予想以上に深く、速はやかった。


　切っ先が抉るようにしてシャノンの脇腹を斬きる。


　紅あかい飛ひ沫まつがしぶいた。


「ぐおっ……！」


　よろめくシャノン。だがまだ浅い。


　甲冑は片手でその巨大な剣を振り抜いた後──その動きのまま身体からだを旋せん回かいさせて左の拳こぶしを突つき出してくる。




[image: ]


「──っ!?」


　まるででたらめな動き。


　拳けん打だには拳打の、斬ざん撃げきには斬撃の動きというものがある。拳で相手を打つのならば、それに相応ふさわしい足運びや身体のひねりがある。それらは斬撃の動きとは似にて異ことなるものだ。


　だが──この甲冑の動きにはそれらの区別がない。


　斬撃にしても拳打にしても、怪物じみて速いが、それが身体全体の動きと調和していないのだ。それまでの動きと全まつたく関かん連れん性せいのない──まるで右腕と左腕と胴どう体たいが、それぞれ全く別の生物であるかのような動きをしてくる。


　このため、シャノンは相手の動きを再ふたたび読み損そこねてしまった。


　拳がシャノンの胴に突つき刺ささる。


「ぐあっ！」


　軽々と吹ふっ飛ぶシャノン。


　彼はまるで水面に跳ねる小石のように二度、三度と跳ね、そうして地面に転ころがった。


「うぐ……う……げ……」


　シャノンは痛みで身をよじる。


　身体の内側から痛みがあふれ出してくる。咄とつ嗟さに後こう方ほうに跳んで打だ撃げき力りよくを殺した積つもりだったが──そもそも相手の力がでたらめのように強かったのだ。肋ろつ骨こつの一本や二本は折おれているかもしれない。いや──最悪、臓ぞう器きの一部が破は裂れつした可能性もある。


　最も早はや、まともに動ける状じよう態たいではなかった。


「う……く……」


　鈍にぶく重い足音が近づいてくる。シャノンに逃にげる力は無ないと分わかっているのか、嬲なぶるかのようにゆっくりとした足取りで、甲冑は近づいてきた。


「くう……」


　何とか。何とかしなければ。


　シャノンは苦く痛つうをねじ伏ふせ、痛みに霞かすむ眼めで周しゆう囲いを見回す。


　彼が転がっているのは、開けた場所だった。木々の群ぐん生せいが途と切ぎれ、草だけが生はえている。


　樹じゆ木もくが根を下おろすだけの深さが、この地面には無いのだろう。


　そこは崖がけ際ぎわだった。


　ひさしのように、絶ぜつ壁ぺきの上うわ縁べりの一部が空中に突つき出ている。シャノンが追いつめられたのは、その上なのだ。


（しまった……！）


　追いつめられた。逃げ場はない。


　遠く微かすかにだが足あし下もとから河かわの水音が聞こえる。


　下は川なのだろう。音からして激げき流りゆうという訳わけではなさそうだが、一定以上の高さから落ちれば、水面といえども鋼こう鉄てつに等ひとしい硬かたさとなって落らつ下か者しやの肉体を破は壊かいする。高くなくても、落ちた先に岩でも顔を出していれば、間ま違ちがいなく骨こつ折せつして溺でき死しだ。


（……どうする？）


　シャノンは刀かたなを杖つえ代がわりに地面へ突き立て、何とか立ち上がった。


　我われながらよく吹ふっ飛ばされた時に手て放ばなさなかったものだと思う。だがそれだけだ。まともに戦うだけの力が残っていない事は、シャノン自身が一番よく分わかっていた。全身が痛むし、脇わき腹ばらからも出しゆつ血けつが続いている。


　甲冑が歩いてきて──止まった。


「化ばけ物もの……め……」


　荒い息をつきながらもその仮か面めんを睨にらみ付けるシャノン。


　刀を構かまえ直し、彼は一歩踏ふみ出した。


　その瞬しゆん間かん。


　甲冑が左手を自分の足あし下もとからややシャノン寄りに向けて突き出す。


（──!?）


　何かが弾はじけるような鋭するどい音と共ともに、シャノンの足の下の感かん覚かくが消しよう滅めつした。


　土ど砂しやと共に身体からだが宙に浮うく。崖の張り出した部分が崩くずされたのだ。


（まずい……！）


　瞬間的に絶ぜつ望ぼうに浸しん食しよくされてゆく意い識しきをねじ伏ふせ、シャノンは右手を伸のばした。


　渾こん身しんの力で突き出される太た刀ち。


　その刀とう身しんは楔くさびのように半なかばまでを絶ぜつ壁ぺきに埋うめ込こまれ、シャノンを支ささえる。しかしその絶壁が更に崩れ始め──


「つ……」


　──シャノンは刀一本で辛かろうじて崖にぶら下がる形となった。


　敵てきはシャノンに直接ではなく、彼の立っていた地面に攻こう性せい魔法を撃うち込んだのだ。呪じゆ文もん詠えい唱しようは仮面に阻はばまれて聞き取れなかったのだろう。


（くそ……これじゃ身動きさえできない……！）


　あと僅わずかに刀が抜ぬけるだけで、あるいは刀の埋まっている部分が崩れるだけで、シャノンはそのまま河へと落下するだろう。極きわめて微び妙みような均きん衡こうの元に彼はぶら下がっている。それは身じろぎ一つでさえあっさりと崩れそうな気がした。


（下は──）


　ちらりと眼めだけを動かして見てみれば、そう高さはない。下がただの湖みずうみや池なら──そしてシャノンが万ばん全ぜんの状態であるならば、彼は躊躇ためらう事なく身を躍おどらせていたろう。


　しかし、数カ所の深しん刻こくな打だ撲ぼく傷しように加え、今なお出しゆつ血けつが止まっていないこの状態で、河に落ちたとして……流れに逆さからい、そこから自じ力りきで這はい上がれるかどうか。


（くそ、これじゃあ殺してくださいって言ってるようなもんだろが……）


　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいだ。


　シャノンの右手と最大の武ぶ器きは、彼の身体からだを支えるために封ふうじられている。左手一本でどうにかできるような相手でもないし、下へ手たに動けば均衡が崩れて刀が抜けてしまう。


　まして、わざわざ敵はシャノンに近づいてこなくても、単にもう一度攻性魔法を撃てばシャノンを確実に葬ほうむれる。下手に反撃を受ける危険を冒おかしてまで接近する道どう理りはない。


　ない──筈はずだったのだが。


　シャノンの見上げる先、崖がけ縁べりに滲にじむ光の中にごつごつとした甲冑の影かげが浮かび上がった。


　──くふふ。くふふふふふ。


　笑っている。装そう甲こうの隙すき間まから悪意をたっぷりと載のせた嘲ちよう笑しようが漏もれ落ちてくる。


「貴き……様さま……」


　喜き悦えつに濡ぬれ、じっとりとした絡からみ付くような視し線せんを感じて──シャノンは悟さとった。


　こいつは楽しんでいる。殺すのを楽しんでいる。標ひよう的てきが苦く悶もんし、あるいは絶望するのを待っている。殺さつ傷しよう行こう為いそのものを楽しむというより、標的が肉体的に、精せい神しん的に、惨みじめにあがくのを見て、そうしてそれが絶望に収しゆう束そくしてゆく過か程ていを楽しんでいるのだ。


　そのために──そのためだけに殺している。


　この敵は待っているのだ。


　シャノンの表情が絶望に歪ゆがむのを。この勝ち目のない状じよう況きよう下かで、シャノンのような使い手が、自分の力りき量りようの全すべてに見切りをつけ、精神的に屈くつ服ぷくし、敗はい北ぼくを認みとめるのを待っているのだ。その様よう子すを見に、わざわざ近づいてきたのである。


（ふざけやがって……）


　シャノンが、現状でとれる行動はそう多くない。だが──


「はっ──」


　シャノンは──歯を剝むいて殺人者に笑えみを返した。


　諦てい観かんの笑みではない。媚こびを売るためのものでもない。それはむしろ挑ちよう発はつ的てきで、微み塵じんの絶望をも感じさせない、獰どう猛もうな笑顔だった。


「てめえの喜よろこぶような顔はしてやらねえよ」


　そう言ってシャノンは──崖を蹴けった。


　ずるりと刀が崖から抜ける。宙を舞まいながらシャノンは左手を振ふった。


　抜き放はなちながらその動きに載せて放った暗あん器き──投擲用短剣スローイングダガーが甲冑目め掛がけて飛ぶ。


　そして。


「…………！」


　甲冑の隙すき間ま、首の部分に深々と突つき刺ささる短剣が見えた。


　驚おどろくように甲冑が後こう方ほうによろめき、シャノンの視し界かいから消える。


（しまった──）


　内心で呻うめくシャノン。選えり好ごのみできるような状態ではない。それは分わかっている。分かっているからこそ彼は相手の頭とう部ぶを狙ねらったのだ。だが──


（殺しちまったか……）


　後こう悔かいしている暇ひまはない。


　河に落らつ下かするまでの一いつ瞬しゆん──投とう擲てきの反動を利用して姿し勢せいを調ちよう節せつ。迫せまってくる水面の冷たさを意い識しきしながら、シャノンは身を丸める。


（──！……）


　鈍にぶい衝しよう撃げきが身体を包つつむ。


　無数の泡あわをまとって水の中に沈しずみ込こむシャノン。幸こう運うんにも水深は深く、水面直ちよつ下かにも危険な岩は存在しなかった。水の層が衝撃を拡散させて彼を受け止めたのだ。


　だが。


（まずい……）


　冷たい流りゆう水すいに血液と体温を奪うばわれ、彼の肉体は急きゆう速そくに衰すい弱じやくを始めていた。


　水から上がろうにも、もがく四し肢しに水を吸すった衣服が巻き付き、もどかしい位くらいに身体が動かない。人間とは所しよ詮せん、地を踏ふみしめなければその持てる力の半分も出せない生き物だという事をシャノンは思い知らされた。


（このまま流されたら──）


　冷たい水の中で必ひつ死しにもがくシャノン。


　しかし──抵てい抗こうも虚むなしく、急速に広がってゆく闇やみに、彼の意識は飲み込こまれていった。








　ずるりと内側から押し出されるようにして抜けた投擲用短剣スローイングダガーが、地面に落ちる。


　短剣は曇くもり一つ無ない綺き麗れいな剣けん身しんを煌きらめかせて地面に転がった。


　刃の長さ、そして刺さった位置からすれば、投擲用短剣スローイングダガーは確実に装そう甲こうの内側に在ある装そう着ちやく者しやの喉のどに食い込んでいた筈はずだ。即そく死ししていても不ふ思し議ぎはない。


　しかし……


　即死どころか、その刃には一いつ滴てきの血，一点の曇くもりさえ生じていなかった。


「…………」


　鎧よろいはその投擲用短剣スローイングダガーを拾ひろうと、もう一度崖がけ際ぎわに歩あゆみ寄った。その足取りは揺ゆるぎなく、致ち命めい傷しようを負おったとは到とう底てい思えない安定ぶりである。やはりシャノンの一撃は相手に傷きずを負わせていなかったのだ。


「く……くふ……」


　見み下おろしても当然ながらもうシャノン・カスールの姿すがたはない。ただ蛇だ行こうする川の水面が見えるだけだ。そのまま沈しずんでいるのか。流されたのか。崖の上からでは判はん別べつが付かない。


　しかし……


「くふ……くふふ……」


　甲かつ冑ちゆうの奥からくぐもった笑い声が漏もれる。


　口の中に含ふくむような声ではあるのだが──何ど処こか感かん極きわまったような響ひびきがある。シャノンの感じた通り、中の人間は殺人に快かい楽らくを感じる異い常じよう者しやで、シャノンを倒たおせた事について喜き悦えつを感じているのだろうか。


　それとも──


「──くふ。くふふ。くふふふふふ……」


　表情を刻きざまない鉄てつ仮か面めんの奥にわだかまる笑えみ。


　奇き怪かいな甲冑は、下げ卑びた含み笑いを垂たれ流しながら、シャノン・カスールの消えた水面をじっと眺ながめていた。








　かつて神は宣のたまわれた。


『その者、世界を滅ほろぼす猛もう毒どくなり』


　故ゆえに生まれ出る双ふた子ごの一いつ方ぽう──女じよ児じを殺すようにと。


　グレンデルの託たく宣せん。


　聖地グレンデルの大だい聖せい堂どうにて年に一度下くだされるこの預よ言げんが、本当に神から賜たまわる御み言こと葉ばであるのか、単に神しん官かん達たちの信しん仰こう心しんが超ちよう常じよう能力の領りよう域いきに達して行おこなう未み来らい予よ知ちなのか、その点については未いまだに結論が出ていない。マウゼル教の神官達でさえ、神の実在を──信仰に対する象しよう徴ちよう的てきな意味以上の実存を認みとめていない人間さえ居いる。


　ただ、確たしかな事はその的てき中ちゆう率りつの高さである。


　過か去こ五千年余あまりの歴れき史しにおいて、それが外はずれたのはわずかに二回。単純に考えれば二千五百年に一度の割合だ。長く生きても百年程度の歳さい月げつしか経けい験けんできない人間にとって、それは最も早はや絶対と言っても良い的中率だった。


　故にその託宣に異いを唱となえられる人間はほとんど居ない。人々にとって託宣が語る内容は確定した未来に等ひとしかったのだから。


　事実──その女児は姫ひめとして生まれてきたが、父たる王は託宣通り彼女が世界に大きな災わざわいをもたらす事を恐おそれた。そしてその災さい厄やくの原因を生み出した者という汚お名めいを着きる事を恐れた。その結果、王は配はい下かの騎き士しの一人に我わが子の殺害を命じたのである。


　こうして──一部の反対を押し切り、生まれた女児は名前を与あたえられる事もないままに殺され、その遺い骸がいは宮きゆう廷てい魔ま導どう士し達の手で封ふう印いんされた筈はずだった。この非ひ情じようとも言うべき行こう為いにより世界を滅ほろぼす程ほどの災わざわいは未み然ぜんに回かい避ひされた──筈だった。


　しかし。女児は生きていた。


　実の母──即すなわち王おう妃ひの嘆たん願がんに心を動かされた一部の関係者の協力により、女児は死し亡ぼうを偽ぎ装そうされ、身分を隠かくされ、田舎いなかに住む一いち夫ふう婦ふの元に預あずけられていたのである。


　そして十四年。女児は成長し、夫婦間に生まれた双子達と兄姉妹きようだい同然に──いや、兄姉妹として育ってきた。あるいは、とある貴き族ぞくの王室予よ算さん横おう領りよう事件さえ無なければ女児はそのまま自分の出しゆつ自じも知らず、一いち庶しよ民みんの娘むすめとしてその生しよう涯がいを全まつとうしていたかもしれない。


　だが、彼女の生存は王室の知るところとなった。


　同時に人間以外の者達の知るところともなった。


　彼女は兄あにと姉あね──家族同様に育った双子の護ご衛えい役と共ともに故こ郷きようを出た。送り込まれてくる様さま々ざまな刺し客かくの追つい撃げきをかわすために。自分の育った街まちやそこに住む人々に害が及およばぬように。


　こうして……彼女は今日きようも辺へん境きようを旅している。王国の差し向ける刺客、あるいは人間以外の存在にさえ狙ねらわれながら、寄よる辺べなき流る浪ろうの日々を重かさねていた。


　生まれて間まもなく殺された筈の姫ひめ君ぎみ。


　傅かしずく臣しん下かはなく、住むべき城しろも領地もなく、誇ほこるべき名前さえ与えられず──王室の恥はじとしてありとあらゆる記き録ろくから抹まつ消しようされ、表おもて向むきには生まれてさえ来なかった王女。


　ただ噂うわさの中にのみ存在を認みとめられる彼女の事を人々はこう呼よぶ。


〈廃はい棄き王女〉──と。








　温あたたかい温い午後の日差し。


　白く気け怠だるい光が平和を絵に描かいたような風景に降ふり注そそいでいる。


　大きく道みち幅はばをとられた街がい路ろ。立ち並ならぶ店てん舗ぽ。散さん在ざいする街がい路ろ樹じゆ。出で窓まどを彩いろどる鉢はち植うえ。通り過ぎる馬ば車しや。行き交かう人々。緩かん慢まんに流れる風。……意味もなく全すべてがゆっくりとした時間の中で微睡まどろんでいるかの様ようであった。


　そんな風景の中の──通りに面する飲いん食しよく店てんの一つ。


　店先に張り出したテラス部分に置かれた三つのテーブルの一番端はし。


　そこに二人連づれの客が居いた。


「オムレツとスクランブル・エッグとエッグ・リゾット、カルボナーラに卵たまごのココット、うずら卵のトマト煮に、お待たせしましたあ」


　思わず出そうになる苦く笑しようを営業用の笑顔で塗ぬり込めて、給きゆう仕じ役の娘むすめが言う。


　料理はいずれもきちんと一いち人にん前まえ分。確たしかにこれらの料理全てを一人の少女が注ちゆう文もんしたとなると……いくら食べ盛ざかりという点を考こう慮りよしても呆あきれざるを得えないだろう。


「…………」


　少女は無む言ごん。


　きちっと結ゆい上げた鮮あざやかな金きん髪ぱつと、抜ぬけるように透とう明めいな碧あおさを備そなえた瞳ひとみが特とく徴ちよう的てきである。今でこそ庶しよ民みんにもそういった外見的特徴を持つ者は珍めずらしくないが、かつてのラインヴァン王国において、それは貴族王族にのみ見られたものであった。


　整ととのった顔立ちではあるが、まだ成せい熟じゆくしきった印いん象しようはない。『麗うるわしい』『美しい』などといった評ひよう価かよりは、未まだ『可か愛わいらしい』という言葉の方が相応ふさわしいだろう。


　その顔立ちや仕し草ぐさから凛りんとした意志の強さ、あるいは気き品ひんのようなものは感じられるが、それが周しゆう囲いを睥へい睨げいし、あるいは威い嚇かくするような尖とがった印象になっていないのだ。むしろその、どこか完かん璧ぺきになりきれないその容よう姿しが微笑ほほえましく見えてしまうのは、表情や仕草の端はし端ばしに引きずる幼おさなさのせいであろうか。


「んー……」


　少女は眉み間けんに皺しわを寄せたまま、眼前の卵料理を親の仇かたきでも見るような眼めで眺ながめている。


　いや、眺めているように見えるが……観みていない。


　瞳ひとみの焦しよう点てんが卵料理に合っていないのだ。何やら考え事でもしているらしく、中ちゆう空くうを意味もなくにらみ据すえたまま、その蒼あおい瞳はじっと固まっている。


　しかも──


「──あああああもうっ！　苛いら々いらする！」


　などと突とつ然ぜん、不ふ機き嫌げん丸出しの声で言ったものだから、給仕の娘は驚おどろきに身をすくませた。


「あ、あの──なな、何か失しつ礼れいでも……？」


　給仕の娘が怯おびえたような声で言う。


　明らかに自分よりも歳とし下したで小こ柄がらな相手なのだが、少女の全身から陽かげ炎ろうのように立ち上のぼる強烈な不機嫌色の気け配はい──というかなんというか──が、給仕の少女をびびらせていた。


「──にゃ？」


　少女が瞬まばたきして──初めて給仕の娘に気付いたかのように、振ふり返る。


　束つかの間ま、きょとんとした表情で少女は給仕の娘を眺め……ようやく給仕の娘の台詞せりふの意味を理り解かいしたのか、曖あい昧まいに笑顔を取り繕つくろって少女は言った。


「ええと──何でもないです、何でも。あ、料理来たんだ」


　やはり給仕の娘の存在どころか、料理が来た事にも気付いていなかったらしい。


「お気になさらないでください」


　そう給仕の娘に言ったのは、少女と同じテーブルについている黒くろ髪かみの娘だった。


　長い黒髪に黒の瞳。更さらには黒の衣い装しよう。黒ずくめといっても良いような外見なのだが、地じ味みな印象にならないのはその、非常に優すぐれた容姿故ゆえの事であろうか。


　大人おとなの女性の色いろ艶つやと気品の中に、何な故ぜか童どう女じよのようなあどけなさが残っている。成長しきっていないのではなく、それがこの娘の持ち味なのだろう。


「持じ病びようの発ほつ作さですから」


「そういう誤ご解かいを招まねくような表現はやめて、ラクウェル姉ねえ」


　少女が顔をしかめて言う。


　何やら訳わけが分わからないが、とりあえず自分に対して少女が立りつ腹ぷくしているのではないのだと分かって給仕役の娘は内心、安あん堵どの溜ため息をついた。


「はあ……あ、クリーム・シチューはもう少しお待ちください」


「はいはい」


　のんびりと愛あい想そう良よく黒髪の娘──ラクウェルが頷うなずく。


　給仕の娘が店内に戻もどるのを見み届とどけてから、ラクウェルは視し線せんを少女に戻す。


「お先にどうぞ、冷さめない内に」


「──ん」


　頷いて少女はフォークとスプーンを手に取った。


　だがいつもなら大だい好こう物ぶつの卵料理を見て笑えみ崩くずれるはずの表情が、また不ふ機き嫌げんそうに強こわ張ばってゆく。苛いら立だたしげな溜め息を一つついて、少女はおもむろに料理を食べ始める。


　……速はやい。


　物もの凄すごい速さで料理を運び、咀そ嚼しやくする。まるで両手と口が少女本人とは別の生物であるかのようにも見える。強ごう引いんともいえる食べ方だ。


　微笑ほほえんで見守るラクウェルの前で、ひたすらスクランブル・エッグを口の中に運び続けた少女は、すぐにその皿さらを空からにし、休む間まもなくオムレツに取りかかる。食事というより何か一種の作さ業ぎようのように、彼女の両手と口が、オムレツを切り分け、運び、咀嚼してゆく。


　怒ど濤とうの勢いきおいである。


「…………パシフィカ」


　微笑みは崩くずさないまま、ラクウェルが声をかける。


「むご？」


　両手を止め──しかし、もぐもぐもぐと口を動かしながら、少女が瞬まばたきする。


「もうちょっと、ゆっくり食べたら？」


　ラクウェルに言われて、初めて自分の行動に気付いたように──少女は自分の両手を眺ながめ、そしてもう一度驚おどろいたように瞬きする。


「あ……そか。そうね。味わって食べないと」


　そう言って少女は殊こと更さらじっくりと食べ始めた。


　パシフィカ。パシフィカ・カスール。


　それが少女の名前だ。ただし──王室関係者とか、裏うら稼か業ぎようの人間とか、人間以外の連中とか、そういった普ふ通つうでない者達からは〈廃棄王女〉だの〈律りつ法ぽうを破やぶる者〉だのと妙みような綽あだ名なで呼よばれていたりするが。


「……分わかり易やすいわね、パシフィカは」


「──何が？」


「自分自身では分かってない所なんか、特に……」


　ラクウェルの微び笑しようが苦笑に変わる。


　明らかに普ふ段だんと異ことなる──というか異い常じような食いっぷりは、やはり強い精神的抑圧ストレスのせいだろう。日常と違ちがう環かん境きよう下かに置かれると、過か食しよく気ぎ味み、あるいは拒きよ食しよく気味になる人間は多い。


「ああ……早くシャノンを見つけないと……」


　今度は殊更にゆっくりと、自分に言い聞かせるような鈍にぶい動きで食事を続ける妹いもうとを見つめながらラクウェルは呟つぶやいた。


「パシフィカが子こ豚ぶたさんになってしまうわ……」


「誰だれが子豚さんよ」


　──一昨日おとといの夜からシャノンが帰ってこない。


　言うまでもなくそれがパシフィカの暴ぼう食しよくの原因である。


　就しゆう寝しん前まえの見回りに出る、と告つげて出ていったまま、帰ってこないのだ。


　大たい抵ていの場合、シャノンは一通り自分の脚あしで周しゆう囲いをぐるりと見回ってから眠ねむる。これはラクウェルが不ふ寝しん番ばんに立つ場合でも、警けい戒かい用の結けつ界かい魔ま法ほう〈楽園アスガルド〉に警けい備びを任まかせてしまう場合でも同じだ。


　何な故ぜだと問うとシャノン自身もうまくその理由を説明できないらしいが、やはり『人間のする事に絶対はないから、念のために』という事らしい。いい加か減げんなようでいて、心しん配ぱい性しようのシャノンであるから、これは自分自身を安心させるための儀ぎ式しきのような側そく面めんがあったのかもしれない。


　なにはともあれ──彼が寝ねる前に周囲を見回るのは別に一昨日の晩に限った事ではない。


　普ふ段だんなら一時間もすれば彼は戻ってきて寝る。


　だが──一昨日の晩、彼は戻ってこなかった。


　ラクウェルは即そく座ざに〈楽園アスガルド〉を起き動どう。しかし監かん視し領りよう域いき内にシャノンの反はん応のうがない。〈楽園アスガルド〉の監視領域を何度か東西南北にずらして再起動してみたが、やはり反応はない。その後、ラクウェルとパシフィカは一晩中かかってシャノンが巡めぐったであろう場所を探さがしてみたのだが、シャノンの姿すがたはどこにも見つからなかった。


　困こまった彼女達は、次の日交こう代たいで仮か眠みんをとりつつシャノンが帰ってくるのを待った。探しに行きたいのは山々であったが、手て掛がかりはなく、下へ手たに動けばシャノンが戻ってきた場合に行いき違ちがいになる、と考えたからだ。


　だがやはりシャノンは帰ってこない。


　何があったのか──現状ではそれを探さぐる手掛かりはほぼ絶ぜつ無むと言って良かった。


　仕し方かたなく二人は、街かい道どう脇わきの野や営えい地ちに木の枝えだと石で『エスティアインの街まちに向かう』という一文を残し、最も寄よりのこの街へとやってきた。


　可能性としては低いが、シャノンが先にこの街に来ている可能性を考えたのだ。元々この交こう易えき都市エスティアインには、生活必ひつ需じゆ品ひんや食料を手に入れる為ために立ち寄る予定になっていた。それに人が集まるような場所なら、何らかの手掛かりが得えられるかもしれない、という期き待たいもあった。


　ほとんど思いつきのような行動だが──逆に言うと彼女らはそこまで追い詰つめられていたとも言える。


「このままシャノンが何日も見つからなかったら……パシフィカがどんなに太ってしまうか想像しただけで……想像しただけで……想像……」


　ラクウェルは首を傾かしげ──そして何か思いついたようにぽん、と手を合わせて言った。


「……坂道でどこまでも転ころがって行ってしまわないように、つっかえ棒ぼうがいるわね」


「どこまで想像してんのよっ！」


　パシフィカが喚わめく。


「大だい体たい、シャノン兄が帰ってこないのと私が太るのと、どういう関係があるのよ」


　やはり本人は自じ覚かくしていないらしい。


「とにかく……考えられる可能性を一つ一つ、見落としがないか検けん証しようしていきましょ」


　ラクウェルが言う。そもそも落ち着いて状じよう況きようを検証してみる為にこの飲いん食しよく店てんに入ったのである。時じ刻こくが昼過ぎだったので、単なる喫きつ茶さではなく食事を注ちゆう文もんする事にはなったが。


「可能性その一。シャノンが勝かつ手てにふらふらと自分の意志でどこかに行ってしまった場合。例たとえば逃とう亡ぼう生活に疲つかれたとか、ある日突とつ然ぜん、訳わけもなく哀かなしい気持ちになって旅立ったとか、空がとっても蒼あおかったからとか」


　パシフィカとラクウェル、二人は一いつ瞬しゆん眉み間けんに皺しわを寄せて考え──


『ないわね』


　ほぼ同時に二人でそう言って却きやつ下か。


　面めん倒どう臭くさいが口くち癖ぐせのシャノンだが、そういう突とつ発ぱつ的てきで無む責せき任にんな行動に出る性格ではない。


「可能性その二。やはり何らかの事じ故こに巻き込まれている」


　確たしかにシャノンが何らかの事故に遭あい、怪け我がをして動けなくなった、という可能性も考えられる。


　だがそれならば最初に〈楽園アスガルド〉を起き動どうした時点で彼は発見されていたろう。〈楽園アスガルド〉の探たん査さ範はん囲いを大きく外はずれるような場所にまで彼が脚あしを伸のばし、そこで事故に遭ったとは考えにくい。


「でも誰だれかが通りかかって──って事はあるかもしれないわね」


「それはそうなんだけどさ」


　怪我をしたシャノンを誰かが見つけて街まちに運はこんだ──という事は可能性として考えられる。これも一番近いエスティアインの街に来てみた理由の一つだ。


「で──そのまま監かん禁きんされているとか」


　朗ほがらかな笑顔で何となく物ぶつ騒そうな事を言い出すラクウェル。


「シャノン兄を監禁して何の意味があるのよ」


「まあ、意味はないわねえ」


「大体、シャノン兄を監禁するなんて、殺すよりも難むずかし──」


　言いかけてパシフィカは口をつぐんだ。敢あえて触ふれないようにしていたその想像を、彼女は迂う闊かつにも自みずから口にしてしまったのである。


　分わかっている。


　シャノンが自らの意志でパシフィカ達の所に帰ってこれないとするならば、考え得うる可能性はそう多た種しゆ多た様ようではない。


　考えたくはない。考えたくはないが、あの冗じよう談だんのように強かった父でさえ、最後には刺し客かくの前に倒たおれたのだ。いくらシャノンでもやはり不ふ死じ身みではない。ならば──


「帰ろうと思うシャノンの意い識しきそのものが無ない。具体的には、何らかの原因で記き憶おく喪そう失しつ、あるいは茫ぼう然ぜん自じ失しつの状じよう態たいになっている……って状況は考えられるかも」


「──え？」


　続く姉の言葉にパシフィカは眼めを瞬しばたたかせる。


　言われてみて、初めて気付いた。そうだ。その可能性も在ある。


「たとえば、崖がけから落ちるとか落らく石せきに当たるとかして、意識が混こん乱らんしたとか……そういう状態で自分が何ど処こに居るのかも分からないまま、ふらふらと移動してしまった」


「そっか……そうかも」


　よく考えればかなり強ごう引いんな理り屈くつではあるのだが、それでもパシフィカは姉の言葉にすがるようにして頷うなずいた。


　無論、姉の想像が当たっていたとしても、それはそれで深しん刻こくな事じ態たいだ。シャノンは頭に傷きずを負おっている可能性が高い。移動した以上、半はん身しん不ふ随ずいのような状態にはなっていないだろうが──それでも怪我が原因で記憶障しよう害がいや知ち能のう障害を起こしている可能性だってある。


　しかしそれでも生きていてくれれば。生きてさえいてくれれば──


「職業的殺人者エリミネーターとの突とつ発ぱつ的てきな交こう戦せんの後、死し亡ぼう──は考えにくいし」


「え？　そ、そうなの？」


　自分の不ふ吉きつな想像をあっさり否ひ定ていしてしまった姉に、パシフィカは思わず聞き返す。


「だってそうでしょう。そもそも死体が残ってないし」


　ラクウェルがあっさりと言う。


「よしんば何らかの理由で死体を片かた付づけたとしても──今まで何も起こらないのはおかしいでしょう？　職業的殺人者エリミネーターが最終的に狙ねらっているのは、パシフィカ、あなたなのよ？　シャノンだけを狙う理由はないもの。護ご衛えい役としてのシャノンが目め障ざわりだったという理由で彼を排はい除じよするというのは分かるけど、それなら、次はすかさず私か、あるいはパシフィカ、あなたを直接狙ってくるでしょう。シャノンが帰ってこなくて、時間が経たてば経つほど、こちらは警けい戒かいを強めるわけだし」


「そ……それは、そうかも」


「一日待ってみても、それらしい人物が接近してくる様よう子すもないし。まあ、シャノンが反はん撃げきして職業的殺人者エリミネーターの方も深ふか手でを負おっていて、動けない、という可能性もあるのだけれど……ああ、単に個人的な理由でシャノンに恨うらみを持っている人間が居た、という考え方も成なり立つけれど。それこそ可能性としては低いでしょう」


「うーん……」


　そこまで色々と考えると、こんがらがってきて訳わけが分からなくなる。


「やはり、手がかりが少なすぎるのよね」


「結局そこに逆ぎやく戻もどり……ね」


　いつの間まにか食べる事を中断していた自分に気付き、パシフィカはフォークでカルボナーラをかき混まぜる。だが必かならずしも悲ひ観かんする必要はないという事で、パシフィカも少しは料理を味わって食べる余よ裕ゆうがでてきた。


　その時──


「何かお悩なやみ？」


　ふと傍かたわらから声が掛かけられる。


　振ふり返るパシフィカとラクウェルの側そばに立っていたのは──一人の少女であった。


　年ねん齢れいは十代前半であろうか。いや──小こ柄がらで、しかもやや丸顔であるために、実際の年齢より幼おさなく見えているだけで、実際には二は十た歳ち前なのかもしれない。パシフィカも小柄なためによく実年齢よりも幼く見られる事があるが、この少女はパシフィカよりも更さらに小柄で童どう顔がんだ。


　特とく筆ひつするような器き量りよう良よしではないが……細い眼めがどこか日向ひなたで微睡まどろむ猫ねこを思わせて、愛あい嬌きようがある。


「えーと……？」


　パシフィカはその少女を改あらためて眺ながめる。


　衣い装しようは白と黒に染そめ分けられた異い国こく風ふうのゆったりとしたもの。長い黒くろ髪かみは頭の左右で白い房ふさ付つきの紐ひもによって束たばねられている。この辺あたりでは──というか、ラインヴァン王国ではあまり見ない格かつ好こうだ。


　西の方には色々と異ことなる文ぶん化か圏けんが存在するとはパシフィカも聞いている。彼女らの父ユーマなどもそこの出しゆつ身しんだ。だが実際にそういった衣装を見るのは初めてであった。


「お悩みがあるなら任まかせてみない？　金きん運うん、仕事運、恋れん愛あい運、何でも見るよ？」


　にこにこと愛あい想そうよく笑いながら少女が言う。


　さっとその右手が翻ひるがえったかと思うと、そこにはまるで虚こ空くうから取り出したかのごとく、扇おうぎ状じように広げられた数枚の札ふだが握にぎられていた。


「占い師フオーチユンテラーさん？」


　ラクウェルがそう言って少女を眺める。


「はいはい。私、占うらない師し。なんだかいつも『おまえみたいなガキが？』とか言われたりしちゃうんだけど。これでも札さつ占せん術じゆつ一通り、修おさめてるよ」


「はあ……」


　パシフィカは困こん惑わく気ぎ味みにその少女を眺める。


　当然と言えば当然だが──彼女は占いだの予よ言げんだのの類たぐいを信用しない。


「人生常つねに陽よう光こう溢あふるるとは限らず、暗くら闇やみに閉とざされ、道を見み失うしなう事もありましょう。されど一いつ瞬しゆんの光さえあれば。それがたとえ僅わずかな光とても、失われた道を再発見するための助けにはなりまする。我われらが術はまさしく光。あなたを押す力も引く力もなく、されど暗あん中ちゆうに失われた道を取り戻もどすための手助けとはなれる筈はず。今なら格かく安やす料金で──」


　そこまで調ちよう子しよく口こう上じようを述のべ──しかし最後の部分で不ふ協きよう和わ音おんが朗ろう々ろうと流れる彼女の声に割わり込こんだ。


　──ぐう。


　黙だまって見つめるパシフィカとラクウェルの前で、少女は凍こおり付いたように動きを止めた。


　二人の視し線せんはゆっくりと下か降こうしてその音を発した場所──少女の腹ふく部ぶで止まる。


「……実は」


　両手を広げ明後日あさつての方向を向いて固まったまま、少女は呻うめくように言った。


「一昨日おとといから私、何も食べてないというか何というか」


「なんで」


　とパシフィカ。


「……路ろ銀ぎんが底をついて」


　簡かん潔けつで分かりやすい答えである。


　盛せい大だいに卵料理を平たいらげているパシフィカを見て、これなら客になってくれる──と考えたのかもしれない。いずれも決して高い料理ではないのだが……要するにそれだけこの少女が金に困こまっているという事なのだろう。


「おいくら？」


　ラクウェルが苦く笑しようを浮うかべながら尋たずねる。


「とりあえず……十四セトメかな」


　ちらりと壁かべに貼はられたおメ品ニ書ユきーを眺めてから、少女は言った。


　やけに半はん端ぱな金額は、お品書きの一番上に書かれている『大おお盛もりきのこパスタ』の値段と同じであった。


「そうね。じゃあ──お願いします」


　ラクウェルが懐ふところから財さい布ふを取り出して言った。


「えへへ。どーも」


　揉もみ手でもしそうな様よう子すでそう言うと、少女はすぐ側そばにあった椅い子すを片足でちょいと引き寄せ、ラクウェル達のテーブルのすぐ隣となりで手に持っていた札ふだを束たばねて置いた。続いて懐から更さらに十数枚の札を取り出して重かさねる。


「ちょっと、何を──」


「大盛りキノコパスタ」


　少女は眉み間けんに皺しわを寄せてやってきた給きゆう仕じの娘むすめをその一言で下がらせる。


　その間も両手は止まる事なく、流れるような動きで広げられた札から数枚を取り出し、所しよ定ていの位置に配はい置ち。それで準じゆん備びは終わったのか、少女は顔を上げて微笑ほほえんだ。


「さて──何を占うらなう？」


「失うせもの。人間が一人。男性」


　ラクウェルが言う。


「人ひと捜さがしね……ふむふむ」


　少女は手て際ぎわよく札をきる。どうやらそれなりに経けい験けんと修しゆう練れんは積つんでいるのか、その手付きはかなり鮮あざやかだ。十じゆう分ぶんに札をきってから──簡かん単たんな一動作で少女は札を半円を描えがくようにテーブルの上へ広げた。占いというより賭と博ばく札ふだの札師デイーラーを想おもわせる動きだが、それだけに小こ気き味みよく、この少女にはよく似に合あう。


「へえ……」


　パシフィカが少し感かん心しんしたような声を漏もらした。不ぶ器き用ような彼女にとって、少女の札ふだ捌さばきはとても格かつ好こう良く見えるのだろう。


「ではっ！」


　少女が一枚目の札に手をかける。


　その時──


　けたたましい音が近付いてくる。


　路面を嚙かむ車しや輪りんの音と、路面を打つ蹄てい鉄てつの音と。


　振ふり返ったパシフィカが見たものは、通りを疾しつ走そうしてくる一台の馬ば車しやであった。


　四頭引きのかなり大きな馬車である。だが乗のり合あい馬車や貨か物もつ馬車ではない。貴き族ぞくが街まち中なかで使うような──走そう破は性せいに関しての機能は最低限しか備そなえず、代かわりに余あまった場所には路面の振しん動どうを吸きゆう収しゆうし、音の出入りを遮さえぎるためのクッション材と、持ち主の権けん勢せいを誇こ示じするための華か美びな装そう飾しよくが必要以上搭とう載さいされている代しろ物ものだ。


　しかも──基き調ちよう色しよくは朱しゆ色いろ。他ほかには金と銀。それに紫むらさき。よくもここまで、とむしろ見る者を呆あきれさせるほどのけばけばしさである。配はい色しよくを決定した人間の色しき彩さい感かん覚かくを──あるいは眼めか頭を──疑うたがいたくなるほど、その馬車の色合いは壊かい滅めつ的てきな下げ品ひんさを醸かもし出していた。


　だがどれだけ色が悪あく趣しゆ味みだろうと、成なり金きん趣味丸出しだろうと、その事自体は問題ではない。個人の勝かつ手てだ。


　問題は──馬車の速度だった。


　数人の通行人が跳はね飛ばされそうになって、慌あわてて脇わきに退ひいているのが見える。街かい道どうでならいざ知らず、街中で出して良いような速度ではない。


　そして──


「うわっ──」


　パシフィカは顔をしかめて短い悲ひ鳴めいを上げる。


　その馬車が通り過ぎた瞬しゆん間かん、埃ほこりが舞まい上がってパシフィカ達の方に流れてきたのである。


　半なかば以上食べ終えていたとはいえ、テーブルの料理の半数が粉ふん塵じんまみれになった。いくらなんでも食べられる状態ではない。占せん札さつ師しの少女がいじっていた札も、埃まみれになってしまっている。


「こらあっ！」


　パシフィカが大声で怒ど鳴なる。


　通常、街中での馬車の運うん行こう速度というものは上限が設もうけてある。あまり速度を上げて馬車を走らせると、このように舞い上がる粉塵のために周辺へ迷めい惑わくがかかるという事もあるが……それ以前に安全性の問題もあるからだ。子供は無論、大人おとなでも大型馬車の車輪に巻き込まれれば命を落としかねない。


「なんて事するのよっ！　この暴ぼう走そう馬ば鹿かっ！」


　通りを走り行く馬車の後うしろ姿すがたに届とどけとばかりに、パシフィカは声を張り上げた。


　ついでに埃まみれになったフォークを、去りゆく馬車に向けて思いっきり投げつけたりする。無論──叫さけぼうがフォークを投げようが、何がどうなるものでもない、とはパシフィカも思っていた。単なる腹いせだ。
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　だが。


　何の偶ぐう然ぜんか──フォークはくるくると回転しながらも地面に落ちる事なく馬車に追いつき、その客室の外がい装そうにすとんと突つき刺ささった。


「──ありゃ」


　投げたパシフィカ自身、まさか刺さるとは思っていなかったのだろう。驚おどろいたようにその蒼あおい眼めを瞬しばたたかせている。


　しかも。


　まるでそのフォークに縫ぬい止められたかのように、馬車はぴたりとその場に停車したではないか。刺さり方が浅かったのか、フォークが停車と同時に馬車の外装から抜ぬけ落ちて、地面で跳はねる。


「お、お客さん──なんて事を！」


　店の中から見ていたのか、先ほどの給きゆう仕じの娘むすめが血けつ相そうを変えて飛び出してきた。


「あ。ごめん」


　パシフィカが小さく舌したを出して謝あやまるが、娘はまるで聞いていない様よう子すで──ただ早口に言った。


「あの馬車は──いえ、とにかく面めん倒どうな事になる前に、今すぐ出ていってください！」


「──え？」


「お代は要いりませんから！　早く！　うちは、無関係ですから！」


　パシフィカ達に言うというよりは、まるで馬車に聞かせようとするかのように大声を張り上げる給仕の娘。


　彼女はパシフィカやラクウェル、そして占うらない師しの少女を無む理り矢や理りに立たせて、店の外に押し出す。娘の表情には明らかに深しん刻こくな怯おびえの色が在あった。


　三人を店の敷しき地ちから完全に追い出すと、娘はまだ昼過ぎだというのに『準じゆん備び中』の札ふだをかけて扉とびらを閉めてしまった。


　パシフィカはてっきり、店の備び品ひんであるフォークを投げた事をとがめられるのだとばかり思っていたのだが……


「何なのよ、一体？」


　パシフィカが眉まゆをひそめて呟つぶやく。


　その背はい後ご頭ず上じようから、やたらと野の太ぶとい声が降ふってきたのは、次の瞬間であった。


「──そこのメスガキ。てめえかっ！」


　後こう頭とう部ぶに当たる品のない言葉に、いささか、むっ──として彼女は後こう方ほうを振り返る。


　いつの間まに近付いたのか、声の主ぬしはパシフィカのすぐ後方に立っていた。


　大おお柄がらな禿とく頭とうの男だ。


　粗そ野や。この一語で全すべて説明できてしまいそうな容よう貌ぼうである。ついでに『傲ごう慢まん』の一語でも付け加えておけば十じゆう分ぶんだろう。大おお振ぶりの凶きよう器きでも持たせ、薄うす汚よごれた品のない衣い装しようでも着きせてやれば、そのまま山さん賊ぞくとして通用しそうな雰ふん囲い気きだ。


　もっとも男が今着ているのは鮮あざやかな黄色の、それもどこぞの制服らしき仕し立たての衣装だ。ぱりっと糊のりの利きいた清せい潔けつそうなものだが、それがどうにもこの男には似に合あっていない。服を着ていると言うより、服に着られてしまっている──そんな風に見えた。


「──何よ、おっさん」


　パシフィカが相手を睨にらみ上げて言う。


「これを投げたのはてめえかって聞いてるんだよ、ガキ！　聞かれたらさっさと答えやがれっ！　寝ねてんのか、ボケ！」


　男の手に自分が投げたフォークが握にぎられているのを見て、パシフィカが言う。


「あれ。わざわざ拾ひろって持ってきてくれたの？　ありがと」


「ふざけんな！」


　男が大声で喚わめいてパシフィカに詰つめ寄る。


　さすがに自分よりも遥はるかに大きい男が見み下おろすようにして迫せまってくると、妙みような圧あつ力りよくが感じられる。パシフィカは一歩後あとずさりし──しかしそこで踏ふみとどまってもう一度相手の顔を睨にらみ上げた。


「てめえ──このエスティアインの街まちでドレン・ホーナディ様の馬車にフォーク投げるたあ、いい度ど胸きようしてるじゃねえか。ええ？」


「…………ドレン・ホーナディ？　誰だれそれ」


　パシフィカは単純に知らないから聞いただけなのだが──男はただでさえ歪ゆがんだ表情を更さらに歪めて言った。


「てめえ、おちょくってんのかっ！」


「ドレン・ホーナディ──ホーナディ商会の会長？」


　驚おどろいたように声を上げたのは、占うらない師しの少女であった。


「誰よ、それ？」


「この街を事実上牛ぎゆう耳じってる御お大だい尽じん」


　男を無む視しするかのように振り返って尋たずねるパシフィカに、占い師の少女が答える。


「ああ。なるほど──で、このおっさんは、その手て下したって訳わけね」


　パシフィカは頷うなずいてから目の前の男に視し線せんを戻もどす。


　よく見れば黄色の制服には袖そでなどに『ホーナディ商会』の意匠文字ロゴが縫ぬい取られている。つまりはそのホーナディ商会に属する従じゆう業ぎよう員いんの一人らしいのだが──男の容姿や荒っぽい言動からすれば、確たしかに『手下』という言葉の方がしっくりくる。


「ホーナディ商会を知らねえたあ、呆あきれかえった無む知ちだぜ。だがな、知らねえ、で済すむような問題じゃねえんだよ！　あの馬車の外がい装そうにちょいと傷きずが付くだけで、どれだけ修しゆう理り代だいが要いると思ってんだ、このバカガキ！　そもそもこの街の実力者であるホーナディ様に、フォークを投げ付けるたあ、その場で半殺しにされても文もん句くは言えねえぜ！」


「何を偉えらそうに」


　平然と言い放はなつパシフィカ。


「大だい体たい、あんな悪あく趣しゆ味みな馬車、嬉うれしそうに乗ってる人間の気が知れないわよね。それも街中だってのに滅め茶ちや苦く茶ちやな速度で走らせて。修理代だの何だの言う前に、他人の迷めい惑わくとか考えてみたら？」


「このガキッ……黙だまって聞いてればつけあがりやがって──」


　男が言いながらパシフィカの襟えり元もとをつかむ。だが男の力に為なす術すべもなく引き寄せられながらも、パシフィカはその蒼あおい瞳ひとみで相手を睨み付けながら言った。


「全然さっきから、黙ってないじゃない。脳のう、ちゃんと働いてる、おっさん？」


「くっ、このガキ──」


　思わず手を振り上げる男。


　次の瞬しゆん間かんに来る一撃に、パシフィカは身を固くして備そなえる。


　だが──


「…………」


　そこで男は凍こおり付いたように動きを止めた。


　彼の中に眠ねむっていた最もつとも動物的な部分が──本能とか呼よばれている何かが、警けい告こくを発したのかもしれない。自分が何な故ぜ動きを止めてしまったのかも分わかっていないだろう。どうしてじんわりと身体中が湿しめり始めたのかも。


　呆ぼう然ぜんとした表情を浮うかべ、男はパシフィカの襟えり元もとをつかむ手を放はなし、大量の冷ひや汗あせをかきながらゆっくりと視線を移動させる。


　パシフィカから──自分の右横へ。


「……いじめましたね？」


　そう言ったのはラクウェルである。


　のんびりとした──聴いている者の時間の進み方まで無む理り矢や理り減げん速そくしそうな、のんびりとした声が繰くり返す。


「……いじめましたね？」


「あ……」


　美しい娘むすめだ。誰だれの目から見てもそれは間ま違ちがいない。柔やわらかな微笑ほほえみは、穏おだやかで明るく慈じ母ぼの暖あたたかさを備えている。女性としてはかなりの長身だが、その姿すがたにいびつさや威い圧あつ感かんはなく、天てん才さいの手になる彫ちよう像ぞうであるかのように、まろやかな美しさが在あった。
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　なのに──


　きっと男は疑問に思った事だろう。


　なのに、俺おれは何故こんなにも恐おそろしいんだろう？──と。


「ああ……ああああ……」


「うちの妹いもうとを、いじめました、ね？」


　詩を歌うようなその滑なめらかな声が、何故、死し刑けい宣せん告こくのように聞こえるのだろう──？


　ラクウェルはのんびりとした様よう子すで微笑んでいる。優やさしく微笑んでいる。


　微笑みながら──


「雷槌ミヨルニルよ・撃うて」


　あくまで優しいその囁ささやきを、絶ぜつ叫きようが引き裂さいた。


　成なり行きを眺ながめていた通行人達が、一いち様ようにぎょっとした様子で後あとずさる。


「あーあ……」


　目の前でびくんびくんと痙けい攣れんしている男を見み下おろしながらパシフィカは言った。


　ラクウェルの指先から迸ほとばしった青白い電でん光こうは、ラインヴァン王国軍が正式採さい用ようしている攻こう性せい魔ま法ほう〈雷槌ミヨルニル〉の生み出したものである。無論、この魔法は本気で使えば痙攣する間まもなくあの世行きの威い力りよくを持っているが、今の一撃はかなり威力を絞しぼってあったようだ。


　だからといって、それを聞いて男が感かん謝しやする事は無なかろうが。


「助けてもらっておいて言うのも何だけどさ──ちょっとやりすぎでない？」


「でもでも、パシフィカが危あぶないって思って──焦あせってしまって、つい」


「つい、軍用攻性魔法を？」


「ええ……」


　周しゆう囲いから大量に突つき刺ささってくる視し線せんを平然と無む視しして、ラクウェルは深々と溜ため息をついた。次ついで頰ほおに右の掌てのひらを当てて、苦く悩のうするかのように小さく首を傾かしげる。


「まずかったかしらね？」


「本気で聞いてる？……まあ、このおっさんは、自じ業ごう自じ得とくだとは思うけど」


　男を眺めながらパシフィカが呟つぶやく。


　超ちよう人じん的てきな勘かんの良さで、こういった手て加か減げんだけはしくじった事のないラクウェルである。男が死し亡ぼうしたり再さい起き不ふ能のうになったりする事はまずなかろうが──周囲の反はん応のうを見ていると、どうもまずい状況のような気がする。


　普ふ段だん、姉がやたらと気安く使っているのでつい忘れがちになるのだが、軍用の魔法というものは基本的にその行こう使しが法律で禁じられている筈はずなのだ。


　魔法の行使についてはその土地によって一いつ般ぱん人じんの反応が異ことなる。割わりと寛かん容ような街まちや村もあれば、簡かん単たんな護ご身しん用よう魔法の行使でも、官かん吏りが慌あわてて飛んでくる土地もあるのだ。このエスティアインの街がどちら寄りなのか、パシフィカにもまだ分からない。


　抜ぬけているように見えて、妙みように計算高い所のある姉なので、案外、そういう事は考こう慮りよに入れた上で魔法を使っている可能性も高いが──


「へえ──魔ま導どう士しだったのね」


　感かん心しんしたように占うらない師しの少女が男とラクウェルを見み比くらべて言う。他の通行人達と違ちがって、この少女はそれほど驚おどろいたり怖こわがったりはしていない様ようだった。


「でもさっさとずらかった方がいいんじゃない？　結けつ構こう、この地方じゃ魔導士は珍めずらしいから、ちょっとした魔法使っても大おお騒さわぎになったりするね」


　少女がそこまで言った時。


「──君きみ！」


　少女の言葉を証しようする様に、声がパシフィカ達の間に割わり込こんで来た。


　パシフィカ達が振ふり返ると、例の馬車から一人の男が降おりて彼女らの方へと近付いてくる所であった。


　中年の──三十代半なかば程ほどの、やけに細長い顔をした男だ。俗ぞくに言う馬うま面づらである。縦たてに引き伸のばされた顔の真ん中に、小さな黒くろ眼めが二つ、眼がん窩かの奥に埋うまるようにして備そなわっている。特とく徴ちよう的てきな顔立ちではあるものの、不ぶ細さい工くという程ほどのものではない。


　だが──その格かつ好こうはやはり馬車と同様、悪あく趣しゆ味みの一語に尽つきた。


　中ちゆう途と半はん端ぱな長さの黒くろ髪かみは、必要以上の量の整せい髪はつ油ゆでべったりと撫なで付けられ、てらてらと光っている。油の匂においがパシフィカ達の所にまで漂ただよってくるかのようだ。


　着きているのはやたらに凝こった模も様ようを織おり込んだ衣い装しよう。だがその配はい色しよくがやはり紫むらさきと緑みどりという凄すさまじい色を基き調ちようとしていて、下げ品ひん極きわまりない。本人は洒落しやれ者ものの積つもりなのか、その胸むねには薔ば薇らの花を象かたどった赤い硝子ガラス細ざい工くが一いち輪りん咲さいていた。


「君、そう君だ」


　ラクウェルの方を指さしながら男は真まっ直すぐに歩いてくる。


　悪趣味男の背はい後ごには──パシフィカ達の足あし下もとで痙けい攣れんしている男と同様に、黄色の制服を着た大おお柄がらな男が二人、追つい随ずいしている。その体格や腰こしに提さげた警けい棒ぼうからして、従じゆう者しやというよりは護ご衛えい役なのだろう。


「君は、魔ま導どう士しか？　私は君がアンドレを──その男を叩たたきのめす瞬しゆん間かんを見ていなかったのだが、君が彼を倒たおした方法というのは、攻こう性せい魔法かね？」


「…………」


　ラクウェルとパシフィカは顔を見合わせる。


　悪趣味男の口く調ちように怒ど気きや敵てき意いはない。部下を──アンドレを倒された事に対する報ほう復ふくや馬車の傷きずに対する文もん句くが言いたくて降りてきた訳わけではなさそうだ。無論、違い法ほうな魔法の行こう使しをとがめている風にも見えない。


「もしそうなら、君に話がある」


「──貴方あなたは？」


　ラクウェルが尋たずねる。


「これは驚おどろいた。この街に居いる人間で私を知らない者が居るとはね──いや。よそ者ならばその無む知ちも仕し方かたのない所ではあるが。ああ、心配いらんよ。私は田舎いなか者ものの無知にまで目くじらを立てるほど狭きよう量りような人間ではない積もりだから」


　勝かつ手てな事をぺらぺらと喋しやべりながら、その悪趣味男はパシフィカ達のすぐ前にまで歩いてきて、立ち止まった。


「私が、ホーナディ商会会長、ドレン・ホーナディだ」


「はあ──」


　無論、その名前は予想した事ではあるが──


「で──お話というのは」


「こんな所で立ち話では、まとまる話もまとまらん。私の家に来たまえ。ああ、遠えん慮りよする必要はないぞ。幸こう運うんというものは臆おくせず享きよう受じゆするものだよ」


　相手の反はん応のうなどまるでお構かまいなしに、ドレンは尊そん大だいな口調でひたすら強ごう引いんな事を言う。


「そこの二人は連つれかね？」


　ドレンはパシフィカと占うらない師しの少女にちらりと視し線せんを飛ばした。


「はい、妹いもうとと──」


　少女は片手を挙あげて元気よく言った。


「はあい、お友達のユイリン・ヒーノですことよ」


「……ちょっと？」


「あー。そういう事にしといて頂ちよう戴だい」


　怪け訝げんそうに声を上げるパシフィカにすり寄ると、少女は──ユイリンは囁ささやく。


「ホーナディ商会っていえば、そこらの貴き族ぞくより金持ってるこの地方の実力者。何かのツテでも作っておいて損そんはないね」


「ツテって──占い師が？」


　別につきあう義ぎ理りもないのだが、同じく声をひそめて囁き返すパシフィカ。


「知らない？　商売人って結けつ構こう占い師に頼たよったりするのね。商売って必かならずしも理り屈くつで割わり切れないから、そういう時の決断用に。お抱かかえとかになれば──かなり美お味いしい筈はず」


　つまり──どさくさ紛まぎれにこの占い師の少女は自分を売り込もうというのだ。


　呆あきれた様よう子すで自分よりもなお小こ柄がらなその少女を眺ながめるパシフィカに、ユイリンは両手を合わせて祈いのるような格かつ好こうで言った。


「ね──お願い」


「いやまあ、あなたが居いても居なくても、私達の知った事じゃないけどさ……」


　パシフィカはラクウェルの方を振り返る。


　そもそも今パシフィカ達はシャノンを探さがしている最中なのだ。何の用かは知らないが、他人の用事に付き合っている暇ひまはない。街まち中なかを我わが物もの顔がおで、制限速度も気にせずに馬車を走らせるような連中なら尚なお更さらだ。


「その二人も一いつ緒しよでいいぞ。この私が招しよう待たいしているのだ。まさか断ことわるまいね？」


　と、やはり強ごう引いん極きわまりないその申し出に、若じやつ干かん考え込むような表情を見せた後──


「はい、分わかりました。ではお招まねきに応じさせていただきます」


　──とラクウェルが答えたのを見てパシフィカは驚おどろいた。


「ラクウェル姉ねえ？」


　マントの裾すそを引ひっ張ぱってくる妹の方にやや身体からだを傾かたむけ、ラクウェルは小声で囁く。


「この人、いわゆる『街の実力者』でしょう？　ならそれなりの情じよう報ほう網もうとか、この街や周辺に持っているんじゃないかしらね。交こう渉しよう次し第だいでは人ひと手でも借かりれるかもしれないし」


「あ……」


　意い地じや体てい裁さいより実じつ利り。少しでも必要、あるいは有用なら躊躇ためらわずにそれを利用する。


　こういう割り切りは、やはりラクウェルならではのものだ。


「──ではついてきたまえ。遠えん慮りよはいらん」


　満まん足ぞくそうにドレンは頷うなずいた。








　──あれは何年前の事だったろうか。


「おにいちゃん」


　紺こん碧ぺきの瞳ひとみをやけに真しん剣けんに見開いて、その少女が尋たずねてくる。


「きょうはいつかえってくるの？」


　見るからに活かつ発ぱつそうな少女だ。


　実際、動き回るのに邪じや魔まにならぬよう、いつもその鮮あざやかな金きん髪ぱつを結ゆい上げている。


　本人はいっそ切ってしまう事も何度か考えたらしい。だが、死んだ母が彼女の髪かみを短くする事にはずっと反対していたせいか、彼女の髪に必要以上に鋏はさみが入る事はなかった。


　理由を子供達が尋ねると、母は一言『いつか正せい装そうする時のためにね』と答えて笑っていた。確たしかに正装を──ドレスやきらびやかな装そう身しん具ぐで着き飾かざるとなれば、少女の金髪は長い方が衣い装しようにも映はえるだろう。結い上げるにしても髪の量が多ければやはりそれなりに華はなやかさが出る。


　田舎いなか街まちの小さな武ぶ器き屋やの娘むすめが、正装するような機会があるのかと──子供達は幼おさな心ごころに首をひねったものだが、母はそれ以上の事を語ろうとはしなかった。語る前に亡なくなった。


　もう十年以上も前の話である。


　──これは夢ゆめだ。


　ぼんやりと彼は思う。これは何年か前の記き憶おくから織おり直された夢だ。それが分わかる。見た事がある風景。聞いた事のある言葉。今はもう失うしなわれて遠い日々。


「おひるにはかえってくる？」


　夢の情景の中で、重かさねて少女が尋ねてくる。


　母が亡くなってやはり寂さびしいためか──この少女は必要以上に彼にじゃれつくようになった。父や、彼の双ふた子ごの姉にも無論、懐なついてはいる。だがやはり子供の活発さについてゆけるのは同じ子供だけだし、姉はあまり外で駆かけ回ったりする方ではない。よって彼女の遊び相手は主おもに彼が務つとめる事になっている。


　無論、それを彼が嫌いやがった事はない。この少女と遊ぶのは彼にとっても楽しい事だった。


　しかし──


「そうだな。昼には帰ってくるかな」


　彼はそう答えた。確か今日の日曜学校は昼までの予定だ。


「そっか」


　少女は腕うでを組んで満足そうに頷うなずく。


　この少女は、甘あまえん坊ぼうの癖くせに、何な故ぜか仕し草ぐさの端はし々ばしが妙みように尊そん大だいだったりする。ただし、それが自分に近しい者に対してのみなのだと──それは彼女が気を許ゆるし、甘えている証しよう拠こなのだと彼が気付くのは、もう少し歳さい月げつが経たってからの事だが。


「わかった。いってらっしゃい」


　そう言って少女が笑う。


　だが……彼がその日、家に帰ったのは夕方だった。


　日曜学校の友達に誘さそわれて、近くの湖みずうみまで釣つりに出かけたのだ。


　元々普ふ通つうの子供達に比くらべると、彼は同年代の少年達と──特に学校の友達と遊ぶ時間が少ない。何時間もの剣けん術じゆつの修しゆう練れんを日につ課かにし、家の手て伝つだいをもしているからだ。無論、それらを自分なりに楽しむコツを彼は身に付けてはいたが、やはり同じ年とし頃ごろの少年達に混まじって遊ぶ事は、彼にとって最もつとも自然な娯ご楽らくだった。


　だから──彼は珍めずらしく特に予定のないその日の午後を、思いっきり楽しんだ。釣りそのものの成せい果かは芳かんばしくなかったのだが、彼は上じよう機き嫌げんで友達と別れ、帰き路ろについたのだ。


　しかし。


「……うそつき」


　家に帰った彼を出で迎むかえたのは、膨ふくれ面つらの少女だった。


　少女は家の玄げん関かんの前に、その小さな身体からだで立ちはだかり、彼を碧あおい眼めで睨にらんでいた。


「おひるにかえってくるって、いった」


　白い頰ほおをぷっくりと膨ふくらませ、眉み間けんに縦たて皺じわなぞ刻きざみながら少女は彼を睨み付ける。困こん惑わくする彼に対して、畳たたみかけるように少女は繰くり返した。


「かえってくるっていった！」


「予定が変わったんだよ」


　辟へき易えきしながら彼は言い返す。


　最初……少女が何を怒おこっているのか、彼には分からなかった。


「かえってくるっていったのに！」


　恨うらみがましく少女は繰り返す。


　そこでようやく彼は気付いた。気付いたという事を思いだした。


　多分──少女は昼からずっとここで待っていたのだ。


　この少女がとにかく頑がん固こな性格だという事は、彼もよく知っている。


　他人を気き遣づかう優やさしさはある。それはむしろ普通の子よりも強いかもしれない。だがその反面、最後の一線で自分が正しい、譲ゆずれない、と感じたらもう相手が誰だれであろうと一歩も退ひかない。そういう少女なのだ。


　だから彼女はここでずっと待っていたのだろう。半なかば以上意い地じになって。この少女の頑固さからすれば、半日どころか、丸一日でも待っているかもしれない。


「だからなんだよ。俺だって友達と遊びたい──」


「かえってくるっていったのに！」


　彼の言葉に無理矢理覆おおい被かぶせるようにして──地じ団だん駄だを踏ふみながら少女が言う。


　その眼が……潤うるんでいるのを眼にして、彼は動どう揺ようした。


　いつも楽しい時間は飛ぶように過すぎる。


　だが反対に何かを待っていると、まるで時間が意い地じ悪わるをするかのようにのろのろと過ぎてゆく。待つ何かへの期き待たいが大きければ大きい程ほどに、時の歩あゆみは鈍にぶくなってゆくものだ。


　たった数時間。言葉にすればただそれだけの事。


　ただそれだけの損そん失しつ。ただそれだけの無む駄だ。


　しかし──彼の帰りを待ち続けた少女にとって、それはどんなに長い時間であったろうか。それはまだ八歳さいになったばかりの少女にとって、どれほどに貴き重ちような時間の喪そう失しつであったろうか。


　別に約やく束そくなどしていない。待っていたのは少女の勝かつ手てだ。その意味では彼には何の落ち度もない。彼は何ら後うしろめたさを感じる必要はないのだ。


　でも……今にして思えば、自分は本当に気付かなかったろうか。


　少女が自分の帰りを待っているという事に、本当に気付いていなかったか？　目の前の楽しさを優ゆう先せんするため、気付かない振ふりをしていたという事はないだろうか？


　無む論ろん──当時の彼はそこまで考えが至いたらなかった。


　少女と同様に彼も幼おさなく、お互たがいを理り解かいするための余よ裕ゆうもあまり無なかった。


　だからあの時──彼は少女と喧けん嘩かしてしまったのだ。


　一いつ方ぽう的てきに自分のわがままを押しつけてくる少女に彼は腹を立て、拗すねた少女は彼と口をきくのを拒こばみ……二人は意地になってお互いを無む視しする日が何日か続いた。今にして思えばくだらない事だ。何な故ぜそんなに意地を張っていたのか、我わが事ながら理解できない。


　だが、当時の彼や少女にとって、それはとてもとても大事な事だったのだろう。


　それは分かる。今だから分かる。これは過ぎた日々を反はん芻すうする夢ゆめだから。


「そうだな。ごめん」


　今の彼は当時の彼女にそう言った。


　彼は知っている。


　こんな何でもないような平和な時間が、数年後にはあっさりと終わってしまう事を。血こそ繫つながってはいないけれど、それ以外は何ど処こにでも居いるような、ごく当たり前の兄と妹で居いられた時間が、永えい続ぞくしないという事を彼は知っている。


　これが──如い何かに貴き重ちような時間であったかを、今の彼は痛いほどよく知っているのだ。


　だからせめて──


「そうだな。ごめん、パシフィカ」


　そう言って彼は妹の頭をなでる。


　夢は──そこで溶とけた。








　目め覚ざめてみれば。


「……な」


　予想外の光こう景けいが視し界かいを埋うめていた。


「……なんだ？」


　瞼まぶたを開いてまず眼めに入ったのは天てん蓋がいだ。天てん井じようではない。それよりもずっと低く、狭せまい。その縁ふちには薄い飾かざり布が垂たれ下がっており、四よ隅すみでその天蓋を支ささえる支し柱ちゆうには細こまかな彫ちよう刻こくが施ほどこされている。


　それが──自分が寝ねかされているベッドの一部だと理解するのに、シャノンは若じやつ干かんの時間を必要とした。知ち識しきとしてはそういう形の高級ベッドが存在するという事は知っていたのだが、それに自分が横たわる日が来るなどとは思ってもみなかったからだ。


　瞬まばたきを二度、三度繰くり返してみてそれが眼の錯さつ覚かくでも何でもない事を確たしかめると、シャノンは顔をしかめて呟つぶやいた。


「実はあの世──なんてオチじゃないだろうな」


　身を起こしてみると全身に痛みが走る。打だ撲ぼくの痛みとは別にひりつく様ような痛みも脇わき腹ばらにあった。いつの間まにか着きせられていた麻あさ色いろのガウンの懐ふところから手を入れて触ふれてみれば、傷きずを受けた脇腹に巻かれた包ほう帯たいに触れた。傷はまだ治なおりきっていない様だが、適てき切せつな処しよ置ちを受けたらしく再ふたたび出しゆつ血けつしてくる様よう子すはない。


　少なくともあの世ではなさそうだ。


　だが頭がひどく重い。眼の焦しよう点てんも意い識しきしないと定さだまらない。何か冷たく粘ねばついた液えき体たいの中に沈しずみ込んでしまっているかの様に、身体からだ全体に気け怠だるい感かん覚かくが覆おおい被かぶさっている。


　誰だれかが意識を失ったシャノンを拾ひろい、手当てし、着き替がえさせ、このベッドに寝かせたのだ。誰が？──と問われればさっぱり見けん当とうがつかないのだが。


「──結局、どこなんだ、此こ処こは」


　そう呟つぶやいて周しゆう囲いを見回す。


　注意深くゆっくりと視し線せんを滑すべらせてゆくのだが……見れば見るほど訳わけが分からなくなる。


　部へ屋やの内ない装そうは豪ごう奢しやなベッドに相応ふさわしいものだった。贅ぜい沢たく品ひんには疎うといシャノンでも、この部屋そのものが相当な金をかけて作られたものであるという事は理解できる。広さというものをとても贅ぜい沢たくに使っているのだ。天てん井じようは必要以上に高く、家具は機能性よりも見た目を優ゆう先せんしてゆったりと配はい置ちされている。


　ソファ。机つくえ。本ほん棚だな。ランプ。暖だん炉ろの上には機き械かい式しきの時と計けいまである。いずれも一目で分かる高級品だ。どう考えても庶しよ民みんの家ではない。貴き族ぞくかあるいは豪ごう商しようの家といった風ふ情ぜいだ。


「……ふむ」


　ただ……この部屋に満ちているのは廃はい墟きよの空気だった。


　汚よごれている訳ではない。埃ほこりが積つもっている訳でもない。だが何な故ぜかシャノンはそんな印いん象しようを覚おぼえた。この部屋には何か決定的に欠かけているものがある。人間で言えば生せい気きのような何かがこの部屋にはない。


　改あらためて眼を凝こらせば、家具類はいずれも旧ふるいものである事が分かった。流行や形式などといった細こまかな事はシャノンには分からない。だが、年代物特有の──新品には望むべくもないような風ふう格かくと、どこか色いろ褪あせたような雰ふん囲い気きが感じ取れるのだ。


　まるで時間の流れから取り残されたかのような部屋。


　その真ん中──シャノンの寝ていたベッドのすぐ側そばに、予想外の極きわめつけが在あった。


「──!?」


　思わずシャノンは硬こう直ちよくする。


　そこに在ったのは一人の娘むすめの姿すがただった。


「な……」


　思わず身み構がまえ、痛みに身体を強こわ張ばらせ──しかしシャノンはすぐに緊きん張ちようを緩ゆるめた。


　娘はベッドの傍かたわらに置かれた椅い子すの上に座すわっている。


　その様よう子すはあまりに静せい謐ひつで、まるでそういう形をした植物であるかのように、気け配はいにも生なま々なましさがない。一いつ瞬しゆん、精せい巧こうに作られた人形かとも思ったが、気配そのものは確たしかに在るのだ。ただ、それがあまりに周しゆう囲いの無む機き物ぶつの中に違い和わ感かんなく溶とけ込こんでいたため、シャノンは彼女の存在を認にん識しきできていなかったのである。


「…………」


　何となくだが、声をかけるのが憚はばかられ──シャノンは黙だまってその娘を凝ぎよう視しする。


　迂う闊かつに声をかけた途と端たんに、彼女を含ふくむ周囲の情じよう景けいが崩くずれ去ってしまいそうな気がしたのだ。世せ俗ぞくの匂においに乏とぼしいその姿は、まるで想像の領りよう域いきにのみ生せい息そくし得うる幻まぼろしのように、ひどく脆ぜい弱じやくに見えた。


　肌はだの色は抜ぬけるように白く、長い金きん髪ぱつは真まっ直すぐに背中へと流れ落ちている。線の細いその姿は、淡あわ雪ゆきのように儚はかなげで……微び妙みような均きん衡こうの元に存在を保たもっているかのような、危あやうさが感じられた。そこにあるのは動的で生命力に溢あふれた美しさではなく、静的な──硬こう質しつで、そのくせわずかな変化によってでも簡かん単たんに亀き裂れつを生じて損そこなわれてしまうような、氷ひよう像ぞうの美しさであった。


　歳としはよく分からない。シャノンと同じ位くらい──二は十た歳ち前後にも見えるが、その笑えみは恐おそろしい程ほどに無む垢くで、彼女の姿に童どう女じよのような印いん象しようを与あたえている。


　娘は身じろぎもせず、まるでこの世の始まりからそうであったかのように、大きな翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみでシャノンの姿をじっと見つめている。


「…………あの」


　いつまでもこのまま見つめ合っているという訳わけにもいくまい。意を決して声をかけてみる。放ほうっておけばこの娘は、いつまでもシャノンを見つめたまま何の反はん応のうもしめさないような気がしたのだ。


「ここは──」


「あは……」


　娘が溜ため息のような声を漏もらす。


「帰ってきてくれた……」


　今にも途と切ぎれそうな程に細い声が、震ふるえながら言葉を紡つむぎ出す。


　感かん極きわまった──そんな響ひびきがある。


「やっと……やっと帰ってきてくれた……あは……」


「──帰ってきた？」


　思わず問い返すシャノン。だが娘は彼の言葉などまるで聞こえていないかのように、その眼めを閉じて歌うように言った。


「ずっと待ってたの……ずっとずっと待ってたの……信じてたよ……辛つらくって、悲しくって……でもアムね、待ってたよ。いい子にして待ってたんだよ……？」


「何を言ってるんだ、あんたは──」


「アムがいい子にしていたから、帰ってきてくれたんだよね？　エルディンは──」


　瞼まぶたの奥から再ふたたび現あらわれた翡翠色の瞳は、涙なみだに潤うるんでいた。


　二十歳の──既すでに大人おとなの領域に在あるその容よう姿しとはあまりに不ふ釣つり合いなその言動。まるで身体からだは大人だが、中身は幼よう児じであるかのように。


　シャノンの脳のう裏りを冷たいものが走る。


　この娘は──


「俺おれは──くっ……」


　不意に──視し界かいが闇やみ色に閉へい塞そくする。


　恐おそらくは貧ひん血けつだろう。失うしなった血を補おぎないきれていないのだ。意い識しきを失ったまま、栄えい養ようも採とっていなかったのだから当然と言えば当然である。


「エルディン？」


　娘がきょとんとした表情で身を離はなし、シャノンの顔をのぞき込む。


「どうしたの？」


　身体を支ささえようとして──できない。


「疲つかれたの？　ごめんね。アムね、アムね……嬉うれしかったから。エルディンにやっと会えたから、なんだかはしゃいじゃったの。ごめんね」


　恥はずかしげに俯うつむく娘。その仕し草ぐさはひどく愛らしいものであったが、しかしそれをじっくりと眺ながめる余よ裕ゆうなどシャノンにはなかった。


　普ふ段だん頑がん健けんな分、一いつ旦たん体調が狂くるうと、どうにも自分の身体を扱あつかうコツが分からなくなるのだ。身体への命めい令れいと、その反応がうまく嚙かみ合わない。単に疲ひ労ろうというのなら気力で何とかできるが──さすがに血の不足からくる不調は、気合いや根こん性じようなどというもので強ごう引いんに解決できるものではない。


　彼の感覚を支えている糸が次々と切れてゆく。平へい衡こう感かん覚かくをも喪そう失しつしたシャノンは、何かをつかんで体勢を整ととのえようとするのだが──手は空くうをつかみ、虚むなしく痙けい攣れんする。


　彼はそのまま再ふたたびベッドに倒たおれ込こんでしまった。


「くぅ……」


　それでも身を起こそうとするシャノン。


　だが、わずかに持ち上がった上じよう半はん身しんを、娘の白い手が押さえる。


　普段のシャノンであれば、その程度の圧あつ力りよくには小こ揺ゆるぎもしなかったろう。それは哀かなしいほどにささやかな力でしかなかった。だが、幼よう児じでさえ押さえ込めそうにないその力に負けて、シャノンはベッドに沈しずみ込んでしまう。


　駄だ目めだ。このままでは歩く事さえ覚おぼ束つかないだろう。


「エルディン──」


　娘は覆おおい被かぶさるようにして、柔やわらかく上半身全体でシャノンをベッドに押さえ込む。ゆっくりと娘の体温と吐と息いきの温ぬくもりが染しみ込んでくる。そして慎つつましやかに漂ただよう香こう水すいの香かおりと娘自身の匂におい──


「もう……もうどこにも行かないよね……？」


　か細い声が囁ささやく。


　──違ちがう。俺は、そのエルディンとかいう人間じゃない……


　否ひ定ていの言葉は広がってゆく意い識しきの闇やみに引きずられ、喉のどの奥から出る事が出で来きない。


　全身を、特に頭を蝕むしばむ鈍どん痛つうと気け怠だるさに、意識が揺ゆらぐ。


　柔やわらかな娘の身体からだに押さえられ、シャノンは再び意識を失うしなった。




　第二章　探たん索さく







　ホーナディ家邸てい宅たく。


　それは街まちの真ん中に、これ以上はないという程ほど、傲ごう然ぜんと存在していた。


　元々エスティアインという街は自然発生的な街ではない。交こう易えき都市として必要な条件を備そなえていた場所に、人じん為い的てきに──交易都市となるべく計画性をもって構こう築ちくされた街だ。


　こうした交易都市そのものは昨さつ今こんでは珍めずらしくない。


　多くの場合、こうした交易都市は、税ぜい収しゆうの増ぞう加かを狙ねらった投とう資しとして、領りよう主しゆなどが領内に建けん設せつする。一つの交易都市から、膨ぼう大だいな──面めん積せきにして百倍以上もの領地から得えられるのと同額の税収を確かく保ほできる事も珍しくないからだ。希まれにだが領主ではなく、豪ごう商しようや商売人達の組くみ合あい組そ織しきがこれを建設する場合もある。


　エスティアインは後者の典てん型けいであった。


　元々は領主たるノリンコット子し爵しやく家けが数十年前に始めた建設計画ではあるのだが、ここ二十年ほどでノリンコット子爵家が凋ちよう落らく。代かわってエスティアインの街に関する実権を握にぎったのは、ノリンコット子爵家の借しやつ金きんの多くを肩かた代がわりしたホーナディ商会だった。


　このため、現在のエスティアインの街においてホーナディ家は実質的な支配者として君くん臨りんしている。街の真ん中の一いつ等とう地ちに建たてられたその大きな邸宅も、領主をもしのぐホーナディ家の権けん勢せいを誇こ示じするものの一つであった。


　とはいえ……


「……はあ」


　パシフィカがうんざりした様よう子すで周しゆう囲いを見回し、溜ため息をつく。


　落ち着かない。どうにも落ち着かない。豪ごう華かだ。とんでもない金がかかっているのはパシフィカにも分わかる。だが──


「……すごいね」


　誰だれにという訳わけでもないが彼女はそう呟つぶやいた。


　パシフィカとラクウェルと、そして街で出会った占うらない師しのユイリンと──三人が通されたのはホーナディ家の応おう接せつ間まだった。


　そもそも家自体が大きい。やたらに大きい。その規き模ぼはちょっとした城しろにも匹ひつ敵てきするだろう。塔とうや城じよう壁へきの類たぐいはないものの、その敷しき地ち面積は貴き族ぞくの屋や敷しきと比くらべても遜そん色しよくない。


　そしてその広大な屋敷を覆おおう、眼めも眩くらまんばかりの──悪あく趣しゆ味みの数々。


　原げん色しよくを考えもなしに塗ぬりたくったとしか思えない塗と装そう、そして平面を憎にくんでいるのかと思える程ほどに、所ところ狭せましと壁へき面めんに施ほどこされた彫ちよう刻こくの数々。


　中に入れば入ったで、これでもかこれでもか、ええいこれでもか……とばかりに並ならべまくってある美び術じゆつ品ひんの数々、そして金きんだの銀だのを意味もなく多用しまくった家具調ちよう度ど品ひん。天てん井じようには、落ちてきたら間ま違ちがいなく死人が出るであろう巨きよ大だいなシャンデリアが幾いくつも──そう、所構かまわず幾つも、だ──吊つられ、廊ろう下かに敷しかれた絨じゆう毯たんでさえ、端はしから端まで細こまかい刺し繡しゆうが施されている。


　一品一品は確たしかに素す晴ばらしい感かん性せいが生み出した、極ごく上じようの芸術品であるのだろう。だが、それを無む理り矢や理り集めて詰つめ込こんだところで、その家か屋おくそのものが芸術品になる訳わけではない。むしろ常じよう人じんから見ればうざったいだけの代しろ物ものになる。


　だがこの屋敷の主あるじは、それを『華はなやか』と感じているのかもしれない。


「ラクウェル姉ねえ。なんていうか──」


　真まっ赤かに染そめられた革かわ張ばりのソファに座すわり、つんつんと爪つま先さきで床ゆかの敷物を──ぺちゃんと潰つぶれた蛙かえるのように広がっている虎とらの、これだけは立りつ体たい性せいを遺のこしている頭部を突つきながら、パシフィカが言う。


「感想言ってみていいかな？」


「場が荒すさみそうな気がするから止やめた方がいいわよ」


　のんびりと微笑ほほえみながらラクウェルが言う。


　いまいち常人とは美的感かん覚かくにズレがあるような彼女だが、少なくともこの屋敷を悪趣味と判じる程度には、パシフィカのそれとも共通点があるらしい。


「やあ、お金、かかってるね。凄すごい凄い」


　しかし、ちゃっかりと二人の隣となりに座るユイリンはどうやらこの内ない装そうが気に入っているらしい。もっとも彼女が気に入っているのは室内装そう飾しよくそのものではなく、そこから漂ただよってくる『いかにも金がかかってますと言わんばかりの匂におい』なのかもしれないが。


「それにしても何の用なんだろ」


「さあ……」


　どこか不安げなパシフィカに対して、ラクウェルはひたすら気楽な様よう子すだ。


　応おう接せつ間まといえば本ほん来らい、客をくつろがせるためのものである筈はずなのだが──このひどく悪趣味な部屋で気が休まる人間が居いるとはパシフィカには思えない。刺繡だの彫刻だの美術品で視し界かいが埋うめられ……全ぜん方ほう位い、どこを見ても眼めの休まる方向が無ない。


　正しよう直じき、三日も居たら頭がおかしくなりそうな気がする。


　そんな事をパシフィカが考えていると──


「待たせたね」


　やたらに分ぶ厚あつい扉とびらを開いて──いや、正確にはその扉を開いたのは、扉の左右に控ひかえていたメイド達だが──ドレンが入ってきた。


　パシフィカ達と向かい合う位置のソファに腰こしを下おろすドレン。


　彼は派は手でな紅あかいガウンを着きており、その手には目玉のような大きさの宝ほう石せきを使った指ゆび輪わが幾いくつかはめられている。手と、そして足首にも金銀の輪わが幾つもはめられ、じゃらじゃらと音をたてていた。相あい変かわらず悪趣味の塊かたまりのような男である。


　次ついでずらりと男達が彼の背はい後ごに並び、その左右にメイド達が控える。


　まるで王おう侯こう貴き族ぞくの質たちの悪い模倣戯図カリカチユアだ。ここはさしずめ謁えつ見けんの間ま、背後の使用人達は臣しん下かといったところか。よく見ればドレンの座っているソファだけが他のものと造つくりが違う。それが彼の『玉ぎよく座ざ』なのだろう。


「さて──改あらためて自じ己こ紹しよう介かいといこうか」


　ドレンは自分専用のソファにふんぞり返って脚あしを組みながらそう言った。
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「といっても私はもう必要在あるまい。まずは君きみの名だな」


「ラクウェル・ナンブともうします」


　ラクウェルはそう言って頭を下げる。


「……？」


　思わず姉あねの顔を見ようとしたパシフィカは、しかしすぐに動きを止めた。周しゆう囲いの連中に見えないように、ラクウェルが自分の横腹をつついてくる感かん触しよくに気付いたからだ。余よ計けいな動きをするな、という事なのだろう。


「この子は妹いもうとでパシフィカといいます」


「ふむ。旅をしているそうだが、何か目もく的てきでも？」


「両親を亡なくしまして。これを機に少し方ほう々ぼうを見て回ろうと。父が西せい方ほうの出ですので」


「どこで魔ま法ほうを習ならったね？」


「母が、元は軍の魔ま導どう士しだったもので。護ご身しん用に、簡かん単たんな魔法を幾つか。違い法ほうだとは知っていたのですが、やはり力のない若い娘むすめの身で旅を続けるには──」


　そう言ってラクウェルは若じやつ干かん眼を伏ふせる。


（……よく言うわ）


　内心でパシフィカは苦く笑しようした。


　どこの世界に護身用よう途とで軍用攻こう性せい魔法をぶちかます人間が居いるのか。まあ、ラクウェルにかかれば〈炎陣ムスペル〉だろうが〈武ト雷ー神ル〉だろうが、全部『か弱い乙おと女めのたしなみ』になってしまいそうだが。


「まあ、違法云うん々ぬんはどうでもよろしい。私が君達を招まねいたのは、単にラクウェル、君を召めし抱かかえてやろうと思ったからだよ」


「……はあ？」


　唐とう突とつな申し出に──思わずパシフィカが声を漏もらす。


　だが当のラクウェルは驚おどろく様よう子すも見せず、ただ静かに尋たずねた。


「私をですか？」


「そうとも。見て分かるとおり、私は商売の上では既すでにもうかなりの成功を収おさめてる。食料品の交こう易えきから金きん融ゆう、不動産、貴き金きん属ぞく、あるいは武ぶ器きや兵器──うちで扱あつかわない商品はほとんど無い。商売に絶対はないというが──たとえ今この瞬しゆん間かんに商売から身を引いたとしても、私の安あん泰たいな一生を保ほ証しようするだけの蓄たくわえはあるのだよ。


　だが、やはり成功すればするほど、それをやっかむ連中も増ふえてくるものでね。自分の無む能のうを棚たなに上げて、商売のやり方が汚きたないの何だのと。全まつたく、貧びん乏ぼう人にんの逆さか恨うらみほど厄やつ介かいなものはないな」


　そう言ってドレンはわざとらしく溜ため息をついた。


「まあ、そこらのゴロツキなんぞにはこの者達をぶつければ何とかなるがね──」


　そう言ってドレンはアンドレを筆ひつ頭とうに背はい後ごに居い並ならぶ男達──パシフィカにはそちらこそゴロツキに見えるが──を指さした。


「さすがに魔ま導どう士しとなると、そうはいかない。まあ、単なる嫌いやがらせくらいなら放ほうっておくが、命まで狙ねらわれては、こちらとしても対たい抗こう策さくを採とらざるを得えない。魔導士ではないが、実際に命を狙われた事が二度ほどある」


「はあ……大変ですねえ」


　まるっきり他ひ人と事ごとの口く調ちようでラクウェルが言う。


「ま、魔導士の荒あら事ごと師しはごく少数だと聞くが、それでも存在する事には変わりない。万一の事を考えて、こっちも魔導士を抱かかえておきたいのだよ、それも強力な魔法の使える者を」


「それならばもっと身元のしっかりした方を探さがされた方がいいのでは？」


　ラクウェルの言葉に、ドレンは肩を竦すくめて言った。


「軍用魔法で攻こう撃げきしてくるような魔導士の殺し屋に、民みん間かんでの行こう使しが許ゆるされた護ご身しん用の魔法で対抗できる訳わけがない」


「……逆に私がそういった職業的殺人者である可能性もあると思うのですが？」


「──！」


　ラクウェルの言葉に、ドレンの背後で男達が緊きん張ちようする。


　だがドレンはにやりと笑って言った。


「それならもっと賢かしこい近付き方があるさ」


　確たしかに──近付くのが目もく的てきであるのならば、使用人相手とはいえ、いきなりホーナディ商会と事を構かまえるような真ま似ねはすまい。


「それに君のような美人が側そばで護衛役を務つとめてくれれば、見み栄ばえも良い。どうも四六時中野や郎ろうばかりが背後にずずんと並んでいては、趣おもむきに欠かけるというものだよ。だが君のような美人ならベッドの中まで護衛してもらうのも悪くないね」


　ドレンは──ラクウェルの顔から胸むね、更さらに腰こしへと、舐なめるように視し線せんを動かす。姉を見つめるそのねっとりとした眼に、パシフィカは思わず顔をしかめた。


「恐きよう縮しゆくです」


　己おのれに注そそがれる視線の意味に気付いていないわけでもなかろうが──ラクウェルは屈くつ託たくのない微び笑しようを浮うかべて言う。


「給きゆう金きんとしては……そうだね、月に五万セトメではどうかね」


「五万っ……」


　思わずパシフィカとユイリンが声を漏もらす。


　月に五万セトメ。一年も働いていれば、小さな家が買える金額だ。ちなみに、そこらの酒さか場ばや大たい衆しゆう食堂で夕食をとれば、一食大だい体たい二十セトメで釣つりが来る。


「君の働き如何いかんによっては、賃ちん金ぎん増ぞう額がくもあり得える。悪い話ではなかろう？」


　要するに……ドレンはラクウェルを護衛役兼愛あい人じんとして召めし抱かかえたい、と言っているのだろう。


　ドレンに限らず、魔導士という条件を差し引いてもラクウェルの容よう姿しを見れば、彼女を『手に入れたい』と思う男達は少なくない筈はずだ。顔立ちは整ととのい、肌はだも髪かみも美しく、細ほそ身みだが胸や腰は豊ゆたか。女性としてはかなり長身だが、それだけに丈たけの長い衣い装しようを着きて立つその姿すがたには、長身故ゆえの華か麗れいさが漂ただよっている。


　ラクウェル自身の、どこか浮うき世よ離ばなれした物腰のせいか、意外と直接言い寄る男は少ないのだが……ドレンのような、自じ意い識しき過か剰じような人間ともなれば、ちょっとやそっとで気き後おくれしたりはしないらしい。


　しかし。


「──安いですね」


　にこやかに──しかしはっきりした口く調ちようでラクウェルはそう言った。


「〈ジェイド・サーキット〉の魔導士は位い階かいなしの新人でも最低六万セトメから。軍でも魔導士技能のある兵士には三万八千からの俸ほう禄ろく保ほ証しようをしていると聞きます。公的組そ織しきや貴き族ぞくに仕つかえている場合以外での、軍用攻こう性せい魔法の行こう使しは法律的に違い法ほうである事を考えると、その分の特別手て当あてを要求しても不当ではないと思いますが」


「ふふん。身の程ほど知らずな。この私に交こう渉しようしようというのかね」


　言いながらもドレンは薄い笑えみを浮うかべる。


「──あの、あたしなんかどうですかね」


　片手を挙あげてユイリンが言う。


「君も魔導士かね？」


「いえ、占うらない師しなんですけど。あ、愛人でもいいです」


「間まに合っている。黙だまっていたまえ」


　ドレンはにべもなくそう言った。


「うう……」


　がっくりと項うな垂だれるユイリン。


「魔導士であれば他ほかにも一人や二人は雇やとってもいいがね」


　そもそも魔導士は元々数が少ない上に、そのほとんどが軍に所しよ属ぞくしているか、さもなくば貴族が召し抱えてしまっている。逆に言えば貴族でもない民間人が在ざい野やの魔導士を雇こ用ようすれば──その者が軍用魔法や特とく殊しゆな魔法に通じているような一流どころではなくても、それだけでその雇用者の財ざい力りよくと権力の大きさを誇こ示じする事になるのだ。


　あるいは、護ご衛えい云うん々ぬんよりも、ドレンの思おも惑わくはこちらにあるのかもしれない。


「まあ、良かろう。では六万。在野の魔導士としては破は格かくだと思うがね？」


「そうですね……」


　ラクウェルは首を傾かしげて何やら思し案あんしている様よう子すである。まさか本気で相手の申し出を検けん討とうしている訳わけでもなかろうが……


「……しばらく考える時間をいただけますか？」


「ふむ、確たしかに君には降って湧わいたかのような幸こう運うんだからね。戸と惑まどうのも無む理りはない。じっくり考えてくれたまえよ。部へ屋やは用意させるから、何日か、泊とまっていくといい。私やこの屋や敷しきの事に関して、理り解かいが深まろうってものさ」


　ドレンが気き取どった口調でそう言う。


　いちいち他人の神しん経けいを逆さか撫なでするような、尊そん大だいな言い方なのだが、気付いていないのかそれとも他人の感情などどうでもいいのか、悪わるびれる様子は微み塵じんもない。


「いえ……実は私、はぐれてしまった双ふた子ごの弟おとうとを捜さがしているのです。一昨日おとといまでは一いつ緒しよだったのですが、近くの街かい道どうで野や営えい中にはぐれてしまいまして。何らかの事じ故こに巻き込まれたのか、それとも他に理由があるのか、見けん当とうがつかないのですが……彼が見つからない事には、落ち着いてお話を考える事もできないのです……いくら魔法が使えても、不ふ慮りよの事故や病気までは防ふせげませんし。今どうしているかと心配で」


「弟……その弟も魔導士なのかな？」


　ふと思いついたような口調でドレンが尋たずねてくる。


「ええ。少々特とく殊しゆではありますが、意い識しき容よう量りよう──つまり魔力は、私と同等かそれ以上です」


「ふん。面おも白しろい」


　ドレンが口の端はしを歪ゆがめて小さく笑う。


「いいだろう──何だったらこっちも情じよう報ほう網もうを使って調べてやれるがね？」


「それは──よろしいのですか？」


　驚おどろきの表情を──それでもどこか緩ゆるんだような余よ裕ゆうが表情には残っているが──を浮かべて見せながらラクウェルが訊きく。最初からそれを期き待たいして来ていた筈はずなのだが、そんな様子はおくびにも出さない。


「無論だとも。その代かわり君には色良い返事を期待するがね」


　にやりと笑ってドレンが言う。こちらもどれだけラクウェルの考えに気付いているのかは分からないが……


「──では、お言葉に甘あまえさせていただきます」


（こういうところを見ていると、実はとんでもない悪人なんじゃないかって思うときもあるのよねえ）


　小さく会え釈しやくする姉の横顔を眺ながめながら、パシフィカはそんな事を思っていた。








　二度目の覚かく醒せいがあるのかどうか──不安ではあったが杞き憂ゆうだったらしい。


　シャノンは気け怠だるい感かん覚かくの中で意識を取り戻もどした。


　爽そう快かい感かんとは程ほど遠とおい目め覚ざめだ。身体からだの調ちよう子しがまだ戻っていないのだろう。


　窓まど辺べから差し込んでくる光が朱あかい。夕ゆう暮ぐれ時の色だ。ただでさえ黄たそ昏がれめいた気け配はいのあった部へ屋やが余よ計けいに気怠い空気で満ちている。全身にまんべんなく疲ひ労ろうが染しみ込こんでいるように思えて、シャノンは身を起こすのも億おつ劫くうだった。


　ふと思いついて傍かたわらに視し線せんを滑すべらせる。


「…………」


　娘むすめは──初めて見た時と寸すん分ぶんの狂くるいもない姿すがたでそこに座すわっていた。


　衣服も、髪かみ型がたも、そして椅い子すに座ってシャノンを見つめてくるその姿し勢せいさえも。彼女の周まわりだけは時間が停てい滞たいしているような印いん象しようさえある。


　体調が万ばん全ぜんでないため、自分がどれくらい眠ねむっていたのか判然とはしないのだが──ひょっとすると、この娘は一度目に彼が目覚めた時から、片かた時ときも離はなれず、彼の事を見つめ続けていたのかもしれない。


　だが……シャノンは健けな気げという印象よりも先に、ある種の危き機き感かんを覚おぼえた。


「なあに？」


　自分を見つめるシャノンの視線に応じるかのように、娘が首を傾かしげて聞いてくる。




[image: ]


　一点の曇くもりもない真しん摯しな瞳ひとみ。


　娘はその容よう姿しや表情を見る限り、本当に美しい。


　そんな異い性せいが、すがるような、あるいは甘えるような視線を自分に向けている。誰だれもが思わず抱だきしめたくなるような、たおやかさと可か憐れんさがそこにはあった。


　シャノンも男だ。これが普ふ通つうの状じよう況きよう下かであれば多少は嬉うれしいと感じたかもしれない。


　しかし──


「ここは、どこだ？」


「アムの、おうちだよ」


　娘は幼よう児じのように、どこかたどたどしい口調でそう言う。


「俺おれは──どれ位ぐらい、眠っていたんだ？」


「なかなかエルディンが起きてくれないから、アムね、ちょっと寂さびしかったよ？　このまま起きてくれなかったらどうしよう、とか思っちゃった」


　言葉通り、本当にそれは彼女にとって不安でたまらない時間だったのだろう。まるでシャノンの内心を知って彼を何ど処こにも行かせまいとするかのように、娘は自分の手を伸のばし、固く固くシャノンの手を握にぎる。


　無論……渾こん身しんの力を込こめてはいても、それはシャノンから見ればひどくささやかな力に過ぎない。だがその非ひ力りきさが、かえってひどく哀かなしい印象をこの娘の姿に与あたえていた。


「エルディン、どうしたの？　疲つかれてるの？」


「……エルディン？」


　その名前──だろう、多分──を呟つぶやいてシャノンは顔をしかめた。


　やはりこの娘はおかしい。


　まずその容姿と言動が釣つり合っていない。十歳さいにも満たない幼児を想おもわせるその言こと葉ば遣づかいとは裏うら腹はらに、彼女の姿は二は十た歳ち前後の──若いが、きちんと成人した女性のものだ。この落らく差さは個性と言うにはあまりに異い常じような雰ふん囲い気きがあった。


　それに──この娘はどうやらシャノンと誰かを混こん同どうしているらしい。


　シャノンはこの娘の顔に見み覚おぼえはないし、エルディンという名にも心当たりはない。会ったばかりの、全まつたくの他人だ。


　たとえ、考えられない程ほどの偶ぐう然ぜんから、シャノンとそのエルディンなる人物がそっくりの外見をしていたとしても……中身まで酷こく似じしているとは考えにくい。故こ意いに模も倣ほうするのでもない限り、言動にはやはり差が出るし、親したしい人間ならすぐにその差に気付く。


　つまり。


　この娘にはエルディンとシャノンを区別するだけの判断力が働いていない事になる。


「どうしたの、エルディン？　エルディン？　アム、何かいけない事、言った？」


　黙だまり込こんだシャノンの様よう子すを何か勘かん違ちがいしたのか……ひどく怯おびえたような口調で、『アム』と自分の事を呼ぶ娘は尋たずねてくる。


「俺は──」


　一いつ瞬しゆん、躊躇ためらったがシャノンは敢あえてその言葉を口にしてみた。


「エルディンなんて名前じゃない」


「…………」


　きょとんとした表情で娘はシャノンの顔を見つめた。


　何を言っているのか理り解かいできない、といった表情である。そのまま彼女はシャノンを見つめて沈ちん黙もくしていたが──彼が『やはりまずかったか』と自分の行動を悔くやんだ時、きょとんとした表情のまま、言った。


「エルディン、名前、変えたの？」


「……なんでそーなる」


　脱だつ力りよくしてシャノンは呟つぶやいた。


「じゃあね、じゃあね、アムも名前変えようかな」


「いや……そうじゃなくてな」


「でもエルディン、アムはエルディナンドっていう名前、好き。だからアムだけはエルディンって呼よびたいな。だめ？」


　上うわ目め遣づかいにアムはシャノンを見つめてくる。


「駄だ目めとかそういうんじゃなくて」


「駄目ならアム、我が慢まんする」


　そう言うアムの眼めがじわりと潤うるむ。シャノンは困こん惑わくを覚えながらも適てき当とうに言い繕つくろった。


「いや──その、いいよ、それでも」


「うん……」


　ぱっと顔を輝かがやかせてアムは笑った。


（……困こまった）


　内心、溜ため息をつきながらシャノンはそんな事を思う。


　この娘と会話を交かわしていても、正確な現げん状じようを把は握あくできるとは思えない。かといってまだシャノンには、この娘を振りきってこの屋や敷しき──だろう、多分──の中を探たん索さくして回る体力はないだろう。


　此こ処こには誰か他ほかに人間は居いないのだろうか。贅ぜい沢たくは言わない。過か不ぶ足そくなく意志の疎そ通つうができる相手であればいいのだが……


「エルディン？　どうかしたの？」


　娘がじっとシャノンの顔を見つめてくる。


　とりあえず目の前の彼女にどう対たい処しよしたものか──そんな事を考えていた時。


「お嬢じよう様さま──」


　扉とびらを叩たたく音と共ともに、その向こうから低い声が届とどく。


　熱あつくもなく冷たくもなく、ただ透とう明めいで硬かたい響ひびき。思わず耳にするだけで誰もが居い住ずまいを正ただしてしまうような声である。礼れい節せつの精せい髄ずいを音として具ぐ現げん化かすればこのような声こわ音ねになるのかもしれない。


　娘はシャノンの手を放はなし、扉を振り返って言う。


「あ。キンヴァースだ」


「失しつ礼れいします」


　扉を開いて入ってきたのは、初老の男性であった。


　広めの額ひたいの上で、一本の乱みだれもなく綺き麗れいに撫なで付けられた白しら髪が交まじりの黒くろ髪かみが、男性の性格をよく表あらわしている。口元の髭ひげさえ、髪と同様に櫛くしを入れているのではないかと思えるほど、綺麗に整ととのっていた。


　闇やみを織おり込こんだかのようなその衣い装しようの袖そで口ぐちに、星のように煌きらめく銀色のボタン。それとは対たい照しよう的てきに一点の汚よごれもない白い手て袋ぶくろ。やはり白い襟えり元もとを留とめる小さな黒の蝶ちようネクタイ。そして──奥まった左の眼がん窩かに、蓋ふたをするかのようにはめ込まれた単眼鏡モノクル。


　執しつ事じだろう。他の職しよく種しゆが想像できない位くらいに、典てん型けい的な執事の姿すがただ。


　その男性は小型のワゴンを押して部屋に入ってくると、娘に向き直って言った。


「お嬢様。御ご入にゆう浴よくの用意が整いました。エルディナンド様にはお食事を」


「ええ──」


　何やら不満そうな表情を浮うかべる娘に、しかしキンヴァースと呼ばれた執事は諭さとすような口調で言った。


「エルディナンド様はもう何ど処こへもお出かけになりません。どうか御安心を」


「でも──でもでも」


　俯うつむいてもじもじと身を震ふるわせる娘。風ふ呂ろ嫌ぎらいという訳わけではなく、一いつ瞬しゆんたりともシャノンの側そばを離はなれたくないらしい。


「身だしなみは綺き麗れいにしておかれませんと、エルディナンド様に嫌われてしまいますぞ」


「えっ!?」


　驚おどろいたように娘がシャノンを振り返る。


「エルディン──アムの事、嫌いになっちゃう？」


　再ふたたび泣きそうな眼で見つめられ、うろたえるシャノン。


「嫌いになっちゃうの？」


「いや、その──そんな事はないが──風呂は──入って来たほうがいいぞ」


　などと当たり障さわりのない事を言ってみる。


　だがやはりシャノンの──エルディナンドの言葉は影えい響きよう力りよくが大きいのか、娘は素す直なおに頷うなずくと立ち上がった。


「エルディンがそう言うなら、アム、お風呂入ってくるね。身体からだ綺麗にしてくる。だから此こ処こで待っててね？　何処にも行かないでね？　約やく束そくだよ？　ね？」


「あ、ああ。分かった、約束だ。行っといで」


「うん……待っててね！」


　娘はにっこり笑って部屋を出て行く。


　慌あわただしげに扉とびらを開き、ぱたぱたと音を立てながら娘は走り去った。


「…………ふむ」


　彼女の気け配はいが完全に遠ざかるのを感じてから──といっても感かん覚かくがやや鈍どん磨ましているので、確信は持てなかったが──シャノンは身体を起こして執しつ事じに向き直った。


「……聞いていいかな？」


「何なりと」


　執事はあくまでも丁てい寧ねいな態たい度どを崩くずさない。


「あんたも俺が、エルディナンドとやらに見えているクチか？」


「……いいえ。貴方あなたとエルディナンド様とは全まつたくの別人。背せ格かつ好こうは確たしかに似にてはおりますが──見み間ま違ちがう程ほどではございませんな」


　執事は淡たん々たんとした口く調ちようでそう答える。


「……俺の手て当あてをしてくれたのは？」


「私です。少々医い術じゆつの心こころ得えもありますもので」


「あー……ええと。その事に関してはまずお礼を言います」


　シャノンは小さく安あん堵どの溜ため息をついてから、言こと葉ば遣づかいを改あらためた。少なくともこの執事にはこちらの話が通じそうだ。


「下へ手たをすると死んでいたところですし」


「正しよう直じき、私もあなたが持ち直すかどうか、疑問だったのですが。余よ程ほど鍛きたえておいでなのでしょうな。もう少し体力が足たりなければ、二度と目め覚ざめない所でしたぞ」


　キンヴァースと呼ばれた執事はワゴンの上に置いていた布を取る。そこにはパンとクリームスープ、そして果くだ物もの……簡かん単たんな食事が載のっていた。決して粗そ末まつではないが、しかしこの部屋の調ちよう度ど品ひんが漂ただよわせる高級感に比くらべれば、やや似つかわしくないような印いん象しようがある。


「間まに合わせなのでこのようなものしか御用意できませんでしたが」


「いえ、十じゆう分ぶんです、ありがとう」


　はっきり言って、それでもシャノン達が普ふ段だん食べているものよりも金も手て間まもかかっているだろう。シャノンはスプーンを手にまずスープを口にする。多分、二日ほど何も受け止めていない胃いや腸ちようは、いきなり固こ形けい物ぶつを入れても拒こばんでしまうような気がしたのだ。


　しかしやはり、身体が栄えい養ようを欲ほつしていたのか──案じていた嘔おう吐と感かんを感じる事もなく、むしろ空くう腹ふく感かんがスープの味を大たい層そうな美び味みに仕立て上げていた。


　思わず搔かき込みたくなる気持ちを抑おさえて、ゆっくりとスープを口に運ぶ。その合あい間まにシャノンは執事に尋たずねてみた。


「……結局、何がどうなっているんです？　訳わけが分わからない」


「お気持ちはお察しいたします。しかし何からどうお話ししたものやら……」


　執事は少し首を傾かしげて考え込むような表情を見せたが、すぐにシャノンを真まっ直すぐ見み据すえて言葉を続けた。


「とりあえずはお互たがいに名前を名な乗のるべきでしょうな」


　そう言って執事は直ちよく立りつ不ふ動どうの姿し勢せいをとった。


「私はクレザント・キンヴァース。ノリンコット家にお仕つかえして三十二年の執事です」


　そうしてその表情と姿勢を微み塵じんも崩くずす事なく彼は続けた。


「どうぞ親したしみを込こめて『愉ゆ快かい痛つう快かい執事くん』、あるいは『執事のクレちゃん』とお呼びください」


　真ま顔がおでそう言うキンヴァース執事を、一いつ瞬しゆんシャノンは沈ちん黙もくして見つめた。


　……この執事は執事で、何というか……やばいかもしれない。


「あ……はあ。いやしかし」


「呼びにくいですか」


「ええ、まあ。色々な意味で」


「皆みな様さま、そうおっしゃって……何がいけないのだろうか……」


　あごに手を当ててキンヴァース執事はしばしぶつぶつと呟つぶやいていたが──ふと多少びびったようなシャノンの視し線せんに気付いて、小さく頷うなずいて見せた。


「いや、失しつ敬けい。ならばどうぞお好きなように」


　少々残ざん念ねんそうに──しかしやっぱり真顔のまま、キンヴァース執事は言った。


「シャノン・カスール。元は武器屋の息子むすこだったんですが、まあ──今は少々事情があって、流れ者です」


「なるほど」


　意外にもキンヴァース執事はただ無表情に頷いただけだった。


　通常……流れ者、あるいは漂泊民ワイルデイなどと言うと、普通の人間よりも一段下に見られる事が多い。山さん賊ぞくや強ごう盗とうといった無む法ほう者ものか、そうでなければ俗ぞくに言う乞こ食じきなどと同列に考えている人間も居いる。実際には多くの漂泊民は一種の傭よう兵へいのような立場なのだが、その実じつ態たいを知らずに忌いみ嫌きらっているような者も少なくない。そして、それを不当とは言えないほど、流れ者や漂泊民の中には社会規き範はんから外はずれた人間も多いのも事実だ。


　だが……流れ者という一語を聞いても、この執事は特にシャノンに対する態度を変化させなかった。元々、流れ者や漂泊民に対して偏へん見けんがない人物なのか、それともあくまで『客』としてシャノンを扱あつかうため、自分の偏見を表おもてに出さないようにしているだけなのかは、分からないが。


「気を失うしなって当家の庭にわに流れ着ついておられた貴方あなたを、お嬢じよう様さまが見つけられたのです」


「庭に──流れ着いた？」


「当屋や敷しきの庭には、ローガン川の支流が流れ込んできておりますので」


　さらりとキンヴァース執事は言ってのけた。


　そう言えばシャノンも聞いた事がある。貴き族ぞくの屋敷というものは、その建たて物もの自体も大きいが、その敷しき地ちの規き模ぼは庶しよ民みんの想像を遥はるかに超こえて広いのだそうだ。一つの森を丸ごと敷地にしている貴族も珍めずらしくない。その意味では庭に川が流れ込んできていても、驚おどろくには値あたいしまい。


「あの女性──アムさん、とか言いましたか、彼女は──」


「お嬢様の名はアムネーゼ・ノリンコット。ノリンコット子し爵しやく家けの正当なる跡あと継つぎであらせられます。本ほん来らい、従い兄と弟このエルディナンド様とご結婚なされた暁あかつきには、正式にこの地の領りよう主しゆとしてお亡なくなりになった御両親の跡をお継ぎになる筈はずでしたが……」


　そこで一いつ旦たん、キンヴァース執事は言葉を切る。短い沈ちん黙もくを置いた後、彼は口を開いた。


「お仕つかえする家の現状をこの無ぶ遠えん慮りよな一言で語るのは忸じく怩じたるものがありますが──有あり体ていに言ってしまえば、ノリンコット家は没ぼつ落らくした貴族なのです」


　これはシャノンも予想はしていた。この部屋のあちこちに感じる、昔せき日じつの残ざん影えいを惜おしむような印いん象しようは、容易たやすく没落、あるいは凋ちよう落らくという語に結むすびつく。


「もうこの屋敷に残っている使用人も私のみ、ノリンコット子爵家の家か督とく継けい承しよう権けんを有されるのもお嬢様だけになってしまいました。元より凋落の兆きざしが見えたのも事実ですが、やはり先代の子爵様が流行はやり病やまいで若くしてお亡くなりになった後は……何もかもが悪い方へと働いてしまい、三年前に先々代──お嬢様の祖そ父ふにあたるデイル・ノリンコット様がお亡くなりになってからは、屋敷を維い持じする費用にも困こまる有あり様さまです」


「そんな事──俺のような部外者にしゃべっても良いんですか？」


「エスティアインの街まちの者であれば誰だれもが知っております」


「…………」


　シャノンは何か言葉を発しかけて──止やめた。


　キンヴァース執事の口調はただ淡たん々たんとしている。内容はともかく、その声に哀あわれみを乞こうような響ひびきはない。いや、むしろ安あん易いな同情を許ゆるさないほどの毅き然ぜんとした何かが、この執事の物もの腰ごしにはある。


　彼は仕える家の没落を嘆なげいてはいるが、決して恥はじてはいない。意味もなくその事を卑ひ下げしたりしていないのだ。


　ふと……シャノンはこの執事に好こう感かんを持った。


「エルディナンドって人は、どうなったんです？」


「……お亡くなりになりました」


　キンヴァース執事の声はやはり抑よく揚ように乏とぼしい。


「ラインヴァン王国軍にて一年間の兵へい役えきに就ついておられましたが──」


　キンヴァース執事が言うには、貴族の子し弟ていは若い頃ころ、一年ないし二年は軍ぐん役えきに就く事を望まれるのだそうだ。いざとなれば領りよう民みんを護まもって戦たたかうべき立場の貴族が、軍経けい験けんもない全まつたくの素人しろうとではお話にならない──という考え方があるらしい。


　無論、あくまで軍役に就く事は貴族本人の自由意志によるものだし、今ではなんだかんだと理由を付けてこれを拒こばむ貴族の子弟も少なくない。だが、次期ノリンコット子爵家当とう主しゆの夫として、エルディナンドは誰からも後ろ指をさされぬよう、自みずから進んで軍役に就いたのだという。


　彼の軍役終しゆう了りようを待って、アムネーゼと彼は結婚する筈はずだった。


　だが。


　一年後──アムネーゼの元に届とどけられたのは、エルディナンドの死し亡ぼう通知であった。


　北ほつ方ぽうの辺へん境きようで、とある武ぶ装そう強ごう盗とう団だんの鎮ちん圧あつに向かったエルディナンドの所属する部隊は、予想外に激はげしい抵てい抗こうに遭あい、全ぜん滅めつしたのだという。強盗団の中に元軍人の魔ま導どう士しが居いて、大おお掛がかりな魔法攻こう撃げきを仕し掛かけたのだとも言われているが、詳しよう細さいは定さだかではない。


　ただ、後から駆かけつけた友ゆう軍ぐんによると、いずれの死体も親でさえ見分けがつかない程ほどに破は壊かいされており、まともな回かい収しゆう作業は出で来きなかったらしい。結局、限られた遺い品ひんが幾いくつか持ち帰られ、部隊の所属兵士達の遺い族ぞくや関係者には、死亡通知のみが送そう付ふされる事となった。


　遺族は亡なき骸がらを弔とむらう事さえできなかったのだ。


「もうお分かりでしょう。一いち日にち千せん秋しゆうの想おもいでエルディナンド様のお帰りを待っておられたお嬢様のお心は、その時壊こわれてしまったのです」


「……なるほど」


　何を言っても虚むなしく響ひびくような気がして、ただそれだけをシャノンは言った。


　その時アムネーゼの感じた絶ぜつ望ぼうの深さや、それを見守っていたであろうキンヴァース執事の無む念ねんは、余よ人じんたるシャノンには決して理り解かいしきれないだろう。手軽で安あん易いな同情はむしろ彼等を侮ぶ辱じよくするような気さえした。


「御お父ちち上うえを喪うしない、最愛のエルディナンド様をも喪い、使用人達は次々と暇ひまを出され、貴族とは名ばかりの……ただ借しやつ金きんの利り子しだけが増ふえてゆく生活を強しいられる日々。そんな毎日に耐たえられるほど、お嬢様のお心は強くはなかったのでしょう。最初はデイル様も私も気付かなかったのですが……」


　いつからアムネーゼの精せい神しんに異い常じようが生じてきたのか──はっきりとした日時は分からない。ただ、キンヴァース執事やアムネーゼの祖そ父ふが気付いたとき、彼女の心には大きな亀き裂れつが生じていたのだという。


　幼よう児じ退たい行こう。


　アムネーゼの精神年ねん齢れいは、幼児の時代にまで戻もどってしまっていた。


　恐おそらくエルディナンドの死という事実を認みとめない事で──何の不安もなく幸しあわせだった過か去こに生きる事で、彼女は完全崩ほう壊かいしてしまいそうな自分の心を誤ご魔ま化かしているのだろう。


　哀あわれな話である。


　だが、まさかそのような状じよう態たいのアムネーゼを衆しゆう目もくに晒さらしておく訳わけにはいかなかった。


　子し爵しやく家けの体面を慮おもんぱかってというより、彼女が心ない者達の好こう奇きの視し線せんと嘲ちよう笑しようを浴あびる事を恐れ、祖父であり先々代のノリンコット子爵であるデイル・ノリンコットは、ノリンコット家別べつ邸ていであったこの屋敷に彼女を移し、世せ話わ係がかり兼けんお目め付つけ役にキンヴァース執事を置いた。


　事実上の隔かく離りである。


　だが最愛の孫まご娘むすめにとってこれが正しい処しよ置ちなのかどうか、デイルは死の間ま際ぎわまで悩なやんでいたのだという。


『出で来きる事なら──それがたとえ幻げん想そうの中ででもいい。アムネーゼだけは幸せにしてやってくれ』


　使用人の中で最もつとも信しん頼らいしていたキンヴァース執事にそう言い遺のこし、デイルはこの世を去った。その結果としてアムネーゼは爵しやく位いと、ノリンコット家に唯ゆい一いつ残った財ざい産さんであるこの屋や敷しきを仮かりの形で相そう続ぞくしたのである。ラインヴァン王国の法は、未み婚こん女性の正式な家か督とく相続を認みとめていないからだ。


「しかし──」


　シャノンはアムネーゼの出ていった扉とびらをちらりと見ながら言う。


「大だい体たいの事情は分かりましたが……それなら俺も遠ざけた方がいいんじゃないですか？」


　アムネーゼは恐らくエルディナンドに少し似にた容よう姿しをしているシャノンに、エルディナンドの幻想を被かぶせてしまっているのだろう。ある意味──彼女はそれで幸せかもしれないが、それは病状を悪化させる可能性もある。


　ましてアムネーゼやキンヴァース執事にとって、シャノンは何の関係もない他人だ。


　いくらアムネーゼがシャノンの事をエルディナンドだと思い込んでいるにしても──いや、思い込んでいるから余よ計けいに、素す性じようもしれない流れ者を大たい切せつなお嬢様の側そばに置くのは、色々な意味で問題がある筈はずだった。


「そうですね。本ほん来らいはそうでしょう。まあ今の貴方あなたの体力でお嬢様に不ふ埒らちな行こう為いを働くとは思えませんが、それを差し引いても、幻想を噓うそで補ほ強きようするような真ま似ねは確たしかに好このましくありません……本来であれば」


　キンヴァース執事は言った。


「ですが……毎日毎日、帰る筈のないエルディナンド様を待っておられるお嬢様のお姿すがたは、正しよう直じき見るに忍しのびません。ならばいっそ──」


　いっそ──なんだというのか。


　一いつ瞬しゆん悪お寒かんのようなものがシャノンの背せ筋すじを走る。理由はないのだが、その言葉の先に来るのは……ひどくおぞましい何かであるような気がしたのだ。


「……貴方は今、満足に動ける状態ではありません」


　キンヴァース執事は確かく認にんするようにそう言ってから、ちらりとシャノンの口にしたスープに視し線せんを注そそぐ。


「無論、それなりに栄えい養ようを採とって安あん静せいにしていれば、生命力の強い貴方の事ですから、数日中に元の状態に復ふつ帰きできるでしょうが……」


「が……？」


　沈ちん黙もくに耐たえかねたように、尋たずねるシャノン。


「ある種の薬やく物ぶつは、手足の神しん経けいを麻ま痺ひさせる効こう能のうがあるのですが、ご存じですかな？」


「ちょ──ちょっと待て！」


　おぞましい想像が脳のう裏りにわき上がる。


　半はん身しん不ふ随ずいで人形のようにベッドに横たわるシャノン。その横に嬉き々きとして寄り添そうアムネーゼ。文も字じ通りの人形遊びをする少女の如ごとく、彼女はエルディナンド役を振ふったシャノンで、ままごとのように『幸せ』を模もした日々を送る──


「あんたは──」


「冗じよう談だんです」


　あっさりと無表情にキンヴァース執事は言った。


「……そうですか。面おも白しろいですね」


　溜ため息を吐つきながらシャノンはやや皮ひ肉にくの響ひびきを載のせて言った。


「それは良うございました」


　本気なのかどうなのか──キンヴァース執事は生き真ま面じ目めな表情のまま頷うなずいて見せた。


「ですが……お嬢様のお姿を見るに忍びなくなってきているのは事実です。元々丈じよう夫ぶなお身体からだではないので、あまりに長くふさぎ込んでおられると体調にも影えい響きようします。だからせめて幸せな夢ゆめを見せて差し上げたいのですよ。お嬢様が──いつか御自分の力で、その幻げん想そうの中から戻もどってこられる、その日まで」


「…………」


　そんな日が果はたしてくるのかどうか、シャノンには──恐らくキンヴァース執事にも分かるまい。だが、彼には他ほかに選せん択たく肢しがなかったのだろう。


「正しよう直じき、お嬢様に、誰だれか別の人間を会わせてエルディナンド様だと思い込んでいただくのはそれほど難むずかしい事ではありますまい。現に街まちで見かけた若い男性をエルディナンド様と思い込んでしまわれる事も何度かありましたし、貴方あなたとてエルディナンド様にうり二つという訳わけでもありません。


　しかし、だからといって下へ手たに街の人間にエルディナンド様役を頼たのむわけにも行かない。街の人間は大なり小なり、ホーナディ家の息がかかっておりますからな。そこへたまたま現あらわれたのが、貴方だった訳ですが」


「ホーナディ家？」


　言って首を傾かしげるシャノン。どこかで聞いた単語である。


「街を牛ぎゆう耳じっている豪ごう商しようです。割わりとこの地方では有名ですので、お聞きになった事もあるかもしれませんな。


　先代のノルド・ホーナディは、まだ強ごう引いんなやり方の中にも仁じん義ぎを感じさせる人物でしたが──現当とう主しゆのドレン・ホーナディは最悪です。傲ごう慢まんで悪あく趣しゆ味み。しかも女好き。護ご衛えいと称して暴ぼう力りよくしか能のないような連中を集めて引き連つれ、街中を我わが物顔で動き回っています。これで、無能な二代目であるならば、すぐに身しん代だいを食いつぶして終わりでしょうが──父親の興おこした商売を維い持じする程度には商しよう才さいがあるので、なおさら始し末まつに負おえない」


　余よ程ほどそのドレンという男が嫌きらいなのか、キンヴァース執事の口く調ちようにやや怒いかりの熱ねつのようなものが漂ただよっていた。


「実のところ、ノリンコット家に対する債さい権けんの大たい半はんは現在、ホーナディ家が持っています。無む理り矢や理り買い集めたのでしょうな。中には偽ぎ造ぞうされた債券証しよう書しよもあると思います。何しろサインの主であるお館やかた様さまは既すでに他た界かいされておられるので、確かく認にんしようがありませんし。


　しかもホーナディ家はその利り子しに充じゆう当とうすると言ってノリンコット家の徴ちよう税ぜい権けんまで持っていってしまった。今現在エスティアインをはじめ、ノリンコット子し爵しやく領りようを支配しているのは、事実上そのホーナディ家なのです」


「徴税権を利子に充当って……」


　それが本当ならばノリンコット家は四し肢しをもがれた獣けもの同然だ。


　金額そのものも無論『力』になるが──税ぜい金きんはノリンコット家の維い持じだけでなく、領主たるノリンコット家の政治的権けん能のうをも支ささえる要素だ。治ち安あん組そ織しきの維持や街かい道どう及および街がい区くの整せい備びなど──これらをもホーナディ家は実質的に掌しよう握あくしている事になる。


「あの手この手でノリンコット家を最終的に追い込んだのもホーナディ家です。彼等は最終的に、ノリンコット家そのものを乗っ取る積つもりなのでしょう。徴税権は差し押さえられても、爵しやく位いは得えられませんからな。ノリンコット家と親しん戚せきにでもならない限りは」


「……なるほど」


　経済的に有あり余あまる力をつけた人間が次に欲ほつするのは地位と名めい声せいだ。特に貴き族ぞくの爵位というものは、非常に分わかり易やすい地位の具ぐ現げんである。


　だが、爵位とは王国から与あたえられるものであり、王国の意い向こうを無む視しして売り買いできるものではない。もっと言えばそれは特定の家か系けいに専せん属ぞく的てきに与えられる地位の事で、本ほん来らいは他の家に移せるような性質のものではない。


　ならば──ノリンコット家そのものと血けつ縁えんになって取り込んでしまえばいい。ドレン・ホーナディはそう考えたのだろう。


「ホーナディ家の現当主は、お嬢じよう様さまを妻つまに迎むかえたいと申し入れてきているのですが、とんでもない話です。あのような男にお嬢様が嫁とつぐなど──考えただけでも頭ず痛つうがします」


「事情はまあ、分かりましたが」


　シャノンは困こん惑わく気ぎ味みの表情を浮うかべて言った。


「俺にエルディナンド役をやれと言うのなら、勘かん弁べんしてください。助けてもらった事には感かん謝しやしていますが、俺は俺でゆっくりしていられない事情があるんですよ」


「──というと？」


「旅の連つれが──妹いもうとと、双ふた子ごの姉あねが居いるんです。俺が帰らないと心配します」


　細こまかな事情は、伏ふせておく。語っても益えきはないし、そもそも〈廃はい棄き王女〉云うん々ぬんなどという話をいきなり語っても、信じてはくれないだろう。


「なるほど……しかし今の貴方あなたでは、満まん足ぞくに動けますまい。せめて後、二日か三日は療りよう養ようしない事には、旅の途と中ちゆうで倒たおれかねないですぞ」


　確たしかに今のシャノンにとって、何より必要なのは十じゆう分ぶんな食事と休きゆう息そくだろう。せめて腹の傷きずがきちんと塞ふさがるまでは安あん静せいにしていないと、本当にパシフィカ達を見つける前に倒れてしまう。


「ちなみに、その御ご姉きよう妹だいは、今どこに？」


「二日前の場所から移動していなければ……」


　街道沿ぞいの空あき地に野や営えいしている筈はずだ。


　しかしシャノンが帰らないのを不ふ審しんがってどこかに移動しているかもしれない。その場合、このエスティアインの街まちに彼女らが来ている可能性は高いが──


「では、こうしましょう」


　キンヴァース執事は人差し指を立てる。


「貴方はここで養よう生じようし、お嬢様の前ではエルディナンド様として振ふる舞まっていただく。一いつ方ぽう、私は御姉妹を探さがし、見つかればこの屋や敷しきへとお連れする──これでどうですかな？」


「それは……」


　困惑に顔をしかめるシャノン。提案は妥だ当とうなもののように思えるが──


「御姉妹の顔立ちや背せ格かつ好こうさえ教えていただければ、私でも探す事はできましょう。むしろ特にあてがないのであれば、余よ所そ者もので負ふ傷しよう者しやの貴方が行き当たりばったりに探すよりも、地元の人間である私の方が妹さん達を探し出す可能性は高い筈です」


「理り屈くつは通ってますが……」


　頭の中で幾いくつかの可能性を考えてみる。


　だが現状ではキンヴァース執事の提案に優まさる案は出てこなかった。


「分かりました。では──俺の体力が戻もどるまでの間だけ、という期限付きで。助けていただいた事のお礼は、また後ご日じつ改あらためて、何らかの形でしますから」


「ふむ。できればそれなりにまとまった期間、お願いしたかったのですが、こればかりはしょうがないですな。元々はこちらのわがままですし」


　そう言ってキンヴァース執事は頷うなずく。


　もっと頑がん固こかと思ったが、意外と物分かりは良いようだ。もっとも……心の底では本当に食事に薬くすりでも混まぜる事を考えているのかもしれないが。


　油ゆ断だんだけはしない方がいいだろう。


「ではそのようにお願いいたします、エルディナンド様」


「……分かりました」


　シャノンは溜ため息のような声で言った。








　予想していた事ではあるが。


「──何考えてんのかしらね。本当に」


　彼女らが通された客きやく間まもやはり悪あく趣しゆ味みだった。


　二ふた間ま続きの部へ屋やで、トイレと浴よく室しつも小しよう規き模ぼながら付ふ属ぞくしており、その気になればそこで一家族が暮くらす事さえできそうな広さである。


　どれ位くらいの金がこの部屋と家具にかけられているのか、パシフィカには想像もつかない。試ためしにベッドに身を投げ出してみると、どこまでも優やさしく柔やわらかく、しかししっかりと彼女の身体からだを受け止めてくれる。一週間もこのベッドで寝ねていれば、二度と野の宿じゆくなどする気が起こらなくなるだろう。


　ただし。


　設せつ備びとしてはそこらの宿やど屋やなど及およびもつかないような部屋なのだが、同時に余よ計けいなものも多数備そなえ付けられている。壁かべにはベッドよりも大きなドレンの肖しよう像ぞう画がが掛かけられているし、ベッド脇わきの小さなテーブルにはホーナディ商会の歴れき史しをつづった豪ごう華か装そう丁てい本ぼんが置かれている。ぱらぱらと斜ななめ読みしていたラクウェルによると、ドレンがいかに成功者であるかという事を延えん々えんと語る内容らしい。呆あきれたパシフィカが表ひよう紙しを確たしかめると、筆ひつ者しやはドレン本人だった。


　壁紙は暖だん色しよく系けい寒かん色しよく系けい入り交まじる派は手でな代しろ物もので、床ゆかにさえ何やら裸ら婦ふの絵が描かれている。どこを向いても眼めが休まらないのは最初に通された居い間まと同じだ。


　この部屋で落ち着けるとしたら、ドレン同様の悪趣味の持ち主だけだろう。


「ふむう──」


　そんな部屋の中央。


　テーブルの上に並ならべた札ふだを繰くりながらユイリンが声を漏もらした。


「まだ結果が出ないの？」


　パシフィカに尋たずねられ、ユイリンは小さく肩かたを竦すくめた。


「まあまあ待ちなさいね。折せつ角かく三食昼ひる寝ね付きにありつけたんだから、普ふ段だんはやらないような、複ふく雑ざつかつ高級な方法で占うらなってるよ」


「……期き待たいしてるわ」


　溜ため息をついてパシフィカは言った。


　シャノン。


　彼が居いなくなって三日目になる。


　彼が自分の側そばをこんなに長期に渡って離はなれる事はなかった。旅に出てからは無論だし、一いつ緒しよに故こ郷きようで暮くらしていた時も同じだ。だから何か──とても落ち着かないのだ。


　何ど処こで何をしているのか。どうして帰ってこないのか。帰ってこれないとしたら、それはひょっとして大おお怪け我がをしているか、あるいは──


　嫌いやな想像に至いたりそうになって、パシフィカは何度もそれをうち消した。


　一日に何度も何度もそんな事をしていると、さすがに気が滅め入いってくる。発ほつ作さ的てきに、不安と苛いら立だちで居ても立っても居られなくなり、今すぐシャノンを探さがしに飛び出していきたい気持ちにもなる。


　ひょっとしたら今、この家の前をシャノンが歩いて通り過ぎているかもしれない。


　今だ。今行かないと会えないかもしれない。ひょっとしたら二度と。だから──


　とりとめもない想像が浮うかんでは消える。


「……ああもう……本当にもう……どうすりゃいいのよ。ぼーっと待ってるのなんて性しように合わないのよね」


「やれるだけの事はやっているつもりだけれど──」


　そう応こたえたのは窓まど際ぎわの長なが椅い子すに座すわっていたラクウェルである。


　彼女はシャノンが行ゆく方え不明になってから、ほぼ一時間ごとに〈楽園アスガルド〉や他の探たん査さ能力を持つ魔法を順じゆん次じ起き動どうしてシャノンの行方を探さぐってきた。しかし、現時点で彼らしい反はん応のうはなかったのだ。


　しかしこれとて実は確実な方法ではない。


　ラクウェルによれば、〈楽園アスガルド〉はその監かん視し領りよう域いき内で誰だれか個人を特定する場合、その人物の細こまかな数すう値ち的特とく徴ちよう──体重、身長、体温、呼こ吸きゆう数すう、脈みやく拍はくなどから判断をするのだという。ただ単に体重が、あるいは身長が同じだけの他人と目もく標ひようとを誤ご認にんするのを防ふせぐためだ。だが逆に言えば、対たい象しようの人物が普ふ段だんと違ちがう状じよう態たいに陥おちいっていると、途と端たんにその精せい度どが落ちるのだそうだ。


　例たとえば──高熱を出している場合や、事じ故こで片手などを切断してしまい、体重が変化している場合などは、たとえシャノン本人であったとしてもそれと分からない場合があるのである。


「あ、ごめん。ラクウェル姉に当たってる積つもりはないんだけど──」


　パシフィカは言いよどんで眼めを伏ふせた。


　ホーナディ商会の情じよう報ほう網もうも現在シャノンを捜そう索さく中だが、今のところは有力な情報はもたらされていない。


　まだラクウェルが側そばにいてくれているからこそ、パシフィカは落ち着いていられるが、これがもし自分一人であったなら……途と方ほうに暮くれるか、錯さく乱らんしていたかもしれない。


「案外──こういう場合、見つかってみると、つまんない理由だったりするね」


　ユイリンが札ふだを繰くりながら口を挟はさんでくる。


「男が丸一日帰ってこない理由としてまず最初に考えられるのは──まず第一に女」


「なんでよ」


　じろりと横目でユイリンを睨にらむパシフィカ。


「いや、なんでって。世せ間けんじゃそうと相そう場ばが決まってるね。確たしかその人──とにかく二は十た歳ち過ぎでしょ？　そういう事も無論、あるね」


「シャノン兄にいはそんな事しないわよ」


「なんで？」


　至し極ごく不ふ思し議ぎそうな表情でユイリンが聞き返してくる。角度によってはパシフィカよりも幼おさなくも見える彼女だが、この少女は妙みようなところですれている。


「健けん康こうな男子なら、そーいう欲よく望ぼうは持ってるね、必かならず。いやまあ、たまーに女じゃなくて、男のところへ行って帰ってこない場合もあるけど」


「…………やめてよ」


　パシフィカが顔をしかめて言う。


「とにかく、シャノン兄はそんな事で行ゆく方え不明になったりはしないの」


「根こん拠きよは？」


「……うるさいわね」


　パシフィカは唸うなるような声で言う。


　根拠は──ない。


　そういえばシャノンは故こ郷きように居いる頃ころから特定の娘むすめと付き合っているという様よう子すが無なかった。無論、たまに家に女友達を連つれてきたりすると、パシフィカが思いつく限りの手しゆ段だんで乱らん入にゆうしたりするので、単に家にはそういう部分を持ち込まなかっただけかもしれないが。


　という事は、シャノンもパシフィカ達に隠かくれて、どこぞの娘と付き合っていたりとか、特定個人ではなくても──


「うーにゅー……」


　何やらもわもわと脳のう裏りに想像図が浮うかんでくる。


　どこぞの薄うす暗ぐらい部へ屋やで、ベッドに横たわる半はん裸らの女性。その側そばに立って窓まどの外を眺ながめているシャノン。こちらも上じよう半はん身しんは裸はだか。そして想おもい出したように身を起こした女性が、シャノンの背はい後ごから近付き、その背中にしなだれかかる。


『ねえ……今日きようは泊とまっていってくれるの？』


『いや──悪いな』


『もう。お仕事抜ぬき──って思う人に限って、素そっ気けないのよね』


　なんて言ったり言わなかったり──


「──むうう」


　パシフィカは顔をしかめて唸うなった。


　どーでもいいと言えばどーでもいい筈はずなのだが、妙に腹が立つ。


「どしたの？」


　ふとユイリンが札ふだから顔を上げて尋たずねてくる。


「な、なんでもないわよ。さっさと占うらないなさいってば」


　こういう時に限って妙に生なま々なましい位くらい、情じよう景けいを思い描えがける自分の想像力が恨うらめしい。


「ちょっと待ってってば」


　ユイリンは何やら複ふく雑ざつな配はい置ちに札を並ならべて言った。


　結局、出会った時はなし崩くずし的てきにお流れになってしまったので、今改あらためてシャノンの行ゆく方えを占い直してもらっているのだ。頼たのまないよりはまし──といった程度の気休めめいた気持ちでしかなかったが。


「ん──出たわ」


　ユイリンが数枚の札をめくって言った。


「どうなった？」


　気休めでも良いから何か明るい結果が出ていないか──そんな気持ちでパシフィカはユイリンの手元を眺ながめる。ラクウェルも少しは気になるのか、横から首を伸のばすようにして札の結果を眺めていた。


　そして──


「ずばり。『女の所に居いる』と出たね！」


「インチキ占い師」


　勝ち誇ほこったように断言するユイリンを半はん眼がんで見み据すえながら、パシフィカは決めつけた。


「何がインチキよ！」


「口から出で任まかせ言ってんじゃないわよ！」


「口から出任せとは何ね？　しょうがないのね！　札にはそう出てるんだから!!」


「だからそんなのあり得えないって言ってるでしょ!!」


　顔をつきあわせて怒ど鳴なり合うパシフィカとユイリン。


「あのホーナディのおっさん見てれば分わかるでしょ。男なんて一ひと皮かわめくればみんなあんな感じなのね！　男の下か半はん身しんに『節せつ操そう』の文も字じはないねっ！」


「あんなのとシャノン兄を一いつ緒しよにすんなっ！」


「……えらくこだわるね」


　ユイリンが眉み間けんに皺しわを寄せてパシフィカを眺める。


「ははあ」


「な……何よ」


　にたりと笑うユイリンに、パシフィカが思わず気け圧おされたように身を引く。


「分かった。ふうん、そうか、そうなのねえ」


「な、何が分かったってのよ」


「パシフィカって『あのね、お兄ちゃん。怖こわい夢ゆめ観みたの。一緒に寝ねていい？』とか聞いてたクチね？」


「するかっ！」


　テーブルを叩たたいて喚わめくパシフィカ。並べられていた札ふだが震ふるえるようにしてずれる。


「そうよ。パシフィカはそんな事しないわよ」


　ラクウェルが微び笑しようしながら言う。


「パシフィカがしてたのは、シャノンが友達と──」


「ラクウェル姉は黙だまっててッ!!」


　更さらにばんばんとテーブルを叩くパシフィカ。


「はあい」


　ラクウェルが笑いながら肩を竦すくめ──小さく舌したを出す。
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「そんなに恥はずかしがる事ないね。血は繫つながってないんだから、別にお兄ちゃんが大好きってのも問題ない──」


「そういう問題じゃないでしょうがっ！──って」


　叫さけんでからパシフィカは眼めを瞬しばたたかせてユイリンを見つめる。


「なんで知ってるのよ？」


「──何が？」


「私とシャノン兄が、血が繫がってないって事」


　ユイリンは一いつ瞬しゆん、きょとんとした表情でパシフィカを見つめ返していたが──すぐに笑って言った。


「だって、あんまり顔似にてないし」


「ユイリン、シャノン兄と会った事ないでしょ？」


「単にラクウェルの双ふた子ごの弟おとうとってのから勝かつ手てに想像しただけね。男と女っていっても、似てはいるでしょ？」


「ええまあ」


　ラクウェルが頷うなずく。


　確たしかに二に卵らん性せい──男女の姉弟となると似ていない事も多いが、シャノンとラクウェルは例外的によく似ている。実際、以前にはちょっとした変へん装そうでシャノンがラクウェルに化ばけた事もあった。もっとも性格は、やはりはっきりと差が出るし、そこから物もの腰ごしや口く調ちようにも差が出る。なのでむしろパシフィカなどは二人の外見が似ているという部分をあまり意い識しきしていないのだが──


「まあ、シャノンの場合、剣けん術じゆつに打ち込んでいた時期が長かったから、女の子がどうの、とかそっちに興きよう味みを回している余よ裕ゆうがなかったみたいだけど」


　小さく首を傾かしげて回かい想そうするラクウェル。


「『武術家に女は無用』って？」


　ユイリンが笑いながら言う。


「単に女の子と付き合うのを面めん倒どう臭くさがってただけかもしれないけれど」


「どうせそうでしょ。面倒臭がりだし」


　パシフィカが話題を締しめくくる様ように決めつけた。


（でも──）


　心の底でパシフィカはふと思った。


　そうだ。シャノンも男なのだ。なんというか──異い性せいに興味を持ったり、肉体的欲よく望ぼうを感じたりしても、それはそれで当然な訳わけで。


　しかし──


（これだけ心配させておいて、本当に女の所にとか居いたりしたら、パンツの中にムカデ入れるわよ、シャノン兄）








　そのころ。


　シャノンはノリンコット子し爵しやく邸ていを一ひと巡めぐりし終えたところであった。


　今──彼と彼を支ささえて案内したアムネーゼは、幾いくつかある居い間まの内、屋や敷しきの庭にわに面した一ひと際きわ広い一室に居た。


　いずれもかなりの余裕を持って造つくられているらしいノリンコット邸であるが、この居間は特に広い。多くの窓まどから差し込む外の光と、精せい緻ちながらも素そ朴ぼくな感のある装そう飾しよく、そして何よりも天てん井じようの高さが、室内にありながら庭先のような開かい放ほう感かんを与あたえている。


　邸内を一巡りして気付いたが、どうもこの屋敷は元々ある種の山やま城じろか城じよう塞さいに相当する建たて物ものであったらしい。


　普ふ通つうの屋敷には必要なさそうな物もの見み塔とうや、防ぼう衛えい兵器と思おぼしき油あぶら壺つぼ──敵てき兵へいが侵しん入にゆうしてきた場合に沸ふつ騰とうした油を上からかけるのである──の固こ定てい軸じくなど、撤てつ去きよしきれなかったらしい戦争用施し設せつが散さん見けんされた。やたらに各部屋が広いのは、必要のなくなった幾いくつかの部屋の壁かべをぶち抜ぬき、一つの部屋にしてあるからだろう。


　アムネーゼやキンヴァース執しつ事じの言葉から察するに、元々ここはノリンコット子爵家本邸ではなく、別べつ荘そう扱あつかいの建物だった様ようだが──


「エルディン、疲つかれた？」


　アムネーゼが真しん摯しな表情でシャノンを見つめている。


「いや──」


　そう言いながらシャノンは居間のソファに腰こしを下おろす。


　元々寝ねかされていた寝しん室しつ──元々、エルディナンドの為ために用意されたものだったらしい──から、シャノンは今日きようになって初めて外に出た。


　さすがに傷きずはそう簡かん単たんに完かん治ちしないが、ゆっくりと寝ね心ごこ地ちの良いベッドで眠ねむっていた事と、満まん足ぞくな食事のお陰かげで、彼の体力は順調に回かい復ふくしつつあった。さすがに走ったり、刀かたなを振ふり回したりといった立ち回りをするには、まだ無む理りがあるが、歩き回る程度であればさして問題はない。


　よって──シャノンはこの屋敷を見て回る事にしたのだが、やはりアムネーゼが何ど処こに行くにも一いつ緒しよにくっついてくる。しかもシャノンの不調にようやく気付いたのか、心配そうな表情で彼に寄り添そい、身体からだを支ささえようとするのである。


「どうしたの？　エルディン、病気？　どこか痛いの？」


　シャノンの横に座すわってぴったりと身体を寄せながらアムネーゼが尋たずねてくる。


「いや……そういう訳わけではないんだが」


　肩かたや腕うでに絡からんでくる彼女の身体の柔やわらかさに、やや焦あせりながらシャノンは答えた。


「じゃあ──」


　アムネーゼはひどく不安げな表情で尋ねてくる。


「アムが何か悪い事した？　エルディンに嫌きらわれるような事、した？」


「いや、違ちがう、そんな事はない」


　今にも泣き出しそうな眼めで見つめられ、シャノンは慌あわてて言った。


　本当に扱いにくい──シャノンは内心で嘆たん息そくする。


　容よう姿しだけを見れば、アムネーゼはごくごく普通の──いや、容姿に関しては普通以上に優すぐれた──娘むすめである。その姿すがたは一点の非の打ち所もない程ほど、清せい楚そかつ可か憐れんだ。


　単純な容姿という点では彼の双ふた子ごの姉や妹もかなりのものだが、彼女たちにはない、ある種の儚はかなさがこの娘にはある。ひどく繊せん細さいな芸術品のように──ひどく脆もろいが、その脆さそのものが美しさに昇しよう華かされているのだ。大たい抵ていの男なら無条件で『守ってやりたい』と思うだろう。


　しかし。


　同時にシャノンはこの娘にある種の歪ゆがみを感じずにはおれない。


　幼よう児じ退たい行こうだけではない。なんというか──このアムネーゼという娘にはエルディナンドという人物の占しめる部分が大きすぎるのだ。


　何をするにもエルディナンドが優ゆう先せん。考える事は全すべてエルディナンドについて。行動は全てエルディナンドの為ため。エルディナンドの意志を尊そん重ちようするというよりも──全ての価か値ち基き準じゆん、思し考こうがエルディナンドを中心に動いている。


　シャノンが知る限り、アムネーゼが自みずから口にする言葉は全てエルディナンド絡がらみであり、彼女がそれ以外の事を語った事はない。ない様ように思う。


　彼女の頭の中はエルディナンド一色なのだ。


　エルディナンドの側そばに居いる──それ以外、彼女は何も望んでいない。彼女の言動の全てはそれを前提にして組み立てられているのが分わかる。


　無論、そこまで慕したっているからこそ、アムネーゼはエルディナンドの訃ふ報ほうを耳にして、壊こわれてしまったのだろう。


　だが──


「……ん？」


　何となくいたたまれないような気分になって、シャノンはアムネーゼから視し線せんを逸そらし──代かわりに、改あらためてこの居い間まの内ない装そうを観かん察さつしてみた。


　いかにも貴き族ぞくの別べつ荘そうらしく、壁かべには鎧よろいや剣けん、槍やり、あるいは弩ゆみといった武ぶ器きが飾かざられている。視線を転じれば別の壁──それもかなり上じよう方ほうには、何やら大きな肖しよう像ぞう画がが何枚も飾られていた。


　絵の中の衣い装しようからして、恐おそらく歴れき代だいのノリンコット子し爵しやくやその家族だろう。多少の誇こ張ちようはあるのだろうが、男はいずれも威い風ふう堂どう々どうとした姿に、女は清せい楚そかつ上じよう品ひんな姿に描えがかれ、幾いくつもの顔が、連れん綿めんと続いてきた歴史の重みと共ともにシャノンを見み下おろしている。


「…………」


　何となく──娘の連つれてきた恋こい人びとを値ね踏ぶみする親の視線を受けているような気になって、シャノンは落ち着かない。


　右に左にと彷徨さまよわせた視線が……一つの妙みような肖像画の所で止まった。


「──うん？」


　その肖像画は一部を漆しつ黒こくの色に覆おおわれていた。


　シャノンから見て右側の部分が乱らん雑ざつな筆ふで遣づかいで黒く塗ぬり潰つぶされているのだ。掛かけてある位置からすれば、どうやら先代のノリンコット子爵──つまりはアムネーゼの父と母を描いた肖像画らしいのだが、無ぶ事じに残された部分に描かれているのは子爵本人だけだった。


　恐おそらく子爵の妻つま──アムネーゼの母親の部分を塗り潰してあるのだろう。


「…………」


　シャノンはアムネーゼを振ふり返った。


　きょとんとした表情でアムネーゼはシャノンの顔を見ている。


　肖像画の事を聞こうとして──シャノンは思い留とどまった。わざわざ塗り潰されたアムネーゼの母親の姿。そこにどんな意味があるのかシャノンには分からないが、決して愉たのしい経けい緯いでそうなった訳わけではない事こと位くらい、彼にも想像がついた。


　アムネーゼ。


　この娘はシャノンの想像以上に過か酷こくな何かに晒さらされてきたのかもしれない。誰だれかにすがって生きる事しかできなくなるほど、何かに叩たたきのめされてきたのかもしれない。


　しかし──


「そ、そういえばキンヴァースは？」


　陰いん鬱うつな気持ちになりかけたシャノンは、自分自身の気分転てん換かんの意味も込こめてそう尋たずねてみる。アムネーゼも話題が変わった事で不安が和やわらいだのか、表情を緩ゆるめて言った。


「キンヴァースなら、お買い物」


（あの執しつ事じのおっさんも大変だな……）


　内心で苦く笑しようしながらシャノンは思う。


　現在、この屋や敷しきに残っているのは、シャノンをのぞけばアムネーゼとキンヴァース執事だけである。他の使用人は全すべて暇ひまを出されたそうだ。


　理由は二つ。一つは余よ計けいな費用がかさむのを避さけるため、もう一つはこれ以上アムネーゼの精せい神しん状じよう態たいについての噂うわさが街まちに流れるのを防ふせぐためだとか。


　ただでさえアムネーゼが正しよう気きでない事は街の人間に知られているのだ。中ちゆう途と半はん端ぱな心こころ構がまえの使用人などを使おうものなら、そこからどれだけ無む責せき任にんな噂うわさが出るか、分かったものではない。


　だがそのせいでキンヴァース執事はアムネーゼの身の回りの世せ話わと屋敷の管かん理りのほとんどを一人でこなさなければならないのだ。本人はただ黙もく々もくとその仕事をこなしている様ようだが、それが途と方ほうもない仕事量である事はシャノンにも分かる。


　もっとも……いつもの無表情のまま、執事の衣い装しようの上からエプロンを帯おびて台所に立つキンヴァース執事の姿などを想像すると、不ふ謹きん慎しんながらも大たい層そう愉ゆ快かいな気分になれるのだが。


（しかし間まが抜ぬけてるんだか、信用されてるんだか……）


　大事な『お嬢じよう様さま』を素す性じようも確かく認にんしていない余よ所そ者ものと二人だけにして出かけてしまうのは、どうにも不用心な気がする。短い間にシャノンの人となりを見抜いて信用しているのか、あるいは単に不ふ埒らちな行こう為いに及およぶだけの体力がないと、たかをくくっているだけなのかもしれないが。


　シャノンがそんな事を考えていると──


「──ん？」


　ふと気け配はいを感じる。同時に屋敷の玄げん関かんに設せつ置ちされているベルが鳴なった。


「誰か来たか──」


　キンヴァース執事ではなかろう。彼ならベルを鳴らしたりせずに、そのまま鍵かぎを開けて入ってくる。


「お客様？」


　そう言ってアムネーゼが立ち上がる。


「アムが見てくるよ。エルディンはここで休んでて」


　そう言ってアムネーゼは立ち上がると、玄関の方へと歩いてゆく。


「あ、おい──つつ」


　自分も立ち上がろうとして、シャノンは顔をしかめた。


　座すわる者が深く身体からだを沈しずめるような構こう造ぞうのソファは、確たしかに座り心ごこ地ちはいいのだが、立ち上がる際には普ふ通つうの椅い子すよりも腹ふつ筋きんや膝ひざへの負ふ担たんがかかる。反射的に手で横腹を押さえて傷きずが開いていないのを確認しつつ、シャノンは両手を使って引きずるようにして自分の身体を立たせた。


　傍はた目めから見れば腰こしを痛めた年寄りそっくりである。


「くそ、情なさけない……」


　そうこうしている内にアムネーゼはさっさと居い間まから出ていってしまった。


　後を追うべきかどうか──一いつ瞬しゆんシャノンは思し案あんする。


　自分がこの屋敷に居いる事は、恐おそらくアムネーゼとキンヴァースしか知るまい。


　下へ手たに出ていって訪ほう問もん者しやに『お前は誰か』とアムネーゼの前で尋たずねられたら、ややこしい事になる。それこそアムネーゼと同年代の男が同じ屋敷に居るとなると……どれだけ下げ卑びた噂うわさが流れるか分かったものではない。


　だがその一いつ方ぽうで、幼よう児じ退たい行こうを起こしたままのアムネーゼを人前に晒さらすのは、やはり色々な意味で好このましくはないだろう。


「やっぱり止めるか」


　呟つぶやいてシャノンは歩き出す。


　軽い立ちくらみを起こすが、歩けない程ほどではない。彼は壁かべに手をついて身体を支ささえながら、アムネーゼの後を追った。








　間ま抜ぬけな事に──シャノンは迷まよってしまった。


　元々城じよう塞さいというものは敵てきの侵しん入にゆうを受けた場合を想定して、複ふく雑ざつな構こう造ぞうになっている。一気に中心部まで攻せめ込こまれないための用心だ。


　改かい装そうしてあるとはいえ、ノリンコット邸ていの内部構造にも、その複雑さが残っている。一度案内してもらってある程度は把は握あくしたつもりになっていたが、いざ一人で歩いてみると、細こまかい道みち筋すじの区別が付かない。


　結局、彼がノリンコット邸の玄げん関かんにたどり着ついた時、既すでにアムネーゼは訪問者と顔を合わせた後であった。


　正しよう門めん玄関脇わきに設もうけられた通用口──開かれたその扉とびらの向こうに、二人組の男の人ひと影かげが見えた。逆ぎやつ光こう気ぎ味みのせいで顔立ちまでは判然としないが、どうも鮮あざやかな黄色の服を揃そろって着き込こんでいる様ようだ。


「…………」


　とりあえず男達の注意はアムネーゼに向いている。


　シャノンは黙だまって柱の陰かげに身を潜ひそめた。アムネーゼがいきなり奇き矯きような行動に出れば止める積つもりだが、そうでない限りは男達の眼めにつく場所には出ていかない方がいいだろう。


　だが──


「あの、その──」


　早さつ速そくアムネーゼは困こん惑わくしている様よう子すである。


「ですがね、お嬢じようさん。現に返へん済さい期き日じつは過ぎてるし、いつまでも借かりっぱなしって訳わけにもいかんでしょうが」


　男達がねっとりと絡からみ付くような口く調ちようで言うのが、シャノンの所にも聞こえてきた。借しやつ金きん云うん々ぬんの単語も聞こえてくる事からして、キンヴァース執しつ事じの言っていた、ホーナディ商会の人間だろう。支払いの督とく促そくに来ているらしい。


「でも、あの──」


「利り子しは払ってる、なんてあの執事は言いますがね。利子は利子ですよ。現に先代のノリンコット子し爵しやくがエスティアインの建けん設せつに際して借りた金はまるまる残ってます。大だい体たい、元々あちこちに分ぶん散さんしていた債さい権けんのほとんどをホーナディ商会が持ってるのは、どうしてだかお分かりになってるんですかね？　他の債権者達が回かい収しゆうの見込みがないからと、債さい券けん証しよう書しよを売りに出してきたからですぜ？　本ほん来らいならとっくにお嬢さん達はここから立ち退のいていてしかるべきなんですよ。それをうちの会長が情なさけを掛かけて差し上げているだけの事です。だがそれを当然と思われては困こまりますなあ」


「あの……その──」


「せめて家か財ざい道具を全部売り払ってこの屋敷を明あけ渡してもらいますぜ。それでも返済にはほど遠いですけどね」


「う…………」


　おろおろするアムネーゼの声が聞こえてくる。


　今まではキンヴァース執事が彼等の応対をしていたのであろう。アムネーゼはどうしていいか分からず、ただ泣き出しそうな表情で男達を交こう互ごに見やるばかりだった。


　多分、彼等がキンヴァース執事の留る守す中にやってきたのも偶ぐう然ぜんではない。幼よう児じ退たい行こうを起こしているアムネーゼにとって、ホーナディ商会の取り立て人達は『怖こわいおじさん』だ。内容が理り解かいできていようといまいと、強気でまくし立てられれば、萎い縮しゆくするしかない。


　こうやってアムネーゼを追い詰つめ、自みずからノリンコット子爵家という持じ参さん金きん付きでホーナディ家に嫁とついでくるまで、彼等はこれを続ける積つもりなのだ。


（しかし俺が出ていっても何の解決にもならんしな──いや、かえって悪化するか）


　もしアムネーゼの側そばに若い男が居いると知れば、ホーナディ商会がやり方をより強ごう引いんなものに切り替かえる可能性がある。


　顔をしかめながらも、シャノンは我が慢まんして柱の陰でアムネーゼと男達の会話を聞いていた。所しよ詮せん、口でいくら彼女を怯おびえさせても、この場限りでは意味がない。


　さすがに婚こん姻いん承しよう諾だく書しよや権けん利り譲じよう渡と書しよ面めんのようなものを持ち出して、彼女にサインさせようとするのなら、出ていって止めねばならないだろうが……


　などとシャノンが考えていると。


「何をしているのですかっ！」


　低く重いが、同時に毅き然ぜんとした鋭するどい声が彼等の会話に割わり込こんできた。


「お嬢様はお身体からだの調子が優すぐれぬ故ゆえ、お話は全すべて私を通していただくと、申し上げておいた筈はずですが？」


　ちらりと玄げん関かんをのぞくと、帰ってきたらしいキンヴァース執事の姿すがたが在ある。


　彼の格かつ好こうを見てシャノンはその場で転てん倒とうしそうになった。


　基本はいつもの典てん型けい的てきな執事の姿──なのだが、何な故ぜかエプロンなど締しめて、右手には買い物用のバスケットを提さげ、頭にも三さん角かく巾きんを巻いている。どこぞのおばちゃんめいた装そう備びと、執事本来の格かつ好こうが、絶ぜつ妙みような違い和わ感かんを醸かもし出していた。
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　それはともかく。


「なんだよ。もう帰ってきやがったのかよ」


　いきなり言葉遣づかいを変えて──というか、こちらが地なのだろう──男達がキンヴァース執事に向き直る。さすがにキンヴァースの格好を見て二人とも吹ふき出し掛けた様ようだが、それでも何とか堪こらえ、二人は凄すごんで見せた。


「俺達はなあ、借しやつ金きんをしてるノリンコット家の代表と喋しやべってんだよ」


「おめえじゃ話にならねーんだよ。使用人風ふ情ぜいが出しゃばってくんな」


　だがキンヴァース執事は一歩も退ひかず、毅き然ぜんとした口く調ちようで言い放はなった。


「使用人風情とは笑しよう止しな。それを申せば貴方あなた達も同じではないですか。話にならないとはこちらの台詞せりふ、どうぞお引き取りください」


「なんだと、こら？　愉ゆ快かいな格好しやがって」


　男の一人が表情を険けわしくさせてキンヴァース執事に詰つめ寄り、その胸むねを押す。


「じじいが偉えらそうに吠ほえてんじゃねえよ！　引っ込んでろ！　そっちのお嬢さんには無む茶ちやすんなって言われてるけどな。てめえに関してはなんにも言われてねえんだからよ。何だったら痛い目みて──てててえええっ!?」


　男の一人が悲ひ鳴めいを上げる。キンヴァース執事が、自分の胸を突ついてきた男の掌てのひらを取り、逆ぎやく関かん節せつ気ぎ味みにひねり上げたのだ。


「痛い目ですか。ほほう。この執事のクレちゃんに向かってそのような事を言うとは。はてさて、痛い目を見るのはどちらですかな？」


　男の手を離はなし、すっと何かの構かまえを取るキンヴァース執事。


　体の向きは半はん身み──敵てきに対して斜ななめに。足を開き、腰こしを低く低く落とし、左手は前に、右手は顔と胸を護まもるかのように脇わきを締しめて。だが共ともに拳こぶしは握にぎらない。


　ある種の格かく闘とう術じゆつ──拳けん法ぽうか、あるいはそれに類する技術の心こころ得えでもあるのだろうか。構えそのものは、シャノンの眼から見てもなかなかに隙すきがない。拳を握っていないのは、拳けん打だで戦たたかう格闘術ではないからだろう。指の開き方からすれば、掌しよう打だを使うのではなく、絞しめ技わざや投げ技が主体の体たい系けいらしいと分かるが……右手の構え位置を見る限り、相手の拳打や凶きよう器きによる攻こう撃げきをも想そう定ていした構えに見える。


　拳法そのものはシャノンも専せん門もんではないので、どこまで『本物』なのかは分からないのだが──少なくとも競きよう技ぎ内で同種の技を使う敵とやりあう事だけでなく、実戦で、異い種しゆの格闘術と対する事を想定した構えである事は間ま違ちがいない。


「て、てめえっ!?」


　男達が色めきたって身構える。体力だけが自じ慢まんの素人しろうとでもキンヴァース執事の構えには、何かただならぬものを感じたのだろう。


　だが──


「むう──不ふ覚かく」


　そう声を上げたのは他ほかならぬキンヴァース執事だ。


　彼はびしりと構えを決めたまま──額ひたいに冷ひや汗あせの珠たまを浮うかべて言った。


「……久ひさしぶりに構えたら、腰こしに来ましたぞ。腰に。ぐきっと」


「だあああああああああ」


　柱の陰で声を漏もらしながら脱だつ力りよくするシャノン。


「──誰だっ!?」


　男達が殺さつ気き立だった声を上げる。さすがにばれてしまったらしい。


　仕し方かたなくシャノンは柱の陰から歩あゆみ出た。


「なんだ、てめえは──」


「その子の……婚こん約やく者しやだよ」


　意外とその言葉は抵てい抗こうなく出たが──同時に、踏ふみ出してはいけない一歩を踏み出してしまったような気がした。こちらを振ふり返ったアムネーゼが、ぱっと表情を輝かがやかせるのを見てしまったからである。


「おおっ……！」


　キンヴァース執事も構えをとって固まったまま──どうやら動けないらしい──どことなく嬉うれしそうに声を上げる。


「何を訳わけのわかんねえ事言ってやがる、てめえは──」


　言いかけて、その男の言葉が止まった。


　視し界かいの中に突とつ然ぜん出しゆつ現げんした異い物ぶつ。


　それが歩み寄ってきた目の前の青年──シャノンが突つきつけた人差し指の先端なのだと気付くのに、その男は幾いくばくかの時間を要した。


「──え？」


　顔を指さす、などという生なま易やさしい距きよ離りではない。男はその指先が自分の瞼まぶたに触ふれているのに気付いた。ほんの少し身体からだを前後に揺ゆらすだけでも、シャノンの指は男の見開かれたままの眼に突き入れられるだろう。


　一いつ瞬しゆんで間合いを詰つめ、相手との距離を髪かみの毛一本分の誤ご差さも許ゆるさずに見切り、それに従したがい精せい密みつに腕うでを突き出す。動きそのものは単純極きわまりないが、それがいかに並なみはずれた技わざである事か。


「あ……くっ──！」


　戦せん慄りつを押し殺して慌あわてて後こう方ほうに下がる男。


　だが真の恐きよう怖ふはそれからの事だった。


　指が小さくならない。遠ざからないのだ。自分が動かなかったのか、と男が錯さつ覚かくした程ほどに──まるで元から一つの物体であるかのように、男の眼とシャノンの指先の距離が変化しない。


「ば、ば、ばかな……」


　恐怖に震ふるえる男の眼がん球きゆうと、シャノンの指先と──その間には文字通り薄うす紙がみ一枚が通り抜ぬけられるかどうか、といった空くう間かんしかない。接せつ触しよくはしていないが、触れているも同然だ。


　男は結局三歩後こう退たいし、しかし指と眼の相そう対たい位置は全まつたく変化しなかった。


　常じよう人じんには信じられない程の精密な見切りである。シャノンは相手の微び妙みような筋きん肉にくの動きや、気け配はいの変化から、行動の先を読み、その動きに瞬時に合わせて踏ふみ込こんだのだ。


「悪いが帰ってくれないか」


　シャノンは物もの憂うげに言った。


「実は、少し身体の調子が悪くてな。次は上う手まく寸すん前ぜんで止める自信がないんだよ」


「…………」


　男は凍こおり付いたように動かない。相あい棒ぼうらしいもう一人も驚おどろきに動きを止めていた。


　自分達とは桁けた違ちがいの実力というものを思い知ったのだろう。逃にげても逃げても指が追ってくる。シャノンにその気があれば、男は瞬時に眼球をえぐり出されていた筈はずだ。


「わ……分かった、帰る！　帰るからその指をどけろっ！」


　男が悲ひ鳴めいのような声でそう叫さけぶのを待って、シャノンは手を下おろした。


「く……てめえ……覚おぼえてろよ……！」


　指を突きつけられていた男は、そう言い残して早足にその場を去った。相棒も慌あわてて彼の後を追う。


　彼等の姿すがたが見えなくなるまでシャノンはその場に立ちつくし──そして溜ため息をつくとその身を揺ゆらせた。


「エルディン!?」


　慌ててアムネーゼが駆かけ寄る。だが先にシャノンは玄げん関かんの扉とびらにつかまって、倒たおれそうになる身体を何とか支ささえた。腹部からせり上がってくる痛みを呼こ気きに載のせて逃がそうとするかのように、シャノンは長い長い溜め息を吐つく。


　正しよう直じき、あそこで相手がひいてくれなければシャノンに次の手を打つ余よ裕ゆうは無なかった。


　普通の体調であればぶん殴なぐった方が早い。まともに格かく闘とうをする体力は無かったので、ああいう脅おどしをかけて引かせた訳わけだが──


「いや、お見み事ごと。このクレザント・キンヴァース、感かん服ぷくいたしました」


　いつの間まにかしゃっきりと背せ筋すじを伸のばして常じよう態たいに復ふつ帰きしていたキンヴァース執しつ事じが、至し極ごく生き真ま面じ目めな表情で言ってくる。


「しかしまだご無む理りはいけません。ささ、お部へ屋やへお戻もどりください」


　そう言ってキンヴァースが、アムネーゼに代かわってシャノンを支える。ほんの一分前にはぎっくり腰ごしになって動けなかったとは思えない位くらいに、きびきびした動きである。


「……ご協力、感かん謝しやします、シャノン殿どの」


　キンヴァース執事が小声で囁ささやいてくる。


「……わざとだろう？」


　シャノンは黙だまって鉄てつ面めん皮ぴの執事を睨にらみ付けた。


「はて、何の事です？」


　すっとぼけた口く調ちようで──やはり生真面目な鉄面皮のまま、キンヴァース執事は言った。




　第三章　再会







　パシフィカ達がホーナディ邸ていに一いつ泊ぱくした翌よく日じつの朝。


　ドレン達は彼女ら──正確には呼よび出されたのはラクウェルだけだが──を昨日きのうと同じ応おう接せつ間まに呼び出し、開かい口こう一いち番ばんにこう言った。


「仕事をしてみる気はないかね？」


「仕事──ですか？」


　ラクウェルが小さく首を傾かしげて言う。


　彼女の横にはパシフィカとユイリンも並ならんで座すわっているのだが、ドレンの眼めは彼女らの方を見向きもしない。


　自分の背はい後ごに並んでいる男達やメイド達を、自分の『付ふ属ぞく物ぶつ』の様ように考えているような節ふしがこの男の言動には窺うかがえるが──ドレンにとっては、パシフィカもユイリンもラクウェルという存在にくっついたオマケに見えているのだろう。


「情じよう報ほう網もうを使って君きみの弟おとうとを捜さがす事の対価と考えて欲ほしい。まずあり得えないとは思うが、愚おろかにも君が私の誘さそいを断ことわった場合、こちらとしては無む駄だ骨ぼねに終わってしまうのでね。ただ働きはいかん、ただ働きは」


「はあ……」


　ラクウェルが曖あい昧まいに頷うなずいた。いかにも強ごう欲よくな人間の言いそうな事ではある。


「……情報網情報網って、まだ全然見つかってない癖くせに」


　パシフィカがそう呟つぶやくが──ドレンには届とどかなかったらしい。彼は気き取どった仕し草ぐさで腕うでを組みながら続けた。


「それに私としては、君の実力に対する保ほ証しようが欲しいのだよ。世の中には自分を魔ま導どう士しと偽いつわって私のような成功者に取り入ろうとする詐さ欺ぎ師しも多いのでね」


　自分で引ひっ張ぱってきておいて、ひどい言いぐさだが──考えてみれば、ラクウェルはドレンの見ている前で魔法を使った訳わけではない。あくまでドレンが見たのは、ラクウェルの魔法を喰くらって痙けい攣れんする自分の部下──アンドレの姿すがただけだ。


　アンドレにした所で、魔法が起き動どうする様さまを子し細さいに眺ながめていた訳ではなかろう。


「仕事の内容によりますが」


　ラクウェルがのんびりと言う。


「実は街まちの北側の郊こう外がいにここの領りよう主しゆの別べつ荘そう──いや、屋や敷しきがあってな」


　言いながらドレンが指を鳴ならす。


　背はい後ごに控ひかえていたアンドレが、さっと寄ってきてエスティアインの街の地図をテーブルの上に広げた。


「ここだ。うちが金を貸かしておるのだが、全まつたく返そうとしない。返へん済さい期き限げんはもうとっくに来てるんだがね。かくして何度も返済をお願いしに行ったわけだが……何やら向こうは用よう心じん棒ぼうを雇やとったらしく、乱らん暴ぼうされてうちの使用人が帰ってきたそうだ」


「乱暴、ですか」


　ラクウェルがアンドレや他の男達を眺めた。


　彼等の場合、どちらかというと乱暴される方ではなくて、する方に見える。無論、この男達が取り立てに行ったとは限らないのだが。


「踏ふみ倒たおすつもりなのだろうな。全く……莫ばく大だいな借しやつ金きんをしておきながら盗ぬす人つと猛たけ々だけしいとはこの事だよ。なので、こっちとしても少々手て荒あらな手しゆ段だんをとらざるを得えない、という事になった訳だが……」


　言葉面づらだけを見ているとドレンは現げん状じようを憂うれいている様ように見えるが、どう見てもその口く調ちようは楽しげだ。むしろその瞬しゆん間かんを待ちわびていたかのような喜き悦えつがその声や表情に垣かい間ま見みる事ができる。


「実質的にはこの者達にやらせる積つもりだがね──帰ってきた者から話を聞くと、その用心棒、かなり腕うでが立つらしい。そこで君に一いつ緒しよに行ってもらって、手こずる様ならば魔法の腕を活用してもらおう、という訳だ」


「でも──相手は領主様なのでしょう？」


「名めい目もくだけのな」


　鼻はなで笑いながらドレンが言う。


「爵しやく位いがあるというだけの貧びん乏ぼう人にんさ。実権はとっくに我わがホーナディ商会のものだ。実際、親しん戚せき筋すじからも見み放はなされ、屋や敷しきにいるのは娘むすめが一人と執しつ事じが一人だけでね。今はそれに用心棒が加わったらしいが、体てい裁さいを慮おもんぱかってか、娘の『婚こん約やく者しや』という事になっているらしい」


「婚約者……？」


　体裁を繕つくろうための言い訳にしては妙みような印いん象しようだが、それを指し摘てきできるほどラクウェルも領主とホーナディ商会の間の事情に精せい通つうしている訳ではない。


「用心棒を雇やとう様な金があるなら、少しでも返すのが人としての道だとは思わないかね？」


　呆あきれた、といった様よう子すでドレンが肩を竦すくめてみせる。


「だからといってその『用心棒』を殺せとか言うんじゃないでしょうね」


　パシフィカが横から口を挟はさむ。


　ドレンは一いつ瞬しゆん、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめた。ラクウェルの付ふ属ぞく品ひん風ふ情ぜいが一人前に口を挟はさんでくるのが気に入らない──といった所なのだろう。


　彼はパシフィカではなくあくまでラクウェルの方を向いたまま、答えた。


「先ほども言った様に、実際の作業はこの男達がする。君は脅おどしてみせるだけで結けつ構こうだ。腕うでっ節ぷし自じ慢まんの筋きん肉にく馬ば鹿かには、百人で押し掛かけるよりも魔法攻撃を一発かまして見せる方が効こう果か的てきだろう」


「それはそうかもしれませんが」


「その用心棒は無論だが、残ってる執事というのもまた頑がん固こでね。こっちが色々と温おん情じよう的てきな提案をしてやっても、首を縦たてに振ふらないのだよ」


「執事さんは関係ないのでは？」


　ホーナディ商会の提案はあくまで娘──ノリンコット子爵家当とう主しゆ代だい行こう役の娘に対して成なされるものである。執事が首を縦に振る振らないは問題ではない筈はずだ。


「その爵位継けい承しよう権けんを持っている娘は、かなりの美人なんだが、ここが、これでね」


　ドレンは頭の傍かたわらでくるくると一本立てた人差し指を回して見せた。


「実質的にノリンコット子爵家を取り仕し切きってるのは執事の方という訳だ。ちなみに温情的な提案というのは──その娘を私の妻つまに迎むかえてやろうという、話だが」


「……なっ!?」


　驚おどろいて声を出したのはパシフィカだけだった。ラクウェルは無論、ユイリンも特に驚く様子を見せない所を見ると、二人とも既すでに予想済ずみの答えだったらしい。


「ふふん。驚くのも無む理りないだろうがな。何しろ、コレを妻に迎えようというんだ」


　そう言ってドレンはもう一度頭の横で指を回す。無論、パシフィカが驚いたのは自分の提案を『温情』などと称する彼の厚あつかましい発想の方だが、ドレンは勝かつ手てに勘かん違ちがいしているらしい。


「当然、結婚と言っても建たて前まえ上のものに過ぎない。ホーナディ家が貴き族ぞく社会に食い込むためのね」


　まるでよく出で来きた作品を自慢するかのように、ドレンは得とく意いげな表情を見せている。自分の頭の良さを誇ほこっている積つもりなのかもしれない。


「え、えげつなー……」


　パシフィカが呻うめくように言う。


　だがドレンはさして気にした様子もなく、笑いながら立ち上がる。単に言われ慣なれているのか、それとも彼にはそれが賞しよう賛さんの言葉に聞こえているのかは、分からないが。


「私は仕事があるので同行できないが──このアンドレと、他に数人が同行する」


　そう言ってドレンは背はい後ごに立つ男達の中から一人を選んで指さした。一番最初にパシフィカに絡からんできた、あの男だ。


　アンドレが睨にらむ様ような眼めをパシフィカ達に据すえたまま、小さく会え釈しやくする。


「出発は一時間ほど後だ。用意しておいてくれたまえ」


「分かりました。ところで弟の行ゆく方えに関しては何か情じよう報ほうが入ってきましたか？」


　ラクウェルの言葉に、今から立ち去りかけていたドレンは立ち止まって振り返る。


「今のところは入ってきていないな。それなりに特とく徴ちよう的てきなので、見かけたら誰だれかが覚おぼえていそうなものだが……街まちの中に居いない可能性が高いな。あるいは、君に聞いたのとは別の格かつ好こうをしている可能性もある」


　ラクウェルは、シャノンの年ねん齢れい、背格好を詳しよう細さいに記しるした紙面をドレンに渡している。


　しかし黒くろ髪かみ黒こく瞳どうそのものは珍めずらしくない──特に西せい方ほう寄りのこの地方では──し、特とく筆ひつするような個性が顔立ちにある訳でもない。


　シャノンは端たん整せいな顔立ちをしているが、端整とは即すなわち、偏かたよりがないという事である。整ととのった顔立ちの人間ほど、人間全体の平へい均きん値ちの様な顔立ちになって行き、特徴が失われてしまうものだ。


　故ゆえに、シャノン探さがしの要点は『ここ三日ほどの間に新しん参ざんの流れ者を見なかったか』という事になってくる。その上で、髪や眼の色、持ち歩いている筈はずの刀かたな、着きている筈の衣い装しようなどからシャノン本人と確かく認にんさせる事になるのだが──


「無論、引き続き調べさせるがね」


「お願いします」


　ラクウェルが一いち礼れいするのを見て満まん足ぞくげに頷うなずくと、ホーナディ商会の主あるじは今度こそ居い間まを出ていった。ぞろぞろとアンドレ達やメイド達もその後に続く。


　彼等の足音が十じゆう分ぶんに遠ざかってしまうのを待ってから、パシフィカは姉を振り返った。


「どうするの、ラクウェル姉？」


「そうねえ」


　ラクウェルは首を傾かしげて言う。


「あまり気は進まないけど……どうせ街の北側には行ってみる積つもりだったから」


「そうなの？」


「魔法探たん知ちの範はん囲いを広げようと思ってたから。東西南北、移動して〈楽園アスガルド〉を起き動どうすればそれだけで捜そう索さく範囲は三倍ほどになるし」


　魔法は基本的に魔ま導どう士しの周しゆう囲いにその効果の基き点てんを設せつ定ていせねばならない。多少の調ちよう整せいは無論可能だが、魔導士が移動せずにその基点──〈楽園アスガルト〉の場合は探知範囲の中心点──をあまり大きく動かす事は出で来きないのである。


「それなら、まあ──ついでかなあ」


「脅おどかすだけでいいっていうなら誰も傷きずつかないでしょうし」


　そう言って笑うと、ラクウェルもソファから立ち上がった。








　シャノンがノリンコット邸ていで目覚めてから二日と半日が過ぎていた。


　簡かん単たんな昼ちゆう食しよくを採とった後、アムネーゼが手洗いに席を立った際、シャノンはキンヴァース執しつ事じにパシフィカ、ラクウェルの捜索状じよう況きようを尋たずねてみた。昨日きのうの夕方と今け朝さと、二回キンヴァース執事はエスティアインの街に出かけており、その際にパシフィカ達の行ゆく方えを探さぐっていた筈はずなのだが──


「まだ……見つかりません。申し訳わけない」


　そう言ってキンヴァース執事は頭を下げた。


　ちなみにキンヴァース執事は昨日の時点で既すでにシャノン達の野や営えい地ちに残されていた『エスティアインの街に行く』という一文メツセージは発見している。パシフィカとラクウェルがエスティアインの街に居いるのは間ま違ちがいないだろう。


　だが、やはり一人の人間が一日で隅すみから隅まで探さがせるほど、エスティアインの街は小さくない。交こう易えき都市という事もあって人の出入りも激はげしいし、宿屋や、馬ば車しやを置いておけるような広場、駐ちゆう車しや場じようの類たぐいは幾いくつもある。


「……そうですか」


　シャノンは短く溜ため息をつく。


「俺おれも明あ日すは探しに出た方がいいかもしれませんね」


「それは──しかしお嬢じよう様さまが」


「なあに？　アムがどうかしたの？」


　丁ちよう度ど戻もどってきたアムネーゼが、尋たずねながらシャノンの横に座すわる。シャノンは曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かすと、キンヴァース執事に向き直って話を続けた。


「半日だけでも俺が動けるなら、少しは違うはずです」


「それはそうですが──」


「アム。アムはお留る守す番ばん、できるかい？」


　シャノンはアムネーゼに視し線せんを戻して尋ねる。


「お留守番？」


　意味を味わうようにその言葉を舌したの上で転ころがすアムネーゼ。


　だが次の瞬しゆん間かん、彼女は表情を強こわ張ばらせてシャノンの手を握にぎった。


「どこかに行くの？　エルディン、どこかに行くの？」


「いや、遠くに行く訳わけではなくて。街に出るだけだ」


　そうシャノンが答えると、すがるような瞳ひとみで彼女はシャノンの顔を見ながら、手を握り締める力を強くする。


「だったら、アムも一いつ緒しよに行く」


「いや、それは……駄だ目めだよ」


　まさかこんな状じよう態たいのアムネーゼを連つれて街まち中なかを歩くわけにも行くまい。


「でも、でも──」


「わがまま言わないで。アムはえらい子だからお留守番位くらい──」


　何なに気げなく出る言葉。


　だが。


　アムネーゼは弾はじかれたように身をシャノンから離はなした。


「え？」


　思っても見なかった過か敏びんな反はん応のうに、シャノンは思わず困こん惑わくの声を漏もらす。


　呆ぼう然ぜんと見つめる彼の目の前でアムネーゼの表情が大きく歪ゆがんだ。見る見るうちにその翡ひ翠すい色いろの両目に涙なみだの粒つぶが盛もり上がり、そして流れ落ちる。


「ごめんなさい、ごめんなさい」


　唐とう突とつに──全まつたく唐突に泣き出しながらアムネーゼはシャノンに謝あやまった。


「ごめんなさい。もうしないから。だからごめんなさい。だから嫌きらわないで──」


「…………おい？」


　シャノンは眉まゆをひそめてアムネーゼを見つめる。


　例たとえ殴なぐられたとしてもこれ程ほどまでには怯おびえまい。


　アムネーゼはその翡翠色の眼めを限界まで見開いて、震ふるえながらシャノンを見つめていた。


　やはり思った通りだ。


　アムネーゼにはエルディナンドを失うしなう事──彼に嫌われてしまう事に対する、極きよく度どの恐きよう怖ふがある。だから彼に少しでも不ふ快かいや不満を与あたえまいと、ひたすら聞き分けのいい存在である事を自分に課かしているのだ。


　普ふ通つうの人間であれば軽い謝しや罪ざいの言葉一つで済すませてしまう様ような事じ態たいでも、その価か値ち観かんの全すべてをエルディナンドに依い存ぞんしているようなアムネーゼにとって、それは全てを失うかどうかの瀬せ戸と際ぎわに見えてしまうのだろう。


「アム、アムネーゼ──」


「お嬢様……！」


　シャノンとキンヴァース執しつ事じの声に、再ふたたびびくりと改あらためて身をすくませ、アムネーゼはその場にへたり込こんでしまった。


「いや……いやあ……」


　シャノンとキンヴァース執事が呆ぼう然ぜんと見守る中──まさしく幼よう児じのように見み栄えも体てい裁さいもなく両手でだんだんと床ゆかを叩たたきながら泣きじゃくるアムネーゼ。


「お願い……お願い……いい子にするから……わがまま言わないから……アム、言われたとおりにするから……だから、だから」


　アムネーゼは嗚お咽えつの合あい間まからそう言う。


「だから……アムを棄すてないで……置いていかないで……置いていかないでよう……」


　シャノンとキンヴァース執事は顔を見合わせた。


　どうもここまで激しい反はん応のうはキンヴァース執事も初めて見るらしい。


　シャノンはアムネーゼの側そばに歩あゆみ寄ってしゃがむと、床にへたり込んで泣いている彼女を抱だき締しめた。


「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから──」


　そう言ってやると、アムネーゼは渾こん身しんの力でシャノンにしがみついてくる。抱きつくのではなく、それはむしろ溺おぼれている人間が、差し伸のべられた救すくいの腕うでにすがるかの様な動きだった。


「エルディン……アムの事嫌きらいにならないで……」


「ならないよ」


　そっと囁ささやいてやる。だがそれだけでは安心しきれないらしく、なおもアムネーゼはしゃくり上げながら譫うわ言ごとのような言葉を繰くり返していた。


「お願い……いい子にするから……わがまま言わないから……エルディン、アムを嫌いにならないで……アムを棄てないで……お願い……」


「……嫌いにならないよ。棄てたりもしないよ」


　泣きじゃくるアムネーゼの頭を撫なでてやりながらそう繰り返すシャノン。


　しかし。


（駄だ目めだ……このままでは）


　そんな想おもいがある。


　期間限定でエルディナンド役を引き受けたものの、これはやはり間ま違ちがいだった様な気がする。アムネーゼにとってエルディナンドの存在は絶対なのだ。それは彼女の中では自分自身よりも優ゆう先せんされる何かだ。彼が彼女の価か値ち観かんの中心に在あり、彼の存在を抜ぬきにしては、まともにものを考える事さえ彼女にはできなくなっているのかもしれない。


　今はいい。今はシャノンがしくじりさえしなければ彼女は安定していられる。


　だが彼はいずれアムネーゼの側そばから立ち去る人間だ。


　その時──後に残された彼女は果はたしてどうなる？


　幼よう児じ退たい行こうを起こしたままならばまだましだ。


　一度目は幼児退行を引き起こした。ではその状態で直面する二度目の『別べつ離り』は何を引き起こすのか。今度こそ完かん膚ぷ無なきまでに彼女の心を破は壊かいしてしまうのではないだろうか。


　恐おそらくキンヴァース執事もここまでの反応を予想はしていなかったろう。


　だからこそ彼は、安あん易いにアムネーゼが誤ご解かいするままに、シャノンをエルディナンドとして彼女の側に置いたのだが──


「……わがまま言わないからあ……お願い……」


　シャノンの腕の中で、アムネーゼはなおも嗚お咽えつを続けていた。








　結局──アムネーゼが落ち着くまでに半時間かかった。


　彼女は泣き疲つかれて眠ねむってしまい、現在は自室のベッドに寝ねかされている。


　アムネーゼを自室に運んだ後、シャノンとキンヴァース執事は食堂に戻もどってきて陰いん気きな顔をつきあわせる事になった。


「困こまった──」


「確たしかに」


　頭を抱かかえるシャノンの横に立ちながら、キンヴァース執事が頷うなずく。いつもの無表情なのであまり困っている様ようにも見えないが、シャノンよりも遥はるかに長くアムネーゼの側に居いたこの執事が、困こん惑わくしていない筈はずもないだろう。


「どういう事なんだか。なんて言うか──素す直なおなのはともかく、ちょっとでも否ひ定てい的てきな言葉を口にしたり、態たい度どに出したりすると、彼女は途と端たんに怯おびえてしまう」


「お嬢じよう様さまにとってエルディナンド様は絶対です。エルディナンド様に嫌きらわれる位くらいならば、恐らく自みずからの命を絶たった方がましだとお考えになるでしょう。だからこそ、お嬢様はエルディナンド様に否定され、棄すてられてしまう事を何より恐れられます」


「やっぱりそうなんでしょうね……しかし、わからん」


　テーブルに突つっ伏ぷしてシャノンは言った。


「俺は庶しよ民みんの出だからなんですかね。そういう考え方はさっぱり分かりませんよ。うちの母親は、喧けん嘩かするとしょっちゅう魔法で親おや父じをぶっとばしてましたし。ちょっとやそっとの事で取り繕つくろいようのなくなるような関係ってのじゃないでしょう、婚こん約やく者しやとか、夫ふう婦ふってのは？　そんな、相手の出方をうかがって、相手の言葉には絶対服ふく従じゆうする様な関係ってのは──結局、相手を信用してないって事でしょうし……」


「では親子では？」


「──え？」


　唐とう突とつな話題の切り替かえに、シャノンが戸と惑まどう。


「夫婦の絆きずなとはそう簡かん単たんに壊こわれないものだと貴方あなたはおっしゃる。では親子の絆はどうですかな？」


「それならなおさら──」


　と言いかけてシャノンは口を閉とざした。


　彼は知っている。


　血は繫つながっていなくても命がけで自分の娘むすめを守った父親が居る。


　だがその反面、自分の血の繫がった娘に対して抹まつ殺さつ命めい令れいを下くだした父親も居る。


　絆。それが在あって当然のものでないという事を、シャノンは知っている。


「お嬢様のお母はは上うえは、お嬢様が六歳さいの時に行ゆく方え不明になってしまわれました。元々、他人への思いやりに欠かけると申しますか、自分勝かつ手てと申しますか──そういう傾けい向こうの強い女性ではありましたが、夫であるノリンコット子し爵しやくやお嬢様を捨すてて、ノリンコット家の家か財ざいを持ち出し、下げ男なんと駆かけ落ちをしてしまいましてな」


　シャノンは居い間まにかかっていた肖しよう像ぞう画がの事を思いだした。


　よくある話──と言い切るのは簡単だが、実際にその事じ態たいに直面した人間達にはその一言で済すませられるような事でもあるまい。


「以い来らい、アムネーゼ様は『絆』というものが壊れる事を、ひどく恐おそれられるのです。できるだけわがままを言わず、好かれるように、おとなしく、控ひかえめで、相手に不ふ快かい感かんを与あたえないように──そのように振ふる舞まってこられたのでしょうな」


「…………」


　シャノンは溜ため息をついた。


　最もつとも強きよう靭じんたるべき親子の絆。


　それがいかに脆もろいものであるかを見せつけられたアムネーゼにとって、絆とは蜘く蛛もの糸よりも細く切れ易やすいものに見えているのだろう。


　いや。もし実際に絆がそういうものだったとしても、他ほかにいくらでも選せん択たく肢しがあるのであれば、あそこまで追い詰つめられはしないはずだ。


　彼女はエルディナンドしか見ていない。エルディナンドだけを望み、エルディナンドに愛される事だけを自分の存在理由にまでしてしまっている。


　だからエルディナンドの機き嫌げんを損そこねる事をとにかく恐れるのだ。


　エルディナンドに嫌きらわれる事は、即すなわちアムネーゼ・ノリンコットという人間の死を意味するのだから。


　全すべてはエルディナンドの為ために。


　そこで彼女の思し考こうは止まってしまう。何も考えなくなってしまう。悩なやむ必要もない。分わかり易やすくて間ま違ちがいようのない、価か値ち基き準じゆんだ。


　だが……それを健けな気げとは言うまい。


　それは依い存ぞんだ。いや──精せい神しん的てきな寄き生せいと言ってもいい。


　エルディナンドという存在にすがりつく事で、悩みや苦しみから逃のがれているのだ。


　そこに相そう互ご理り解かいはない。


　ただ壁かべに描えがいた肖像画や、物言わぬ人形を相手にしているのと何ら変わりない。


　何も通じ合っていない。何も信じる事が出で来きない。恐きよう怖ふだらけの世界で、身を縮ちぢめて自分を殺し、自じ我がさえも押し込めて──出来の良い人形たらん事を自みずからに課かすだけ。


　悩む必要はない。苦しむ必要もない。


　そこには何もない。何も生まれない。何も育たない。


　思考停止が生む存在の停てい滞たい。


　彼女は永えい遠えんに一人だ。


　その想像はシャノンを居いても立ってもいられないような気持ちにさせる。


　正しよう直じき、できるだけ早く彼はパシフィカ達の元に戻もどらねば、と思う。アムネーゼとパシフィカを天てん秤びんに掛かければ、彼は間違いなくパシフィカを優ゆう先せんさせるだろう。彼が此こ処こにいても何の解決にもならない事も分かっている。


　だが。


　それでも彼はアムネーゼをあのまま此処に置き去りにする自信がなくなっていた。


　あのままでは……あまりに彼女が不ふ憫びんだ。


　その時──


「…………ん？」


　シャノンの感かん覚かくに引っかかるものがある。気け配はいだ。それも大おお勢ぜいの。


「誰だれか来ますよ。かなりの人数です──気配がする」


「ふむ？」


　キンヴァースが立ち上がり、窓まどから外を眺ながめる。


「──よくよく懲こりない連中ですな」


　その言葉でシャノンも気配の主ぬしの正しよう体たいが分わかった。


　ホーナディ商会の連中だろう。恐らく、使いに出した二人が簡かん単たんにシャノンに追い返されたので、今度は十人やそこらの人ひと手でを集めて圧あつ力りよくをかけに来たに違いない。


「刀かたな、返してくれますか」


　シャノンは椅い子すから立ち上がりながら言う。


「刃にん傷じよう沙ざ汰たは困こまりますが」


「殺しませんよ。ただ、まだ身体からだが本ほん調ちよう子しではないですからね。使い慣なれた得え物ものでもないと、さすがに複数を相手に立ち回りをするのは辛つらい」


　そう言って苦く笑しようするシャノンをキンヴァース執事はじっと厳きびしい目で見つめる。


「……そこまでしていただく義ぎ理りはありませんぞ」


「乗りかかった船です。ここで傍ぼう観かんを決め込むのも後あと味あじが悪い」


　そう言うシャノンを見つめる事、さらに数秒──キンヴァース執事はわずかに笑えみを浮うかべて言った。


「シャノン・カスール殿どの」


「なんです？　改あらたまって」


「このまま、ずっとエルディナンド様を演じてもらう訳わけにはいきますまいか」


「……何をいきなり──」


「貴方あなたになら、エルディナンド様の代かわりにアムネーゼ様をお任まかせする事ができるかと」


　……冗じよう談だんにしては笑えない。


　確たしかにアムネーゼの事を第一に考えるなら、それも一つの方法ではある。


　彼女と結婚し、ホーナディ商会から徴ちよう税ぜい権けんを取り戻もどし、エルディナンドとしてノリンコット家を継つぐ。それは確かに楽な生き方ではなかろうが──〈廃はい棄き王女〉の守しゆ護ご者しやとして無数の敵てきと命がけの戦たたかいを繰くり広げるよりは、遥はるかに安全で、穏おだやかな日々であろう。


　しかし──


「買いかぶってくださるのは嬉うれしいんですがね」


　シャノンは小さく首を振ふって言った。


「俺は駄だ目めなんですよ──アムネーゼさんみたいに『出で来きた』子は。ああいう、何でも許ゆるしてくれそうな子の側そばに居いたら、俺はなんだか、自分がいつの間まにかすごく傲ごう慢まんな人間になっていきそうな気がしてね」


「そうは思えませんが」


「たまには、俺がいい気になっている時にがつんと言ってくれるような──そういう対等な相手が側に居てくれないと、腐くさるんですよ、俺みたいな男は」


　だからシャノンは帰らなくてはならない。


　アムネーゼの様ように、全すべてを受け入れ、全てに従したがい、互たがいに依い存ぞんしながらでも不安に怯おびえる関係ではなく──ぶつかり合い、互いの我がを張り合ってでも一人の人間同士として自じ立りつし尊そん重ちようし合える関係を築きずいてきた家族の元へ。


　信じるという事を命いのち懸がけでもやり抜ぬいてくれる妹の元へ。


　全てを棄すててでも共ともに戦たたかう事を選せん択たくしてくれた姉の元へ。


「そうですか」


　無表情に──しかし深々と頷うなずくキンヴァース執事。


「御お衣い装しようと剣けんをお返しします。こちらへ」


　そう言ってキンヴァース執事は歩き出した。








　凋ちよう落らくした貴き族ぞくの屋や敷しき。


　パシフィカの目の前にあるその建たて物ものは、そんな評ひよう価かを傲ごう然ぜんと拒こばんでいるかの様ように見えた。


　ホーナディ邸ていから馬ば車しやで一時間。野や盗とうや獣けものを防ふせぐために張り巡めぐらされた市し壁へきの外側にぽつんとノリンコット子し爵しやく邸は在あった。


　聞くところによると、途と中ちゆうで見た森や川もこのノリンコット邸の敷しき地ちの内らしい。その規き模ぼの大きさはあまりに途と方ほうもなく、敷地だ、持ち物だ、と言われても実感がわかなかったのだが──改あらためてその真ん中に立つ建けん築ちく物ぶつを見ると、何となく納なつ得とくできる。


　彼女の目の前に建たっているのは──城しろとも屋敷ともつかない代しろ物ものであった。


「うわ……」


　思わず感かん嘆たんの声が出る。


　大きさはホーナディ邸と実は大差ない。大差ないのだが──


「なんか、迫はく力りよく在るね」


「元々は城じよう塞さいか何かだったみたいね」


　隣となりでのんびりとノリンコット邸を見上げながらラクウェルが言う。


　城と屋敷というものを決定的に隔へだてるのは、その構こう造ぞうに軍事的側そく面めんがあるかないかであろう。元々城というものは、持ち主である貴族王族が立てこもり、最終的に敵てきの攻こう撃げきを受け止める要よう塞さいとしての機能を大なり小なり持っている。故ゆえにその構造は庶しよ民みんの屋敷に比くらべて堅けん固ごで、高い塔とうや城じよう壁へきが備そなわっているものだ。見通しが利きくように、あるいは敵の侵しん入にゆうを阻はばむように。


　かつては貴き族ぞくの居きよ所しよといえば城であった。


　結局の所、貴族とは人民を統とう治ち者しやとして庇ひ護ごするという条件で彼等から対価として税ぜいを徴ちよう収しゆうする権利を得えている存在である。彼等は有ゆう事じの際には先頭を切って戦たたかうのが義ぎ務むであり、彼等の居所もそのために軍事的側面を備えてきたのだ。


　だが最近は平和が長いせいか、建けん造ぞう費ひと維い持じ費が莫ばく大だいな城塞を構かまえるのを『無ぶ粋すい』などと評して嫌きらい、その構造の剛ごう健けんさよりも外がい装そう内ない装そうの美しさ、生活時の利り便べん性せいを念ねん頭とうに置いて屋敷を建てる貴族も多い。


　また魔法の発達が城というものの概がい念ねんを変えつつある。軍事上の通信、あるいは索さく敵てきの主流は既すでに魔法に移りつつあり、必要以上に高い建物を造つくる必要も無なくなってきている。


　王おう都とザウエルの城のように、象しよう徴ちようとしての意味合いから今も城塞形式を採とって造られる場合もあるが、今や城というものはある種の美び意い識しきにのみ存在理由を支えられる建築物となってしまっている。


　だが、あまり大きな権けん勢せいを持たない──いわゆる弱じやく小しよう貴き族ぞく達の中には、新たに屋敷を建てるのではなく、既にある城を、そういった流行の形けい態たいに改かい装そうする者も居る。その方が金がかからないからである。


　パシフィカ達の目の前にあるこの建築物は、丁ちよう度どその一例なのだろう。


　高い壁かべや堀ほり、跳はね上げ式の門などは城の様ようだが、監かん視し用の塔はなく、城壁に本ほん来らい設もうけられるはずの小さな窓まど──そこから敵に矢を射いかけるためのものだ──や、城壁を登ってくる敵兵に向けて放はなつ石を転ころがすための溝みぞや穴あなも見あたらない。


　外見から見る限り、城と屋敷、どちらともつかない中ちゆう途と半はん端ぱな代しろ物ものである。


「はっ──貧びん乏ぼう人にんには、でかいだけの廃はい屋おくでも豪ごう勢せいに見えるらしいな」


　アンドレがパシフィカ達を振ふり返り、小こ馬ば鹿かにしたように言う。


「……その廃屋に押し入るのにこれだけ数を揃そろえてるおっさんは何なのよ」


　パシフィカの言葉にアンドレが顔をしかめる。


　アンドレの左右には、十人ほどの男達が控ひかえていた。いずれも黄色いホーナディ商会の制服を着きている上、アンドレ同様、揃って大おお柄がらでいかつい顔つきをしている。元々夜道ではあまり会いたくない類たぐいの連中であるが、これが集団となると余よ計けいに暑苦しさと威い圧あつ感かんが増ます。


　で──アンドレや男達の後うしろ、数歩離はなれた位置にパシフィカとラクウェル、そして何な故ぜか一いつ緒しよにくっついてきたユイリンが立っている訳わけであるが……


「その上ラクウェル姉まで引ひっ張ぱり出して。たった三人を脅おどすだけなんでしょう？」


　総計十四人。パシフィカとユイリンを除のぞいても十二人。たった三人しか居ない屋敷へ押し掛かけるには少々過ぎた人数と言わざるを得まい。


「ぼ──暴ぼう力りよくを使ってきたのは向こうが先なんだ。遠えん慮りよする事ぁねえ」


　自分に言い聞かせるように言って、アンドレは男達にあごをしゃくる。


　高こう利り貸がしや不動産事業をも行おこなっているホーナディ商会は、何らかのもめ事が起こった際に半なかば暴力で事を収めるための部ぶ署しよというものを持っている。普段はドレンが護ご衛えい代がわりに連つれ歩いているものの、彼等は元々その部署の構こう成せい員いんだ。商売としてみた場合、暴力は本来あまり効果的でない手しゆ段だんだが、それでしか収められない事じ態たいというものも確たしかにあるからである。


　ちなみにもしラクウェルがホーナディ商会に雇やとわれる事になれば、建たて前まえ上はその部署に所属する事になるらしいが──


「自分こそ暴力大おお安やす売うり、みたいな顔をして何を言ってんだか」


「うるせえ！　大だい体たいこれは大人おとなの仕事だ！　てめえみたいなメスガキが何を嬉うれしそうについてきてやがる？」


　正せい門もんの跳はね橋は降おりたままだ。


　さすがに三人しか居ない屋敷で跳ね橋を上げたり降ろしたりするのは効こう率りつが悪いのだろう。


　男達は勝かつ手てにその中に踏ふみ込こんでゆくと、遠えん慮りよ無なく屋敷の正しよう面めん玄げん関かんまで進み、その扉とびらを叩たたいたり蹴けったりし始めた。アンドレもパシフィカとの言い合いを切り上げて、彼等の中に混まじる。


「おらあ！　出てこい！」


　叫さけびながら扉を蹴りまくる男達。


　相当強く蹴っている様ようだが、両開きの巨大な扉は揺ゆるぎもしない。さすがは元城じよう塞さいという所だろう。隣となりには通用口らしき小さな扉も在あるが、これも鉄てつ板ぱんで補ほ強きようされた見るからに頑がん強きようそうな代しろ物もので、錆さびこそ浮ういているものの、素す手ででは到とう底てい破やぶれそうにない。


　道どう理りで今まで強きよう硬こう手段に訴うつたえられなかった訳だ。


「これで無む視し決め込まれたりしたら、一いつ生しよう懸けん命めい蹴ってる方って、かなり間ま抜ぬけよね」


「そうねー」


　そう言って頷うなずき合うパシフィカとユイリン。


「やかましいわっ！」


　聞こえたのか、アンドレが怒ど鳴なってくる。以前にそういう事があったのだろう。


　だが──


「──げっ!?」


　不ふ意いに、男達の内、通用口の前に立っていた一人が吹ふっ飛んだ。


　扉がいきなり蹴り開かれて、そこに立っていた男を叩きのめしたのである。


「ぬおっ!?」


　色めき立つ男達。


　彼等の視し線せんは、通用門から突つき出された一本の脚あしに集中していた。


「──ん？」


　パシフィカが眉まゆをひそめる。


　その脚に──ブーツに見み覚おぼえがあったからだ。


　だが彼女の中で思し考こうが明確な形を採とる前に、脚の主ぬしは悠ゆう然ぜんと建たて物ものの中から出てきた。


「おやま──」


　ユイリンが感かん心しんしたような声を上げる。


「用よう心じん棒ぼうとかいうから、なんかごっついおっさんとか想像してたけど」


　建物から出てきたのは、一ひと振ふりの剣けんを携たずさえた長身の青年だった。


　いや、正確に言えば剣ではない。一いつ般ぱん的てきに知られていなくても、少なくともパシフィカは青年の携たずさえるその武ぶ器きが刀かたなと呼よばれる代物である事を知っている。


「なかなかいい男ね。そう思わない？」


　パシフィカは無む言ごん。ラクウェルも無言。


　ユイリンが怪け訝げんそうな表情を浮かべて振り向くと、パシフィカは──そしてラクウェルまでもが呆ぼう然ぜんとその青年を眺ながめていた。


「……どしたの？」


　尋たずねるユイリン。


　しかし返事はなく、馬ば鹿かみたいに口を開いたまま、パシフィカは硬こう直ちよくしていた。








　同時に。


　屋や敷しきの玄げん関かんに出たシャノンも硬直していた。


　ホーナディ商会関係者らしき男達。彼等はどうでもいい。予想したとおりの粗そ暴ぼうそうな顔の男達が、敵てき意いをたぎらせて睨にらんでくるが、何度も職業的殺人者や特とく務む戦せん技ぎ兵へい、あるいは人じん外がいの存在と相あい対たいした事のあるシャノンにとっては、彼等の敵意など微び風ふう程度のものでしかない。


　だが──敵意をたぎらせる男達の向こう。


　そこに三人の娘むすめの姿すがたが見える。その内二人を見た瞬しゆん間かん、シャノンは身を凍こおらせてその場に立ちつくした。


「な…………」


　呻うめくようにシャノンが口走る。


「なんでだっ!?」


　そこへ──


「エルディン……！」


　その声に振り返ると──屋敷の奥から出てくるアムネーゼの姿が在あった。


　ドレスの裾すそをつまんで早足にシャノンの元にやってくると、彼女は倒たおれ込こむようにして彼の右腕うでにすがりつく。


「ア、アムネーゼ!?」


「お願い……アムを、アムを置いていかないで……！」


　そう言って彼女はシャノンの腕に身体からだ全体でしがみつく。それは彼女にしてみれば、全身でシャノンを──エルディナンドを引き留とめようとする行こう為いだったろう。


　だが──


「や、やめ──」


　アムネーゼの健けな気げな姿を見ながら──しかしシャノンの背せ筋すじに訳わけもなく悪お寒かんが走る。


　本ほん能のうが来きたるべき脅きよう威いを察していたのかもしれない。


　そして。


　何かの弾はじけるような鋭するどい音が響ひびき渡った。


　怪け訝げんそうな表情で振り返るホーナディ商会の男達。だがそこに発生しつつあるものを眼めにして、彼等は愕がく然ぜんとなった。


「あ？　ああっ──」


　ぱくぱくと口を開かい閉へいさせながら男達はそれを指さす。


　紫し電でんが描かき上げる巨きよ大だいな偉い丈じよう夫ふの姿。針はり金がね細ざい工くのように生せい成せいされたその輪りん郭かくに、弾けるような音をたてつつ、虚こ空くうからわき出た『皮ひ膚ふ』が部品のようにはめられてゆく。まるである種の像の製造過か程ていを見ているかの様ようであるが、そこに部品を手にし、はめ込んでゆく作り手の姿はない。


　──半自じ律りつ型攻こう性せい魔法〈武ト雷ー神ル〉。


　完成した半はん裸らの青白い巨人は、妙みようにさわやかな笑えみを浮かべていた。


「うわ、わわ──」


　起き動どうした〈武ト雷ー神ル〉を見て、男達があわてふためきながら後こう退たいする。魔法の効果や威い力りよくまでは分わからなくても、人間の倍以上の大きさを持った巨人がいきなり何もないところに出しゆつ現げんすれば、尋じん常じような状じよう況きようではないと分かるだろう。


「ラ、ラクウェル、おまえ──」


　かすれた声でシャノンが呻うめく。


　傲ごう然ぜんと腕を組んでそびえる〈武ト雷ー神ル〉の向こうでラクウェルは笑っていた。


　その隣となりのパシフィカも笑っていた。


　ただし。


　その額ひたいには揃そろって血けつ管かんが浮き出ていた。


「ちょ──ちょっと、待て。何か、その──お前達は……」


　勘かん違ちがいをしている、という言葉は声に出せなかった。何な故ぜかはよく分からない。絶ぜつ望ぼう寸すん前ぜんの焦しよう燥そうがシャノンの脳のう裏りで炎ほのおを吹ふき上げながら回転している。そのせいでどうにも思し考こうがまとまらない。


「シャノン兄」


　パシフィカが笑顔のまま言う。


「私、とっても心配したわよ？」


「そ、そうか。す、すまないな」


　応じるシャノンの声はかすれていた。


「ラクウェル姉も、すごく心配してたのよ？」


「そう……そうか、いや本当に──」


　言いながらラクウェルの方を見る。


　ラクウェルはただ黙だまって笑っている。だが眼だけが笑っていない。そんな気がした。


「エルディン？」


　アムネーゼがだらだらと脂あぶら汗あせを流し始めたシャノンを見上げて、不安そうに言う。


「アムネーゼ」


　シャノンが呻うめくように言う。


「なに？　アムね、エルディンの言う事だったら何でもきちんとするから──」


　アムネーゼの台詞せりふを最後まで聞かず、シャノンはかすれた声で言った。


「俺が合あい図ずしたら……全力で奥の間ままで逃にげるぞ」


「──え？」


「とにかく逃げる。いいな？」


「う──うん」


　シャノンの言葉にこれ以上はない、という程ほどの真しん剣けん味みを感じたのだろう、アムネーゼは素す直なおに頷うなずいた。


「シャノン兄？」


　パシフィカが笑顔で言ってくる。


「で──私達がとってもとってもとおーっても心配していた間、お兄さまは一体、何をなさっておいでだったのかしらあ？」


「パシフィカ。いや、あのな。えーと」


　シャノンは必ひつ死しに言い訳わけを考える。


　何を言った所で、アムネーゼが彼の腕うでにすがりついている限りまともにパシフィカ達は話を聞きはしないだろうが──焦あせるシャノンはそこまで頭が回らない。


「お兄さまン、紹しよう介かいしてくださらない？　そこのお嬢じよう様さまを。婚こん約やくされたんですって？　妹としてはあ、義ぎ理りの姉になる人にはあ、きちっと挨あい拶さつしておきたいんですけれどお？」


　必要以上に甘あまったるい声で言うパシフィカ。


「いや、あのな──その──これには海よりも深い事情があって」


「へえ？　じゃあ説明してくださらないかしらあ？　五十字以上百字以内で。制限時間、十数えるうち」


「ちょっと待てええええっ！」


「じゅうきゅうはちななろくごうよんさんにい──」


「お、おまえ早口は、ずる──」


　動どう揺ようして訳のわからん事を口走るシャノン。


「問もん答どう無む用ようっ！　ラクウェル姉──粛しゆく正せい！」


　パシフィカの号ごう令れいと共ともに、〈武ト雷ー神ル〉は傲ごう然ぜんとシャノン達に向かって突つっ込こんだ。








「おお。エルディナンド様。くせ者どもは──」


　そう声を掛かけてくるキンヴァース執しつ事じの横を、シャノンはアムネーゼの手を引ひっ張ぱったまま駆かけ抜ぬけた。


「……はて？」


　そう言ってシャノンが駆けてきた方向を観みるキンヴァース執事。


　そこには──ぐにょりと音のしそうな動きで、小さな扉とびらから入り込んでくる青白い巨人の姿があった。まるで寒天ゼリーででも出で来きているかのように、半はん透とう明めいの巨体をぷるぷると振ふるわせながらその巨人は変形し、そしてつるんと室内に入ってくる。


「おおっ!?」


　その巨体にも拘かかわらず、全まつたく音をさせずに巨人は屋内に入り込むと、四よつん這ばいになって──身長が屋や敷しきの天てん井じようよりやや高いらしい──シャノンを追ってゆく。


　なんというか……その顔が晴はれやかな笑顔を浮うかべたままなので、妙みように怖こわい。


　そして──


「待てえっ！　シャノン兄っ！」


　ばたばたと少女が一人その後を追って入ってくる。少女は喚わめきながらキンヴァース執事のすぐ側そばを通り抜けてゆき、更さらに──


「あらあらまあまあ」


　何やら場ば違ちがいにのんびりした口く調ちようで言いながら、黒くろ髪かみの娘むすめも少女に続いて入ってくると、キンヴァースに気付いて小さく会え釈しやくした。


「あ──お邪じや魔まします」


「何がどうしたものやら……説明を求めてもよろしいですかな？」


　娘がそのまま駆かけ足で──しかしてんで遅おそいのだが──進んでいくので、その横に並ならんで走りながらキンヴァース執事が尋たずねた。


「ちょっと姉きよう妹だい不ふ孝こうな身内にお仕置きを」


「ほう」


「よくできた弟おとうとなのですが──たまに朴ぼく念ねん仁じんというか、唐とう変へん木ぼくというか、鈍どん感かんというか、身内の心配なんてこれぽっちも考えずに行動してしまうところがありまして……」


　とてとてと走りながら器き用ようにも、ラクウェルは頰ほおに手を当てて首を傾かしげる。


「苦労されておられますなあ」


　キンヴァースも器用に腕うでを組んで頷うなずきながら走る。


「ええ。ですから双ふた子ごとはいえ、姉としてちょっと愛の鞭むちというか、お仕置きを」


「なるほどなるほど。ところで表おもてには他ほかに何人かホーナディ商会の人間が来ていたと思うのですが」


「なんだか帰られたみたいですわ」


　ラクウェルが朗ほがらかに言う。


　ちなみにアンドレ達が即そつ刻こく退たい去きよしたのは、『邪魔しないでくださいましね』というラクウェルの一言があったからである。


〈武ト雷ー神ル〉がどれ位くらいの力を秘ひめた魔法であるのかは彼等も知らないだろう。だが目の前で発生した魔法の巨人が、自分達など束たばになっても敵かなわない怪かい物ぶつであるという事には半なかば本能的に気付いたらしい。


「なるほどなるほど。ならば私としては文もん句くはございませんが。ああ──お仕置きといってもお嬢じよう様さまを巻き込まれるのはご遠えん慮りよ願いたいのですが。屋や敷しきや家具を破は壊かいするのも」


「はい。留りゆう意いします」


　ラクウェルはにっこりと頷いて見せた。








　シャノンは──あっさりと追い詰つめられたりしていた。


　元々まだノリンコット邸ていの構こう造ぞうに慣なれていない上に、傷きずを庇かばい、アムネーゼの手を引きながら走っているため、パシフィカと〈武ト雷ー神ル〉を引き離はなせなかったのだ。


　場所は奇くしくも彼が目を覚さました寝しん室しつ。


　シャノンは滝たきのように汗あせを流しながら、壁かべに壁へき画がのように貼はり付いており、彼をすぐ横で見つめながらアムネーゼはひたすらにおろおろしている。そんな二人をにらみ据すえているのは、パシフィカと──そしてその背はい後ごで四よつん這ばいのまま声もなく笑っている〈武ト雷ー神ル〉であった。


「さあ、覚かく悟ごはいい？」


「いや──だから、話を、話を聞け！」


　シャノンは焦あせりながら言う。


「エルディン──」


　アムネーゼが怯おびえたように、ぎゅっとシャノンの腕にしがみつく。それを観みたパシフィカの表情は、落ち着いて話を聞くどころか、より険けわしいものへと変化していった。


「そう……そーゆー事ね？」


　パシフィカが唸うなるような声で言う。


「いや、だから──」


「こっちがもう心配で心配で心配で、もうどうしようか途と方ほうに暮くれてたってのに……シャノン兄はその人と楽しくやっていた訳わけね？」


「いや、楽しくも何も──」


「そうでなかったらどうしてそんなに仲良さそうなのよっ！」


　そのまま頭に薬や缶かんでも載のせれば瞬しゆん時じに沸ふつ騰とうしそうな勢いきおいで、パシフィカが怒ど鳴なる。


「それは──」


　唐とう突とつに──


「──!?」


　全身に鳥とり肌はだがたった。


　今の状じよう況きようを全すべて脳のう裏りから吹ふき飛ばしてしまうような危き機き感かん。


　ほとんど本能的な反はん応のうでシャノンはアムネーゼを突つき飛ばし、刀かたなに手を添そえながら彼女とは反対方向に跳とんだ。


（くっ──）


　治なおりきっていない腹ふく部ぶから激げき痛つうが走る。傷が開いたかもしれない。


　だが、それだけの甲か斐いは在あったと言えるだろう。


　シャノンとアムネーゼ、二人の立っていたその場所に、轟ごう音おんを伴ともなって──壁を砕くだき散らしながら突っ込んできたのは、巨大な一本の剣けんであった。


　外からだ。屋や敷しきの外から──剣を投げたのだ。


　剣はそのまま部へ屋やの中に飛び込み、さすがにそこで失しつ速そくして床ゆかに突き刺ささった。


「な、な、なによこれっ!?」


　自分の目の前の床に突き刺さった巨大な剣を見て、パシフィカが驚きよう愕がくの声を上げる。


「逃にげろ、パシフィカ！」


　呻うめくように叫さけぶシャノン。彼は既すでにその剣を投げた存在に気付いていた。


　この殺さつ気き。


　これに気付くのが一いつ瞬しゆんでも遅おくれていたら、彼はアムネーゼと共ともに巨剣で串くし刺ざしにされていたろう。圧あつ倒とう的てきなまでの殺さつ意いが発生させる、場を覆おおわんばかりの凶きよう気き──！


「くそ──生きていたのかっ!?」


　シャノンの叫びに応こたえたのは、更さらなる轟ごう音おんだった。


　剣のぶち抜ぬいた穴あなから手を差し込んで強ごう引いんに押し広げ、壁を──煉れん瓦がと木もく材ざいと漆しつ喰くいとから成なる分ぶ厚あつい壁を、まるで芝しば居いの書き割りセツトのようにいともあっさりとぶち抜いてその場に侵しん入にゆうしてきたのは、あの巨大な甲かつ冑ちゆうだった。


「な、何っ!?　何これっ!?」


　突とつ然ぜんの事じ態たいの変化にうろたえるパシフィカ。


　代かわりに──部屋の入り口を塞ふさぐように存在していた〈武ト雷ー神ル〉が消しよう滅めつし、部屋の入り口から二つの人ひと影かげが飛び出した。


　ラクウェルとキンヴァース執しつ事じである。


　二人はそれぞれパシフィカとアムネーゼに駆かけ寄ると、その手を引ひっ張ぱって部屋の端へと逃げる。


「逃げろ──こいつは洒落しやれにならん！」


　言いながらシャノンは刀かたなを抜きはなった。


（確たしかに首に喰くらってた筈はずだが──）


　自分が投げた投擲用短剣スローイングダガーが、甲冑の頸けい部ぶを覆う装そう甲こうの隙すき間まに突き刺さる様さまを、シャノンははっきりと覚おぼえている。だがこうしてこの鎧よろいが現あらわれた以上、あの一撃は致ち命めいのものではなかったらしい。


（中身は別人か？　いやしかし──）


　この殺気は間ま違ちがいなくあの時の敵てきのものだ。


（中に鎖帷子チエインメイルでも着きてたか!?）


　こうして現に生きて襲おそってきている以上、その可能性はある。だが──ただでさえ重い全身型の甲冑を着て、なおかつ更に重量を増ぞう加かさせるような代しろ物ものを着込んで……そんな状じよう態たいでまともに動けるとは到とう底てい思えない。動けるとしたら本物の化ばけ物ものだ。


（くそっ──）


　いや。間違いなくこの敵は化け物だろう。どれだけ鍛きたえていようと、人間の腕わん力りよくで煉れん瓦が造づくりの建たて物ものの壁をぶち抜いて、剣を撃うち込こむ事などできはしない。


「シャノン！」


　ラクウェルの叫さけびがシャノンの戦せん慄りつを一瞬吹ふき散らす。


「我われと汝なんじの盟めい約やくに於おいて・欠かけたる者よ・司つかさどる力・御ぎよ者しやたる資格・仮かり初そめなれど今こそ与あたえん・秘ひめたる汝の力を示しめすため！」


　ラクウェルの涼すずやかな声が詠えい唱しようする呪じゆ文もん。


　仮エ想ミ制ユ御レ意ー識タを構こう築ちくする魔法。


　これによって、シャノンは一時的ながら魔ま導どう士しとしての能力を得える──


「神槍グングニルよ・貫つらぬけ！」


　すかさずシャノンの詠唱した連動式起動呪文バツチスペルにより、魔法が起き動どう。


　収しゆう束そくした衝しよう撃げき波はが放はなたれる。狙ねらいは甲冑ではなく、床に突き刺さったままの剣だった。


　少なくともあの剣さえ破は壊かいしてしまえば、相手の戦せん闘とう力りよくのいくらかを削そぐ事が出で来きるはずだ──シャノンはそう判断していた。


　しかし。


　同時に甲冑は何らかの防ぼう性せい魔法の呪文を唱となえていたらしく、躊躇ためらう様よう子すもなく甲冑本体が剣と〈神槍グングニル〉の間に割わってはいる。衝撃波は甲冑を破壊することなく四し散さん。無む効こう化かしきれなかった破壊力の断だん片ぺんが、壁に、床に、小さな穴あなを幾いくつも穿うがった。


　瓦が礫れきを跳はね飛ばしながら剣を引き抜き、床を蹴けって走る甲冑。


　その重量故、足あし跡あとと呼よぶにはあまりに壮そう絶ぜつな破壊の痕あとを床に刻きざみつけながら、甲冑はパシフィカとラクウェルに肉にく薄はくする。


「壁よ・阻はばめ！」


　素す早ばやくラクウェルが呪文詠唱。防性魔法〈塞壁ミズガルズ〉が高速起動──


　だが。


（まずい──！）


　シャノンは全身の血液が沸ふつ騰とうするかのような焦しよう燥そう感かんを覚おぼえた。


　それを更さらにあおるかのように、異い音おんが辺あたり一帯の空気を震ふるわせた。


「──!!」


　予想が現実となったのを知ってシャノンが呻うめく。


　本ほん来らい、素早くラクウェルとパシフィカを包つつみ込こむ筈はずの防ぼう御ぎよ力りき場ばは、中ちゆう途と半はん端ぱな状態で止まっていた。輝かがやく多角形の集合体が彼女らの姿すがたの半なかばを包み込んでいるのだが……それは閉とじきらず、無む防ぼう備びな穴を甲冑の前に晒さらしているのだ。


　みぎみぎと何かが軋きしむような音がする。


　よく見れば……甲冑の表面を覆おおっている蜘く蛛もの巣すのような輝く線の集合体が、ラクウェルの〈塞壁ミズガルズ〉の一部に食い込んでいる。


　異音は──防性魔法の防御力場同士が嚙かみ合い、互たがいの展てん開かいを阻そ害がいしている音であった。


　ラクウェルの〈塞壁ミズガルズ〉の防御力場が、その内と外を遮しや蔽へいしきる前に、甲冑がその防御界かい面めんに食い込んでしまったのだ。それも〈塞壁ミズガルズ〉かそれと同質の防御力場を展開したままで。


　更に。


「──!!」


　声にならない悲ひ鳴めいを上げて、パシフィカとラクウェルが吹っ飛ぶ。


　嚙み合い、反発しあった力場同士が弾はじけ、行き場を失うしなった力が衝撃の形で解放されたのである。無論、それは甲冑の側にも叩たたき付けられている筈だが、こちらは装そう甲こうのためか、その重量のおかげか、微び動どうだにする様よう子すもない。


　甲冑は停てい滞たい無なくその剣を振ふり上げると、吹っ飛ばされたパシフィカ達の元に殺さつ到とう。


　対してラクウェルは身をよじって苦く悶もんしており、それを迎げい撃げきできる状態ではない。


「く──」


　シャノンは甲冑に向けて駆かけ出す。


　剣を振り下ろしてパシフィカ達に斬ざん撃げきを加える一いつ瞬しゆん。その一瞬には敵の防性魔法も解かい除じよされる筈だ。その一瞬で相手を倒たおすしかない。


「戦いくさ乙おと女めよ・祝しゆく福ふくを！」


　連動式起動呪文バツチスペル。〈祝しゆく聖せい刃じん〉起き動どう。


　高速展開した式により、シャノンの刀かたなの上に展開される極ごく薄うすの超ちよう振しん動どう力場。


　シャノンは己おのれを一本の矢と成なそうとするかのように、全身の力を振り絞しぼって相手に突つっ込む。今まさにその巨大な剣で彼の妹と姉を叩き斬きろうとする甲冑に向かって。


　だが……


　じぎん！


　異い様ような音と共ともにシャノンの刀は弾はじかれた。防性魔法が解除されていないのだ。


（──しまった！）


　はったりだ。敵てきは最初からシャノンを、捨すて身で自分の間合いに踏ふみ込こませる為ために、パシフィカ達を狙ねらって見せたのである。


　渾こん身しんの力を込めた突きを弾かれ、大きく体勢を崩くずすシャノン。


　今度こそ防性魔法は解除され、空くう間かんそのものをも斬らんとするかのような勢いきおいで旋せん回かいした巨剣がシャノンを襲おそう。


　これを辛かろうじて刀で防ぼう御ぎよ。だが途と方ほうもない斬撃の重さそのものは防ふせぎきれず──そのままシャノンは吹っ飛ばされて壁かべに激げき突とつした。


「ぐあっ……！」


　苦く鳴めいを漏もらして悶もん絶ぜつするシャノン。


　今度こそ殺される──苦く痛つうに霞かすむ意い識しきの中でシャノンはそう感じた。


　辛うじて意識の中の魔ま導どう式しきは悪あく影えい響きようを及およぼす前──魔法を起動中に意識を失うしなったりすると人格崩ほう壊かいを興おこす恐おそれがある──に消しよう去きよしたが、そこまでだ。やはり身体からだが本ほん調ちよう子しでないという不利は、魔法を使っても補おぎないきれなかった。


　──くふ。くふふう。くふふふ。


　忍しのび笑いが甲冑の下から漏もれてくる。


　相手は勝利を確信しているだろう。確たしかに今、満まん足ぞくに身体の動かないシャノンに、逆転の手しゆ段だんはない。


　だが──


（来い──近付いて来い）


　シャノンは苦痛を意志の力でねじ伏ふせながら刀を握にぎり直す。


　絶ぜつ望ぼうはしない。してやらない。こいつの喜よろこぶような真ま似ねだけはしてやらない。


　その剣で叩たたき斬きられても残った身体の部分で相手に飛びつき、刀を突つき刺さしてやる──そう思う。


　だが……不ふ意いに甲冑の動きが止まった。


（……!?）


　甲冑はやや距きよ離りを置いてシャノンを眺ながめていたが──いきなり回れ右をすると、パシフィカとラクウェルの方へと再ふたたび歩き出す。


（まさか……！）


　シャノンに最もつとも絶望を舐なめさせる方法──それに気付いたのであろう。


　自分自身が渾こん身しんの力で戦たたかって、力及およばずに死ぬ場合……彼は無む念ねんを残しはするだろうが、ある種の満足をも抱いだいて死ぬに違ちがいない。戦士の気質とはそういうものだ。


　シャノンの様ような類たぐいの人間は、自分の死には絶望しない。


　しかし──


「──やめろっ！」


　シャノンの悲ひ鳴めいに甲冑が動きを止める。


　だが最も早はやその剣がパシフィカやラクウェルに届とどく距離だ。


　甲冑はシャノンの方を見ながら、殊こと更さらに見せつける様にしてゆっくりと剣を振り上げる。


「やめ──やめろっ！」


　喚わめくシャノン。


　甲冑はぎりぎりと音のするような動きで頭部だけを回し、シャノンを見み据すえた。


　──くふ。くふふふふふふ……


　笑う甲冑。


　どうだ。悔くやしいか。辛つらいか。ならば絶望の叫さけびを上げてみせろ。


　甲冑の奥から放はなたれる殺気が、シャノンにそう言っている。彼が絶望する瞬しゆん間かんを待っている。彼が己おのれの無力に打ちひしがれ、泣き喚わめくのを──


　──ぞす。


「──!?」


　甲冑の首に矢が突き刺さったのは、次の瞬間であった。


　長い長い鋼こう鉄てつ製せいの矢は、甲冑の首の右側から入って、左側へと抜ぬけている。しかもど真ん中だ。中に入っているのがどんな化ばけ物ものじみた人間でも、まさか首を鋼鉄の矢に貫かん通つうされて生きていられる筈はずがない。


　筈がない──のだが。


「…………」


　ぎちりと鋼鉄が軋きしむ。


　首に刺さった矢をものともせず、甲冑が身体からだの向きを変えた。


　甲冑の向き直った方向──そこには、キンヴァース執しつ事じが居いた。両手で構かまえているのは大型の弩ゆみ。装そう飾しよく品ひんとして甲冑や剣と共ともに屋や敷しきに飾かざられていたものの一つだ。


「お引き取り願いましょうか。ノリンコット邸ていでの狼ろう藉ぜき、この私が許ゆるしません」


　言いながらハンドルを回して弦つるを引き、次の矢をつがえる。


　床ゆか板いたが──弾はじけて飛び散る。


　甲冑が跳ちよう躍やくしたのだ。それこそ矢にも優まさるほどの勢いきおいで突とつ進しんするその巨体は、しかしキンヴァース執事につかみかかる直前で見えない壁かべに激げき突とつしたかのように跳はね、その軌き道どうを曲げて床に突っ込んだ。


　防ぼう性せい魔法〈塞壁ミズガルズ〉である。


　見れば──ラクウェルが胸むな元もとを押さえながらも、次の魔法を唱となえ始めている。


「…………」


　甲冑はすぐさま身を起こし、そして周しゆう囲いを見回す。


　魔法を唱となえるラクウェル。弩を構かまえるキンヴァース執事。そして刀かたなを杖つえ代がわりに立ち上がるシャノン。


「…………くふ」


　甲冑はいきなり身を翻ひるがすと、最初に入ってきた破は砕さい孔こうから素す早ばやく外へ移動した。


　続いて、ざっ──と芝しば生ふを蹴ける音と共にその姿すがたが消える。


　跳躍したのだろう。あの途と方ほうもない重量で、猿さる並なみの動きである。


　異い様ような気け配はいが遠ざかってゆく。


「……なんて野や郎ろうだ……」


　呻うめくように呟つぶやくシャノン。


　しばしシャノン達は身み構がまえたまま破砕孔を見み据すえていたが──その気配が完全に遠ざかって消えたのを確かく認にんしてから、シャノンは身体の力を抜いた。


　小こ回まわりの利ききそうにないあの巨きよ体たいや剣では、室内戦はあまり得とく策さくではない。それでも襲おそってきたのは、シャノン達の戦力を十じゆう分ぶん見切った上で勝てると踏ふんだからだろう。


　だがここにキンヴァース執しつ事じという新しい戦力が加わった事で、見切りの正確さは損そこなわれた。キンヴァース執事がどれほどの戦せん闘とう力りよくを持っているかはともかくとして、あの甲冑は念のためにと用心して一いつ旦たん退ひいたのだ。


　あれだけの力を持っていながら、何と用心深い事か。


　しかしこれはシャノン達にとっても幸こう運うんだった。あのまま戦たたかっていれば、確実に誰だれかが命を落としていた筈はずだ。


「たまらんな──」


　呟いてシャノンはパシフィカに歩あゆみ寄った。


　パシフィカの胸は規き則そく正しく上下している。気き絶ぜつしているだけで特に外がい傷しようらしい外傷は見あたらなかった。


「良かった」


　呟いて床ゆかにへたり込むシャノン。


　安あん堵どのお陰かげで、無む視ししていた痛みと脱だつ力りよく感かんが蘇よみがえってくる。


「エルディンっ!?」


　駆かけ寄ってくるアムネーゼの悲ひ鳴めいじみた声を聞きながら、シャノンは気を失うしなった。








　扉とびらを叩たたく音にドレンは手を止めた。


　机つくえの上に広げられた書類──ホーナディ商会の各支店から送られてきた決けつ算さん報ほう告こく書しよと各種上じよう申しん書しよである──から視し線せんを扉に移し、素そっ気けない声で彼は応じた。


「──入れ」


　ゆっくりと──何な故ぜか妙みようにゆっくりと扉が開く。


　その向こうには見み慣なれたアンドレの姿すがたが在あった。


「戻もどったか。で──首しゆ尾びはどうだった？」


　書類に視線を戻しながら言うドレン。


　その口く調ちようには計算高い商売人特有の、奇妙な冷れい酷こくさが窺うかがえた。


　結局の所、彼にとってはラクウェルの事も、アムネーゼの事も、この書類上の記き載さいと大差ない。より多くの富とみを、女を、権力を、人々の羨せん望ぼうの眼まな差ざしを自分の元にかき集めるための道具でしかないのだ。


「……どうだったか、と聞いているんだ」


　返事が来ない事に苛いら立だちながら──それでも眼めは書類の上の数字を追いながら、ドレンが言う。普ふ通つうならば彼の言葉に込こめられた微び妙みような不ふ機き嫌げんさを察さつ知ちして、彼の使用人達は慌あわてて彼の希望に応こたえようと努力する。


　だが、それでも返事は来ない。


「……？」


　さすがにおかしいと気付いたドレンは、もう一度顔を上げた。


　アンドレが無む言ごんで部へ屋やに入ってくる。


　あり得えない。彼が許ゆるさない限り、彼の使用人達は勝かつ手てに彼の部屋に踏ふみ込こまない。この屋や敷しきの中ではドレンが絶対者であり、その言葉と意志こそが法であり掟おきてなのだから。


　アンドレの顔は血の気けを失うしない、青白くなっていた。


　しかもその表情は、激はげしい恐きよう怖ふに引きつって──そのまま固まっている。


「どうした？　何があった？」


　眉まゆをひそめながらそう尋たずねるドレン。


　だがやはりアンドレは黙もくして応えず──次の瞬しゆん間かん、ぐらりと彼は姿し勢せいを乱みだしてその場に倒たおれた。大おお柄がらな彼の身体からだが床ゆかを打つ鈍にぶい音が、振しん動どうとなってドレンの足あし下もとに届とどく。


「な……な、なんだっ!?」


　ドレンが硬こう直ちよくする。アンドレの背中に数本の針はりが突つき刺ささっているのを見たからだ。


　針──いや、違ちがう。針の様ように細いがそれは、管くだだった。


　瀉しや血けつ用の、細い管くだ針ばりだ。患かん部ぶに突き刺して、溜たまった血や膿うみを抜ぬくための道具である。


　──くふふふふ。


　耳に触ふれる含ふくみ笑いの声。


　場ば違ちがいなその声に弾はじかれたかの様に、ドレンは視線を再ふたたび戸口へと向けた。


　アンドレの後に続くようにして部屋に入ってきたのは、一人の少女であった。


「お、お前は……!?」


　ドレンはその少女に見み覚おぼえがあった。


　ラクウェルにくっついていた占うらない師しだ。確たしか──名はユイリン。


「なんだ、なんだ、一体──」


「案外、愉たのしめたわ……」


　言いながらユイリンは平然と歩ほを進め、まるで絨じゆう毯たんを踏むかのようにアンドレの背中をその脚あしで蹂じゆう躙りんする。背中に突き刺さった数本の管針から、小さな噴ふん水すいのように血が噴ふき上がった。


「メインディッシュを食べ損そこねた憂うさ晴ばらしだったのだけれどね……想おもった以上にもがいてくれて。くふふ」


　恍こう惚こつとした表情でユイリンはそう言った。


「う──うあ……」


　呻うめきながらもドレンは瞬しゆん間かん的てきに悟さとっていた。


　この少女がアンドレを殺したのだ。背中に針管を刺し、血を抜き取って。


　恐おそらくすぐには死ななかったろう。


　少しずつ血を抜かれてゆく。しかもその様さまは見えず、冷たくしびれ行くその感かん覚かくだけが、死との距きよ離りを残ざん酷こくに物語る。確実に、しかし嬲なぶるようにゆっくりと迫せまってくる死。それを見み据すえる恐きよう怖ふとは──果はたしてどれほどのものか。


　だが。疑問は残る。一体、この小こ柄がらな少女がどうやってアンドレを押さえつけていたのか。致ち命めい傷しようでもなければ背中の針はりなどすぐに抜く事が出で来きた筈はずだ。つまり──アンドレはどういう形でか拘こう束そくされた状じよう態たいで、その緩かん慢まんな死と向かい合わされた筈だ。固まったままの恐怖の表情も、それを証明している。


「素す敵てきだったわ──何度も何度も命いのち乞ごいしてくれて。くふ。信じられる？　この大きなおじさんがもう、子供みたいに顔をくしゃくしゃにして、涙なみだと鼻はな水みず垂たらして言うのよ？　『お願いです、助けてください』って──くふふ。あんなに威い張ばっていた癖くせに、とってもみっともないのぉ。私何度もイっちゃったぁ……」


　そう言ってユイリンは唇くちびるを舐なめる。


　その姿すがたは十代の少女とは思えない妖よう艶えんさを漂ただよわせていた。その行こう為い自体がまた快かい楽らくを生むと想っているかのように、ユイリンは自分の唇をゆっくりと舌したでなぞってゆく。




[image: ]


　だがドレンにその妖艶さを堪たん能のうする余よ裕ゆうなどあるはずもなかった。


「おまえは──おまえは……！」


「だからさ──止まらなくなっちゃった」


　他た愛あいない悪いた戯ずらを告こく白はくするかのように、ユイリンが微笑ほほえんで言う。


「元々の仕事はあのラクウェル・カスールが護まもっていた女の子──パシフィカを殺す事だったのだけど。でもね、ラクウェルの双ふた子ごの弟おとうとってのが凄すごくいい男なの。美形で、強くて。彼を殺せると思うと、もうたまんない。でも一度は逃にげられちゃったから、パシフィカ達を殺さず、彼女らの近くで張っていたのよ。もし生きているなら、必かならず彼は戻もどってくるって踏ふんだから」


「な──何を、何を──」


　この少女は何を言っている？──ドレンの意い識しきはひたすら混こん乱らんしていた。


　パシフィカが〈廃はい棄き王女〉である事も、ラクウェルがその〈守護者ガーデイアン〉である事も、ノリンコット家の『用よう心じん棒ぼう』がラクウェルの双子の弟であった事も──ましてやユイリンが実は〈チャクル・タヴィ〉と呼よばれる職業的殺人者エリミネーターである事も、彼は知らなかった。


　分わからない。理り解かいできない。


　彼に出で来きるのは、ただ目の前の少女の豹ひよう変へんぶりに恐怖する事だけだ。


「結局、二度目も予想外に手こずりそうだったから、一いつ旦たん退ひいたの。だってそうじゃない？　あんなにいい男なら、じっくりゆっくり、二人だけで殺し合ってみたいもの。ばたばた殺し合って、一いつ瞬しゆんで息の根を絶たってしまったらつまんないでしょ？　くふふ。


　彼は強いわ。自分の強さに自信も持ってるわよねぇ……きっと自うぬ惚ぼれてるわ。いい気になってるのよ。そういう人間が、自分の自信を全すべてうち砕くだかれて、絶ぜつ望ぼうして泣き叫さけぶ様さまって、とっても素す敵てき。ああ、なんて惨みじめったらしいのかしら！　なんて醜みにくいのかしら！　彼が絶望して悶もだえながら泣き叫ぶ様よう子すを想像しただけで、私、たまんないのぉ」


　喘あえぐように言うユイリン。


　だが、ドレンは彼女の言葉など聞いてはいなかった。


　ユイリンは今、自分の言葉に酔よっている。彼女を興こう奮ふんさせているものが何かは分からないが──分かりたくもないが──とにかく、この少女の前から逃にげるなら、今が好こう機きだ。


「わあああっ！」


　ドレンは叫びながら机つくえの上の書類を投げ付ける。


　それがユイリンの視し界かいを覆おおったと見た瞬間、ドレンは出口に向かって飛び出した。途と中ちゆう、アンドレの死体を踏ふむ異い様ような感かん触しよくを脚あしの下に覚おぼえたものの、その忌いまわしさに恐怖している余よ裕ゆうはない。


　ドレンは両手を振ふり回し、ユイリンの横をすり抜ぬけて扉とびらから廊ろう下かに出──


「──え？」


　廊下に出て、そこで彼は硬こう直ちよくした。


　床ゆかが赤い。赤くじっとりと湿しめっている。


　死し屍し累るい々るい──まさにその言葉通り、男達が、メイド達が、延えん々えんと廊下に折おり重かさなって倒たおれていた。


　倒れた位置や姿し勢せいは様さま々ざまだが、共通しているのはその口に嚙かまされた布──猿さるぐつわと、恐怖に歪ゆがみきったその表情だった。


　子し細さいに観かん察さつしている余裕など無論、ドレンには無なかったが……死体はいずれも大きな損そん壊かいをしていない。まるで熟じゆく練れんの料理人が魚をさばくかの様に、的てき確かくな刃は物ものでの一線が、首に引かれている。


　猿ぐつわを嚙まされているのは悲ひ鳴めいが漏もれないようにだろうか。何にしても三十人以上の人間をここまで物体の様ように扱あつかって殺すとなれば──一体、どれだけの力と手て間まが必要になるのか。


　尋じん常じような能力ではない。それにもまして正しよう気きの沙さ汰たではない。


「言ったでしょ」


　幼おさなさを残しながらも、ひどく淫いん靡びな声がドレンの背中に触ふれた。


「止まらなくなった──って」


「……！」


　ドレンは振り返らず、その場で凍こおり付いている。


　振り返った瞬間に殺されそうな気がした。


「お──おまえ──おまえは……」


「くふふ。でもさっきの人──アンドレさんだっけ？　あの人が一番良かったかな。他の人はいまいち。失しつ神しんとかされたら醒さめちゃうのよね。


　貴方あなたはどうかな？　この人達の雇やとい主でしょ？　一番偉えらいんでしょ？　そういう人って自じ意い識しき過か剰じようで自じ尊そん心しん高いから、結けつ構こう、抵てい抗こうはするけど、一線を越こえたらとってもみっともなく怖こわがったり、惨みじめに命乞ごいしたりするのよね。


　くふ。そういうのって最高。ほら──山って高ければ高い程ほど、征せい服ふくする喜よろこびってあるらしいじゃない？　その頂ちよう点てんを脚で踏みつける喜びってあるじゃない？　それと同じよ」


　熱ねつの入った口く調ちようで言いながら、ユイリンの足音が──血をたっぷりと吸すった絨じゆう毯たんをぐちょぐちょと踏みしめる音が近付いてくる。


「あ……ああ……ああああああっ！」


　ドレンは叫びながら走り出した。


　死にたくない。ただそれだけの感かん覚かくに突つき動かされてドレンは走る。使用人達の死体を踏みしめ、足あし下もとを濡ぬらす血を蹴けって赤い飛ひ沫まつを撒まき散らしながら、彼は走る。


　走った。走った。必ひつ死しになって走った。


　途と中ちゆう、死体が折おり重かさなって普ふ通つうには通れない場所もあったが、彼はその死体を踏み越え、あるいはよじ登り、進んだ。嫌けん悪お感かんなど吹ふき飛んでいた。とにかくあの少女から離はなれる事。それしかドレンの意識には無かった。


　何度か転ころんだ。彼の全身はもう血まみれで凄すさまじい状態になっている。


　だがそれでも彼は構かまう事なく、出口へと向かう。


　この時ばかりは広い屋や敷しきが恨うらめしかった。走っても走っても心ばかりが焦あせって先走り、一いつ向こうに出口が近付いてこない。それが恐おそろしかった。


　どれぐらい走ったろうか。


　彼はようやく屋敷の玄げん関かんにたどり着ついた。


「はあ……ああっ……」


　街まちに出れば。人の居いる場所にいけば──誰だれかが助けてくれる。


　その確信にドレンの表情が緩ゆるむ。外に通じる扉とびらは、今の彼にとって、安全地帯への入り口であった。そこさえ抜ぬければ、自分は生き延のびれる──根こん拠きよもなくそう思った。


　ドレンは荒い息を吐はきながら扉を開く。


　そこには。


「は──あ？」


　巨きよ大だいな甲かつ冑ちゆうが立ちはだかっていた。


「あ──ああ──ああああ……？」


　訳わけが分わからない。これは何だ。何でこんな所にこんなものが──


　彼の意い識しきが明めい確かくな結論を導みちびき出す前に、その甲冑が動いた。


　──ぞむ。


　異い様ような音。それが甲冑の持っていた剣が振ふり下おろされた音だと──振り下ろされた際に彼の右腕うでを切り落とした音なのだと、彼が理り解かいするには若じやつ干かんの時間が必要だった。


　ごろんと地面に転がる自分の腕。


　それを馬ば鹿かみたいに呆ぼう然ぜんと見つめるドレンの意識に、想おもい出したかのように苦く痛つうが食い込み始める。


「う……げ……げえええああああっ!?」


　絶ぜつ叫きようと同時に切り口から迸ほとばしる鮮せん血けつ。


　だが──


　出血は次の瞬しゆん間かん、ぴたりと止まっていた。


「くふふ。駄だ目めよ、すぐに死んだら」


　ユイリンの声は──甲冑の中から聞こえた。


　苦痛にのたうちながらも、どこかひどく意識の奥の部分で、首を傾かしげるドレンが居いた。


　この甲冑の中に居るのはあの少女らしい。だが──一体、あの小こ柄がらな少女がどうやってこの巨大な甲冑を操あやつっている？　単純に体たい積せきを比くらべるなら、数倍はあるはずだ。しかもこの鋼鉄の甲冑を自在に操るとなると、アンドレ以上の──いや、人間の範はん疇ちゆうを越こえた筋きん力りよくが必要だろう。


「傷きず口ぐちに力りき場ばを張り付けたのよ。防ぼう性せい魔法には、こういう使い方もあるの」


　くふ、くふと笑い声を漏もらす合あい間まに、ユイリンが言ってくる。


「どう？　怖こわい？　怖い？　くふふ。怖いの？　ねえ──どう？」


「あ……ああああ……」


「くふふふ。怖いのね？　死にたくないのね？　そうね──床ゆかに這はい蹲つくばって私の脚あしを舐なめたら考えてあげてもいいわよ？」


　最も早はや──その言葉の意味を正確に理解できるだけの理性は、ドレンにはなかった。


　死にたくない。


　ただその一心で彼は躊躇ためらいもなく床に四つん這いになると、甲冑の爪つま先さきに顔を寄せ、舌したをのばした。


　これで殺さずにいてくれるなら何を躊躇う事があるだろうか。やれといわれれば糞ふん尿にようをすすってもいい。ここで死にたくはない。金も女もまだまだ味わいたい。無能な貧びん乏ぼう人にん共どもから、もっと羨せん望ぼうの視し線せんを受けたい。金のもたらす権力を思う存分堪たん能のうしたい。


　ドレンは世の中というものに、たっぷりと未み練れんがあった。


　だから──


「あー……そんなにあっさり舐めちゃうの？　意外につまんないね、貴方あなた」


　その声と同時に──剣が落ちる。


「──!?」


　不ふ意いに世界が一回転してドレンの視界に甲冑の上じよう半はん身しんと空が入ってきた。


　何がどうなった？　どうして自分は空を見ている？


　確たしか自分は這い蹲って、うつ伏ぶせで、甲冑の爪先を舐めようと……そういえば、手足に力が入らない。感かん覚かくがない。動こうにも身体からだがぴくりとも反はん応のうしてくれない。まるで身体がなくなったかのように……


　何の脈みやく絡らくもなく──ドレンは想い出す。


　断だん頭とう台だいで首を落とされた者は、時に意識が完全に消しよう滅めつするまで──脳のう組そ織しきが活動を停止するまで数分かかる場合があるという。


（……！……!!）


　恐きよう怖ふに声を出そうとするが、もう彼には喉のどがなかった。


「約やく束そくが違ちがうって？　そうね。違うわね。それがどうかした？」


　素そっ気けなくユイリンの声が言う。


　最初から彼女はドレンを生かしておく気などなかったのだ。彼がみっともなく命いのち乞ごいをする様さまが見たかっただけだろう。気付いてしかるべきだった。たとえ他ほかに選せん択たく肢しが無なかったとしても。


「やっぱりシャノン・カスール──彼でないと。代用品は飢うえを際きわだたせるだけね」


　呟つぶやくように言うユイリン。


　だが──白目を剝むいて痙けい攣れんするドレンの生なま首くびには、最も早はやその声は届とどいていなかった。








　敵てきをどうやって迎むかえ討うつか。


　互たがいの無ぶ事じに安あん堵どする間まもなく、ノリンコット邸ていの一室を借かりてシャノン達はあの怪かい物ぶつじみた敵の対たい策さくを話し合っていた。


　実のところ、あのような怪物と戦たたかうのを目の前で見られているのだから、すぐさまノリンコット邸を追い出されるだろうとシャノンは思っていたのだが、キンヴァース執しつ事じは何も言わず、ただ空あいている一室をシャノン達に提てい供きようしてくれた。


「魔ま導どう士しなのは間ま違ちがいないが──」


　シャノンがソファに深く身体を沈しずめながら言う。


　癒ゆ着ちやくし始めていた彼の傷きず口ぐちは激はげしい動きのために再ふたたび開いてしまっていた。出しゆつ血けつ量りようそのものは微び々びたるものだが、それでも体力の損そん失しつと集中力の阻そ害がいは深しん刻こくな要よう因いんとなる。特にあのような怪物に対してはそこから生じる僅わずかな隙すきも、致ち命めい的てきなものとなるだろう。


「一体全体、どういう仕し掛かけだ、あれは。首に短剣だの矢だのを喰くらっても平気で動きやがる。しかもあの重じゆう装そう甲こうで俺おれと同等か──それ以上に動く。本物の化ばけ物ものか」


「ちょっと信じられない動きだったわね」


　首を傾かしげて言うラクウェル。


　彼女は体術に関しては素人しろうとよりはまし──といった程度の実力と知ち識しきしか無ないが、それでもあの甲かつ冑ちゆうの動きがでたらめなのは分わかる。


「装甲があって、しかも馬ば鹿か力ぢからで、速はやくて、魔法まで使う上に不ふ死じ身み。いくらなんでも反はん則そくだろう、これは」


「思ったのだけれど──前半はともかく、不死身って事はないと思うのよね」


　ラクウェルが首を傾げながら言う。


「本当に不死身なら、鎧よろいなんて必要ないもの」


「…………まあ、そうか」


　本物の不死身──そんなものがあるかどうかはともかく──であるならば、そもそも装甲を身にまとう必要はない。


「自分の顔を隠かくすだけなら仮か面めんで十じゆう分ぶんだし、甲冑を着きて歩くのが趣しゆ味みって事もないでしょうしね。逆に言えば甲冑を着てるって事は、何らかの弱じやく点てんがあるという事だと思うの」


「念のために聞くが──自じ己こ治ち療りよう用の魔法、なんてのはないのか？　ほら、例の〈冒瀆者の庭ブラスフエマーズ・ガーデン〉でレナード・ガンヴァスが使っていた〈狂戦士バーサーカー〉なんかは傷を負おわせてもすぐに回復していたが──」


「不可能ではないけれど……」


　ラクウェルが眉まゆをひそめて言う。


「確たしかに肉体の治ち癒ゆ力りよくを加速して傷を素す早ばやく治なおすための魔法が研究されていた事は在あるのだけれど、結局それって身体からだの一部について時間の流れを加速する事になるのよ。それで確かに傷そのものは治るのだけれど……他の部分と時間の流れが変わってしまうから、下へ手たをすると肉体がその加速された部分を自分の一部だとは考えてくれなくなるのよね」


「はあ？」


「いや、だから──シャノンの身体ならそれは生まれた時から、同じ調ちよう子しで時間を経へてきてる訳わけでしょう？　右手だけとか、左足首だけとか、一部分だけお年寄りになったりしないし、頭の毛も右半分だけ伸のびるのが遅おそくなったり速くなったりもしないでしょう？」


「そりゃそうだろ」


　顔をしかめて言うシャノンに、横からパシフィカが口を挟はさむ。


「シャノン兄にいの場合、脳のう味み噌そだけ老化が進んでるわよね」


「おまえは逆に成長してないけどな」


「──む」


「むむむ」


　などとにらみ合うシャノンとパシフィカ。


　ラクウェルの眼めから見ると、心なしかお互たがい嬉うれしそうに見えるが、さすがにそれを指し摘てきすると話が進まない様ような気がしたので、彼女はそのまま説明を続けた。


「なんて言うか──人間に限らず、生き物ってそれぞれが、身体全体でそういう一つの時間の流れの中で生きているのよ。ところが、その中に違ちがう時間の流れの部品が入ってくると、それを異い物ぶつとして排はい除じよしようとしてしまうのよね」


「…………そういうもんなのか？」


「ええ。血けつ液えきとか、比ひ較かく的てきそういうのに適てき応おう性せいの高い部品なんてのもあるのだけれど、それにしたところで、お互いの『時間』を協きよう調ちようさせるのではなくて、一いつ方ぽうの時間にもう一方の時間が飲み込まれるだけで。とにかく、あんまり一部の時間を加速して治癒過か程ていそのものを速めると、その部分が異物と判断されて、最悪、肉体に同化しきれずに壊え死ししてしまったりするのよね」


「…………」


　シャノンとパシフィカが顔を見合わせる。


　確かにあの〈狂戦士バーサーカー〉は、強力な再生能力を持っていたが、最後は腐ふ肉にくの塊かたまりのようになって肉体組そ織しきそのものが崩ほう壊かいしてしまった。


　つまりは──あれが魔法的な再生機能の限界なのだろう。


「大だい体たい、そんな便べん利りな魔法があるなら私が使わない訳わけないでしょう？」


「まあ、それはそうだが」


　シャノンは肩かたを竦すくめて言った。


「理論の上では、生物の治癒力に頼たよらないような──復ふく元げんとでも言うべき魔法も考こう案あんされたのだけれど。そうね──言ってみれば〈魔天狼フエンリル〉の連れん鎖さ的てき物質分ぶん解かい作さ業ぎようの逆を行おこなうような。物質の再さい構こう成せいね。でも、それを処しよ理りするには膨ぼう大だいな意い識しき容よう量りようが必要で、百人魔ま導どう士しを集めても可能かどうか分からなかったのよ。だからあまりにも意味がないという事で、開発は放ほう棄きされたまま。多分、秩ちつ序じよ守しゆ護ご者しやの〈中ちゆう継けい点てん〉なんかはそっちの復元に近い能力なんだと思うけれど」


「……まさかあれが秩序守護者の手て駒ごまって訳でもなかろうしな」


「いつだったかの……神しん官かんの事？　そうね。その可能性はあるけれど──低いわね。秩序守護者ならばパシフィカに直接は手出しが出で来きない筈はずでしょう？」


「そうか。それはそうだな」


　となると、やはりあの敵てきは人間という事になる。


　しかし──


「敵の手の内が分からないと、こちらとしても迂う闊かつに攻こう撃げきできないぞ」


「そもそもシャノン──短剣を首に撃うち込こんだって言うけど、血が出る所は見た？」


「いや──それは……」


　言われてみれば、見ていない。


「キンヴァースさんが矢を撃ち込んでも、全まつたく血が出た様よう子すは無なかったでしょう？　全然堪こたえた様子もなかったし。


　魔法で空からの甲かつ冑ちゆうを動かしているという可能性も、あるわよ。本人は別の場所に居いて、〈智女神スノトラ〉か何かでこちらを視し認にんしながら攻撃をしかけてきているのかも」


「いや、それはない。殺さつ気きは確かにあの甲冑の中が一番濃こいし、笑い声だってあの中からしていたからな──それに」


　シャノンはあの殺気と笑い声を想おもい出す。


　あれは真しん性せいの殺さつ人じん狂きようだ。他人をいたぶって殺す事に、純じゆん粋すいな快かい楽らく性を見いだしている。そんな人間が、遠えん隔かく操そう作さの武ぶ器きや兵器を使うとは思えない。あの殺人狂は、必かならず相手の恐きよう怖ふと苦く痛つうが感じられる距きよ離りに居る。


「あいつは──自分の手で直接とどめを刺さすような類タイプに見える。それをなんて言うか──楽しむような。はっきりとした根こん拠きよはないけどな」


「うーん……まあ、そうね。実際、遠隔操作であそこまでやるには、異い常じようなほどの意識容量が必要だし。可能性としては低いわね」


　ラクウェルは首を傾かしげて考え込む。


「とにかく、シャノン──次は少し時間を稼かせいで欲ほしいの。その間に〈力マ天グ神ニ〉辺あたりを起き動どうさせてぶつけてみるわ。うまくいけば何か分かるかもしれないし」


「それがいいか」


　シャノンは短く溜ため息をついた。


　その時──扉とびらを叩たたく音が一同を振ふり返らせた。


「どうぞ」


　ラクウェルの声に応じて扉が開き、ワゴンに香こう茶ちやの茶器一式を載のせてアムネーゼが入ってきた。


「あの──あのね、お茶、淹いれたの」


「あ、ああ、済すまないな、わざわざ」


　シャノンの言葉に、はにかみ気ぎ味みの微び笑しようを浮うかべるアムネーゼ。


　彼女は一同が注ちゆう視しする中、香茶を用意し始めた。


　だが……注ちゆう目もくされると焦あせりが先に立つのか、その手て際ぎわが余あまり良くない。


　カップ同士をぶつけたり、ポットを傾かたむけすぎて茶をこぼしたり。明らかに手て慣なれていない様よう子すである。


「アム、その位くらいは自分でするから──」


　見かねて言いかけたシャノンの脇わき腹ばらに、密ひそかに──しかし結けつ構こうな速さでラクウェルの肘ひじが入った。


「──うげっ!?」


　短く悲ひ鳴めいを上げるシャノン。


「エルディン──？」


「い、いや──何でもない、何でも」


　不ふ思し議ぎそうに尋たずねてくるアムネーゼに、脂あぶら汗あせを流しながらシャノンが言う。


「あ──あの。アムが居いたら、邪じや魔ま？」


「いえ、そんな事は」


　おずおずと尋ねるアムネーゼに、ラクウェルが首を振って見せた。


　だが、シャノンのしかめ面つらを見て──単に痛みに顔をしかめているだけだが──彼女は妙みように気を回したのか、慌あわてて会え釈しやくして扉の所まで引き下がる。


「ご、ごめんね。あの──ごめんなさい」


　そう言ってアムネーゼは扉を閉しめた。


　廊ろう下かを小走りに走る足音が壁かべ越ごしに遠ざかってゆく。


「……ラクウェル……」


　呻うめくような声で言って、シャノンは双ふた子ごの姉を睨にらんだ。


「おまえ──今のは洒落しやれにならんぞ」


「あ。そこが怪け我がしていた場所だったかしらね。ごめんなさい」


　苦く笑しようしてラクウェルが言う。


「……しかし、何なんだかな」


　遠ざかってゆくアムネーゼの気け配はいを感じながら、シャノンが呟つぶやいた。


「貴き族ぞくのお嬢じよう様さまってああいう事しないもんだと思ってたが」


　彼は視し線せんをワゴンに降おろす。こぼした香こう茶ちやの飛ひ沫まつがあちこちに残っている。どう見てもアムネーゼが茶器の扱あつかいになれているとは思えなかった。


　一体何を思ってわざわざ自みずから香茶など淹いれてきたのか。


「メイドとかがするもんじゃないのかね。キンヴァース執しつ事じも居る訳わけだし」


「──本当に、分かってないわね」


　ラクウェルが苦笑を浮うかべる。


「何がだ？」


「彼女──きっと様子を見たかったのよ。大好きなシャノンが、私達と何を話しているか、気になっているんでしょう。可か愛わいいじゃない。だからわざわざ馴なれない給きゆう仕じ役を買って出たのよ」


「……シャノン、ではなくエルディナンドだがな」


　そう言ってシャノンは肩を竦すくめる。


　そういえば──結局、襲しゆう撃げきされた後、すぐにシャノン達は対たい策さくを練ねり始めたので、アムネーゼにパシフィカとラクウェルの事を紹しよう介かいしていない。多少の事はキンヴァース執事から聞いているかもしれないが、やはりアムネーゼとしては、大好きな『エルディナンド』が女性二人と部へ屋やに閉じこもって何を話しているのか、気になるのだろう。


　心は幼よう児じでも女は女──という事かもしれない。


「そっちの方も問題よね」


　ここぞとばかりにパシフィカが言った。


「シャノン兄、どうする積つもりよ？　いつまでもその人──エルディナンドさん役をやってる訳にもいかないでしょう？」


「それはそうなんだが──」


　実のところ、完全とは言えないがそこそこに彼の体力は回復しつつある。またパシフィカ達と合ごう流りゆうできた今、シャノンがこの館やかたにとどまっていなければならない理由はない。


　いや、むしろあの甲かつ冑ちゆうを使う敵てきの襲撃の事を考えれば、さっさとこの館を、そしてエスティアインの街まちを離はなれた方がいい。


　建たて物ものの中では大おお掛がかりな攻こう性せい魔法を使う訳にはいかないし、下へ手たに留とどまっていては、ホーナディ商会とのごたごたにも巻き込まれかねない。


　だが──


「あ──それとも何？　未み練れんでもあるわけ？」


　パシフィカが眉み間けんに皺しわを寄せて詰つめ寄る。いつになく表情がきつい事を彼女自身、自じ覚かくしているかどうかは、分からないが。


「いや、未練とかそういうのではないんだが──」


　シャノンはシャノンでどうにも歯は切ぎれが悪い。


「なんというか──どうにも後あと味あじが悪くてな。このまま出ていくのは」


「そんな事言っても、ここに残っていたら、迷めい惑わくかかるだけだよ？」


「いや、しかし──」


　何をどうしたい訳ではない。


　シャノンはエルディナンドではない。死んだというエルディナンドを生き返らせて連つれてくる事も出で来きない。彼にはアムネーゼの抱かかえている不ふ幸こうをどうにかできる力も術すべもない。彼がここに残っていたところで、ただ幻げん想そうの上うわ塗ぬりをするだけだ。


　だが──それでも彼はこのままここを去るのは気が引けた。


　そんな彼の内心を知ってか知らずにか──パシフィカが険けん悪あくな声で言う。


「ふうん、そうなんだ。シャノン兄、ああいう類タイプが好このみなんだ？」


「まあ、健けな気げではあるが──いや、そうじゃなくてな」


　パシフィカの表情が更さらに険悪になるのを見て、慌あわてて言い直すシャノン。


「彼女を見ていると、昔むかしの──」


　そこまで言って、シャノンは口をつぐんだ。


「昔の、何よ？」


「何でもない。世せ話わにもなったし、約やく束そくだからな。後一日か二日は、此こ処こに居いようと思う。俺の体力が戻もどらないと何をするにも不利ではあるし」


「そうねえ」


　ラクウェルが首を傾かしげて言う。


「敵の実力が分からない以上、籠ろう城じよう戦せんで相手の力りき量りようを測はかるのは、悪い手ではないわね」


「うー……」


　パシフィカが呻うめくような声を出す。


「決まりだな。キンヴァースさんに話をしてくる」


　そう言ってシャノンは立ち上がった。




　第四章　別べつ離り







　朝起きるとラクウェルが壊こわれていた。


　もとい──ラクウェルが何やら熱ねつ中ちゆうしていた。


「ラクウェル姉ねえ？」


　隣となりのベッドで身を起こしたパシフィカが見たのは、ベッドの上でちょこんと正せい座ざし、壁かべに向かって何やらぶつぶつと呟つぶやいている姉あねの姿すがたであった。


「…………」


　眉み間けんに皺しわを寄せながらパシフィカはベッドを降おりてラクウェルの側そばに寄る。


　血ち走ばしった眼めの焦しよう点てんは、壁は無論の事、どこにも合っていない。強しいて言えば無む限げん遠えんの彼方かなただ。これに加えて両手は何やら踊おどっているかのように右へ左へと小こ刻きざみに動いている。


　普ふ通つうの人間が見たら間ま違ちがいなく身を引きそうな有あり様さまである。


　だがパシフィカは姉のこういった様よう子すを見るのは初めてではなかった。


「ああ……またか」


　呟いて──念のために、とパシフィカはラクウェルの目の前に掌てのひらを突つき出すと、上下に振ふってみせる。だがラクウェルは反はん応のうするどころか、瞳ひとみの焦しよう点てんを揺ゆらす事さえなかった。


　傍はた目めにはどう見ても壊れているとしか思えないラクウェルの様子だが、これが彼女が熱中した時の姿であると、パシフィカは知っている。こうなると彼女は声を掛かけようが揺さぶろうが全まつたく反応しなくなる。一いつ見けん気き色しよく悪わるいが、非常に分わかり易やすい没ぼつ頭とうの仕し方かたではあった。


　昨日きのうの晩、敵てきに対する方ほう針しんを打ち合わせた後で何か思いついた事があったらしく、ラクウェルが色々と羽は根ねペンと紙を使って計算だの覚おぼえ書きだのをしていたのはパシフィカも覚えている。


　どうもそのまま寝ねずに、この状じよう態たいに突とつ入にゆうしてしまったらしい。
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「天てん才さいってみんなこういうもんなのかしらね」


　溜ため息をつくとパシフィカは普ふ段だん着ぎに着き替がえ、備そなえ付けられた水みず瓶がめの水で顔を洗ってから部へ屋やを出た。どうせこうなると、ラクウェルは自分で納なつ得とくするか、余よ程ほど深しん刻こくな事じ態たいにでも直面しない限りはこっち側に戻もどってこない。


「母かあさんも若い頃ころってあんな感じだったのかな」


　そんな事を呟きながら廊ろう下かを曲がり、シャノンの部屋に向かう。


　今──シャノンやラクウェル達には、敵の襲しゆう撃げきを警けい戒かいして、屋や敷しきの中心部に位置する部屋があてがわれていた。壁をぶち抜ぬいて襲撃してくる様ような敵なので、外部に面しているような部屋は危き険けんだとキンヴァース執しつ事じが判断したらしい。


　それらの部屋は通常の客きやく間まとは異ことなり窓まどはなく、しかも妙みように入り組んだ構こう造ぞうになっている。隣となりの部屋といっても、本当に隣りん接せつしている訳わけではなく、螺ら旋せん状の廊下を歩いて角かどを曲がってからようやく到とう達たつできるのだ。城じよう塞さいからの改かい装そう時にも、こういった中心部は柱はしらや基き礎そ構造の関係で、手が付けられなかった部分らしい。


「……あ」


　パシフィカはシャノンの部屋の前で硬こう直ちよくするようにして立ち止まった。


　中からアムネーゼが出てきたからである。


「な、な──」


「あ……」


　パシフィカの姿すがたに気付いて、やや怯おびえたような表情を見せるアムネーゼ。


「何してるのよっ!?」


　思わずそう喚わめいて詰つめ寄るパシフィカ。


　男の寝ねている部屋から出てくる、同世代の娘むすめ。ユイリンの言葉に触しよく発はつされたせいもあったろうが──その場面は容易たやすく一つの想像に結むすびつく。


「え？　え？」


　パシフィカの睨にらむような視し線せんを間ま近ぢかに受けて、アムネーゼは困こん惑わくする。


「貴女あなた、仮かりにも貴き族ぞくの令れい嬢じようなんでしょが！　男の部屋に夜よ這ばいなんて真ま似ねを──」


　そこまで言って、パシフィカは口をつぐんだ。


　アムネーゼの両眼めがいまにも溶とけて流れ出しそうな程ほど、潤うるんでいたからだ。


　えぐえぐとしゃくり上げ始めるアムネーゼの姿を見て、パシフィカは長々と溜ため息をつく。改あらためて彼女の手元を見てみると、小さな盆ぼんに包ほう帯たいと水差し、そして薬くすり瓶びんがこぢんまりと載のせられていた。


「うう──」


　唸うなるパシフィカ。どうやら勘かん繰ぐり過ぎだったらしい。


　そもそも考えてみれば、この幼よう児じ退たい行こうを起こしているアムネーゼが、自分から夜這いなどする筈はずもない。ましてそんな真ま似ねをキンヴァース執事が許ゆるす筈もなかろう。


　何やら自分が嫌いやみったらしく嫁よめをいびる小こ姑じゆうとになったような気がして、パシフィカは顔をしかめる。しかしまたその様よう子すを見てアムネーゼが余よ計けいに怯え──


「──ごめん、勘かん違ちがいだった」


　そう言ってパシフィカは素す直なおに頭を下げた。


「──え？」


　アムネーゼは訳わけが分わからない、といった様子で眼を瞬しばたたかせる。


「いや、だから怒おこったのは私の勘かん違ちがいなの。ごめん。アムネーゼさんは別に悪くないから」


「う……うん」


　頷うなずくアムネーゼを眺ながめながら、パシフィカはふと、少し前に出会った黒くろ髪かみの少女の事を想おもい出していた。


　分かっている。


　自分が苛いらついている理由は、あの時とほぼ同じだ。


　シャノンが他人に優やさしいのは別に今に始まった事ではない。いつも面めん倒どう臭くさそうにしているくせに、助けを求める者には手を差し伸のべずにいられない──そんな兄をパシフィカは誇ほこらしくも思っている。無論──スィンの例を見るまでもなく、彼のそういう性格が厄やつ介かい事ごとを呼よび込んだりするのも分かってはいるのだが、それでもパシフィカは兄の、お人ひと好よしとも言うべき性格を否ひ定ていする気にはなれない。


　だからそんな事でいちいち腹を立ててはいけない──それはパシフィカ自身、分かっている事ではあったのだ。


　だが。今回の事はいつもと少し違ちがう。違うと思う。


　例たとえば──スィンの時は、あくまでスィンが求めていたのはシャノン本人だった。あの黒髪の少女は、彼に懐なついていたのだし、彼の優しさを分かった上で、そこにすがろうとしていたのだ。


　しかしアムネーゼは違う。


　大まかな事情はシャノンやキンヴァース執しつ事じから聞いた。彼女の中にシャノンは居いない。彼女はシャノンの上にエルディナンドという幻げん影えいを重かさねて見ているだけだ。


　それが──パシフィカには何となく腹立たしい。


　所しよ詮せん代かわり。アムネーゼにとって、シャノンとはその程度のものでしかない。


　きっと、誰だれでもいいのだ。その幻影を重ねる対たい象しようがたまたまシャノンであった、というだけの事である。それがきっとシャノンとは全まつたくの別人でも、アムネーゼにとっては支し障しようなかろう。


　それが、パシフィカには不ふ愉ゆ快かいだった。


　誰でも良いのなら──どうしてよりにもよってシャノンなのか。


　シャノンという人間の、彼独自の良さというものを分かってもいない癖くせに、彼を独どく占せんし自分の側そばに繫つなぎ止めようとするアムネーゼを見ていると、何やら妙みように腹立たしい。


　シャノンは代用品ではない。そんな事に使われていいような安っぽい人間ではない。その事を自分が誰よりもよく知っている──とパシフィカは思う。


　──シャノン兄にいの事なんか何も分かっていない癖くせに。


　そう思うのだ。


「──あのさ」


　パシフィカはふと思いついて言う。


「ちょっと聞きたい事があるんだけど。どこかで話さない？」


　いきなりの申し出を受けてアムネーゼはひどく困こん惑わくした様子だった。


「えと──じゃあエルディンに聞いて──」


　シャノンの部屋の扉とびらを振ふり返るアムネーゼ。


「他の人はどうでもいいの。貴女あなたに聞いてるの」


　多少、意い地じが悪いかな、とは思いつつもそう言ってやる。


　アムネーゼはしばし泣きそうな表情で、シャノンのいる部屋の扉とパシフィカの顔とを見み比くらべ、思し案あんしていたが──やがて、おずおずと頷うなずいた。意を決したというよりは、パシフィカに押し切られた、といった雰ふん囲い気きではあったが。


「ん──じゃあ」


　頷いてパシフィカは歩き出した。








　その職業的殺人者エリミネーターは、〈チャクル・タヴィ〉と呼ばれていた。


　本ほん名みようは誰だれも知らない。その姿すがたを見た者さえほとんど居いない。


　よく知られているのは〈チャクル・タヴィ〉が希け有うな実力を持った魔ま導どう士しであるという事、そして魔導士であるにも拘かかわらず、最後のとどめは自みずからの手で直接刺さす──という事だけである。


〈チャクル・タヴィ〉は殺しが好きだった。


　職業的殺人者エリミネーターは自分の天てん職しよくだと〈チャクル・タヴィ〉は考えている。他ほかに生きてゆく手しゆ段だんがなかったのではなく、殺人という行こう為いが好きで好きでたまらないのだ。それ故ゆえ〈チャクル・タヴィ〉にとってこの仕事は、趣しゆ味みと実じつ益えきを兼かねた申し分のないものだった。


　魔法を使って相手を追い込み、徹てつ底てい的てきに痛めつけておいた後、最後は身動きできない相手をその手で直接殺す。別に凶きよう器きは何でも良いが、鈍どん器きよりは刃は物ものの方が好このみではあった。撲ぼく殺さつでは、自分の手で相手の命を絶たつ瞬しゆん間かんの微び妙みような感かん触しよくが、十じゆう分ぶんに味わえないからだ。


　特に剃刀かみそりで頸けい動どう脈みやくを切ってやるのはお気に入りの方法だった。


　瞬間的な死ではなく、ゆっくりと這はい寄るように、しかし確実にやってくる死。その気け配はいを感じる犠ぎ牲せい者しやが放はなつ絶ぜつ望ぼうと苦く痛つうの表情は〈チャクル・タヴィ〉を虜とりこにして離はなさない。


　苦く悶もんし、みっともなく生にしがみつきながらも、死が最も早はや避さけられないと知った瞬間、犠牲者達が浮うかべるその表情たるや！　過か去こに見てきたそれらを脳のう裏りに思い浮かべるだけで、意い識しきを駆かけめぐる法ほう悦えつに〈チャクル・タヴィ〉はその場でイってしまいそうになる。


　他人を踏ふみにじるのは快かい感かんだ。


　犠牲者共どもは〈チャクル・タヴィ〉の足あし裏うらに踏みしめられるために生まれてきた絨じゆう毯たんだった。放たれる悲ひ鳴めいは〈チャクル・タヴィ〉の偉い大だいさを讃たたえる歌であり、流される血ち潮しおは〈チャクル・タヴィ〉を飾かざりたてる花だった。


　男も女も幼よう児じも老人も〈チャクル・タヴィ〉は区別しない。平びよう等どうに殺す。それぞれ反はん応のうが違ちがって面おも白しろい。だが強しいて言うならば、最もつとも犠牲者として望ましいのは少年少女、あるいは屈くつ強きような戦士だ。〈チャクル・タヴィ〉は彼等を殺す時に、最も大きな快感を覚おぼえる。


　少年少女のほとんどが無意識にも抱いだいている未み来らいへの希望──それを微み塵じんにうち砕くだいて見せる瞬間、彼等はとても生き生きと反応してくれる。その表情が絶望の深しん淵えんへと落ち込んでゆく際の大きな変化は、たとえようもなく滑こつ稽けいで、大きな興こう奮ふんと悦えつ楽らくを〈チャクル・タヴィ〉にもたらしてくれるのだ。老人だとこうはいかない。


　強い戦士も同様だ。彼等は程度差こそあっても自分の力りき量りように自じ負ふがある。自うぬ惚ぼれていると言ってもいい。その自信を完かん膚ぷ無なきまでに叩たたき潰つぶしてやった時──自分が命を託たくし、何よりも頼たよりにしていた自分自身に裏うら切ぎられたその瞬間、彼等が浮うかべる惨みじめな絶望の相は身み悶もだえしたくなるような喜よろこびを〈チャクル・タヴィ〉に与あたえてくれる。


　だから。


　その三兄姉妹きようだいの事を──業界でも有名な職エ業リ的ミ殺ネ人ー者タを何人も再さい起き不能に陥おとしいれた三人の事を聞いた時、〈チャクル・タヴィ〉は居いても立ってもいられなくなった。


　十五歳さいの少女。そして彼女を護まもる双ふた子ごの剣士と魔ま導どう士し。


　たまらない位くらいに美お味いしい獲え物ものだ。天がわざわざ自分のために用意してくれた贈おくり物ではないかと〈チャクル・タヴィ〉が思う程ほどに。


　今までに何組もの職エ業リ的ミ殺ネ人ー者タを退しりぞけてきたという事は、運も実力も並なみ以上のものを持っているのだろう。はっきり言って彼等の戦せん績せきというものは〈チャクル・タヴィ〉の眼めから見ても奇き跡せきに近い。


　この者達はきっと自分に殺されるのを待っているのだ──〈チャクル・タヴィ〉はそう思った。何という事だろう。こんなに健けな気げに自分を待ってくれている獲え物もの達に気付いてやれなかったなんて。〈チャクル・タヴィ〉の脳のう裏りは申し訳わけない気持ちで一いつ杯ぱいになった。


　実際にその三人と接せつ触しよくしてみて──特にシャノン・カスールと戦たたかってみて、〈チャクル・タヴィ〉は自分の予想が正しかったと確信した。


「くふふ──」


　今、〈チャクル・タヴィ〉は遠えん方ぽうから静かにノリンコット邸ていを見み据すえていた。


　胸むねが高たか鳴なる。


　あの男を──シャノン・カスールを絶望の淵ふちに叩たたき込こんで殺す。それはたまらない位に彼女を興こう奮ふんさせる。あの絶望的状じよう況きようの直ただ中なかに在あってもなお向かってくる気き概がいを持った青年を、完かん膚ぷ無なきまでに叩きのめし、そして目の前で無む力りよく感かんを突つきつける。


　そのためには、彼自身を攻こう撃げきするよりも、周しゆう囲いの人間を一人ずつ殺していく方が効こう果か的てきだろう。彼のような類たぐいの人間は、犠ぎ牲せい者しやが出る度たびに己おのれの力の至いたらなさを嘆なげき、責せめ、悔くやむ──傲ごう慢まんにも。


　そう。傲慢だ。


　自分の力で誰だれも彼もが救すくえると思っている。自分には何の責せき任にんも無いような事こと柄がらにまで同情的になり、悔くやんでみせる事で、むしろ優ゆう越えつ感かんに浸ひたっている。その気になれば自分に出で来きない事など何もない──とでも言うように。


　そうでもなければ、どうして血も繫つながっていない妹いもうとを、命いのち懸がけで護ろうとするのか。


　そんな人間に本物の絶望を突きつけてやるのだ。


　優越感に浸る間まも無く、自分への言い訳わけも許ゆるさず、徹てつ底てい的に無力感を突きつける。そうする事で彼の自じ尊そん心しんを完膚無きまでに破は壊かいし、そしてその上で──殺す。


　その時、彼はどんな顔をしてくれるだろう。


「くふふ。素す敵てき──」


〈チャクル・タヴィ〉はそう呟つぶやくと、一気にノリンコット邸ていに向かって疾しつ走そうを開始した。








　ノリンコット邸の庭にわは広い。


　とにかく広い。建たて物ものの付ふ属ぞく物ぶつとして庭がある──というのではなく、敷しき地ちの中で建物が建たっている部分以外が全部庭、と言った方が正しいだろう。


　見渡せば森が見えるし、建物の側そばには川も流れている。恐おそらく元々の城じよう塞さいも水すい源げんの確かく保ほという意味合いもあって、ここに建てられているのだろう。よく見れば──今はもう取り壊こわされて無いが、城じよう壁へきの跡あとが川を一部その内側に取り込むような形で残っている。かつては庭ではなく、建物の中を川が流れるようになっていたのだ。


　その川に面した位置に、テラスが設もうけられている。


　そこに置かれた白いテーブルを挟はさんで、パシフィカとアムネーゼは向かい合っていた。


「あのさあ」


　パシフィカはぼんやりと川を眺ながめながら言った。


「アムネーゼさんってシャノン兄──もとい、あのエルディナンド様の何ど処こが好きなの？」


「え？　え？」


　いきなりそう聞かれて、驚おどろいたように瞬まばたきを繰くり返すアムネーゼ。


　だが彼女はすぐににっこりと微笑ほほえんで言った。


「優やさしいから」


　その無む垢くな微び笑しようを横目で見つつ、内心で顔をしかめるパシフィカ。


（う……可か愛わいいじゃない。てーか私より年上だけど）


「アムは──エルディンが居いないと駄だ目めなの」


　アムネーゼは夢ゆめ見みるような口く調ちようで言う。


「エルディンが居ないとアムは──アムは生きている意味もないの。エルディンが居てくれるからアムは生きてゆけるの。アムは、あの人と出会うために生まれてきたのよ……」


「そ……そこまで言う？」


　若じやつ干かんたじろいだ表情を浮うかべてパシフィカが言う。


「アムはあの人が居ないと駄目。エルディンだけがアムを構かまってくれるの。エルディンが居なかったら、アムはひとりぼっちなの。アムは、わがままで要いらない子だから、エルディンだけがアムを拾ひろってくれるの。アムは──」


　アムネーゼはひたすらそう繰り返す。ひたすら淡たん々たんとした口調で──


（──そうか）


　パシフィカはふと思い至いたった。


　それは呪じゆ文もんだ。彼女が彼女自身にかけた呪文。エルディナンドの存在なくしては、自分は一歩でさえ未み来らいに進めない──彼女はそう自分に言い聞かせてしまっているのだ。


　どうしてそんな風に彼女が考えるようになったのか……詳くわしい事は分わからない。知らない。だが、自分という人間の存在を、肯こう定ていできなかった末すえに、その意味を他人に求めようとする考え方は、パシフィカにも覚おぼえがあった。


　他ほかならぬパシフィカ自身が、そういう考え方をしていた時期が在あったからだ。


「他の人じゃ駄目なの？」


　そう尋たずねるとアムネーゼはきょとんとした表情で瞬きした。


「他の人？」


「他の、優しい人が──アムネーゼさんを構ってくれる人が現あらわれても、アムネーゼさんはエルディナンド様が居ないと駄目なの？」


「……そんな人、いないよ」


　アムネーゼは当然──といった口調でそう言う。


「エルディンだけがアムを構ってくれるの」


「どうしてよ。他の人だって貴女あなたを好きになってくれるかもしれないじゃない」


「でもエルディンだけなんだもの」


　アムネーゼの口調は変わらない。まるでごくごく当たり前の常じよう識しきを告つげているかのような、迷まよいのない口調だった。


「──あのさ。もしも──もしもよ？」


　一いつ瞬しゆん、パシフィカは躊ちゆう躇ちよする。


　自分はひょっとしたらこのアムネーゼという娘の息の根を止めるような一言をこれから言おうとしているのかもしれない。


　だが──


「じゃあエルディナンド様が死んじゃったりしたら、アムネーゼさんはどうするの？」


「…………」


　アムネーゼが不ふ思し議ぎそうな顔で黙だまり込こむ。


　何を言っているのか分からない──そんな表情だ。


「エルディナンド様が居なくなったら、アムネーゼさんが生まれてきた意味は無なくなるの？　その瞬間にアムネーゼさんの人生って、全部無意味になるの？」


「…………そんな事、ない」


　アムネーゼは──どこかぼんやりした口調でそう言う。


「だって。エルディンが死ぬ筈はずないもの」


「どうして？」


「エルディンは死なないから」


「だから、どうして死なないの？　エルディナンド様も人間でしょう？　だったら死ぬ事だってある筈じゃない。事じ故ことか。病気とか」


「でもエルディンは死なないんだもの」


　うわごとを呟つぶやくかのように──眼めの焦しよう点てんを曖あい昧まいにしたままアムネーゼが言う。


　恐おそらく、彼の死というものを受け入れない事で、彼女は自分が存在している意味が喪そう失しつしてしまう事を避さけているのだろう。彼女はエルディナンドが居てこそのアムネーゼ・ノリンコットであると自分で決めてしまったのだ。


　だからエルディナンドは死んではならない。


「──結局さ」


　パシフィカは溜ため息をついて言った。


「アムネーゼさんはエルディナンド様が好きなんじゃないんだよね」


「──え？」


　アムネーゼが困こん惑わくの表情を浮うかべる。


（エルディナンドって人は──結局、記号なのよね）


　そんな事をパシフィカは思う。


　自分に優やさしくしてくれる人。自分を構かまってくれる人。結局──彼女はそういう条件にエルディナンドという名前を当てはめているだけに過ぎない。エルディナンド個人を見ているのではなく、ただ自分の記き憶おくの中で、一番自分に優しかった人、自分が辛つらい時に一番慰なぐさめてくれた人を、一種の象しよう徴ちようとして用もちいているだけなのだ。


　だから誰だれでも良い。自分を構ってくれる人。自分の存在に意味を与あたえてくれる人。自分を見み捨すてないで居てくれる人。そういった誰かであれば、彼女にとっては『エルディナンド』たりうるのだ。


「楽がしたいだけでしょ？」


「え？　ええ？」


　意味が分からずアムネーゼは表情を不安げに歪ゆがませる。


「楽よね、何も考えずに『自分はエルディナンド様のために生きている』とか思うの。すっごく分かり易やすいじゃない。色々選ばないといけない時だって、悩なやむ必要ないし。誰かに身も心も捧ささげちゃうのって、実はとっても楽」


　パシフィカは苦く笑しようした。


「逆に言ったらさ。捧げさせてくれる人なら──自分を拒きよ絶ぜつしない人なら、誰でもいいんだよね、そういう場合。でもそれって、誰かを好きになってるのとは違ちがうんじゃない？　相手の人は、自分が楽をするための道具でしかないもの」


「え？　でも──でも」


「それってさあ。結局、自分一人で居るのと変わらないじゃない。自分と考えが違って、感かん覚かくも違って──でも、そういう誰か他人と一いつ緒しよに居るから楽しいんじゃない。どっちかがどっちかのために存在してるとか、誰かが誰かと出会うために生まれてきたとか──それって言葉だけ見てたら美しいけどさ。結局、自分の行動とか判断の責せき任にんを全部誰かに押しつけてるわけだし。そういうのって、実際にはすごく──」


　一瞬言いよどむが、それでもパシフィカは続けた。


「すごく気持ち悪いよ」


「…………！」


　アムネーゼが驚きよう愕がくの表情を浮かべて立ち上がる。


「あ……ああああ……アムは、アムは……私は──違う、違うもん。そんな事──エルディンは、優やさしくて、だから──アムは、私は、私は──好きで、私を見てくれて、エルディンは──違う、私は──ああ……」


　軽い錯さく乱らんでも起こしているのか、アムネーゼは息を荒げながら言う。


　その姿すがたを見ながら、ふとパシフィカは思った。


（本当は──分かってるんじゃないの？）


　本当は分かっている。分かっているが──アムネーゼはそれを考えないようにしていたのではないだろうか。それを考えないで済すむように幼よう児じの状じよう態たいに還かえっていた。あの、幼おさなく無む垢くで、何の責任もなく誰かの愛情を享きよう受じゆしていればいいだけだった時に。


　そうしないと、自分というものが潰つぶれてしまいそうだったから。


「──ごめん、ちょっときつかったかな」


　頰ほおを搔かきながらパシフィカが苦笑を浮かべる。


「同じような事、考えてた時期があったからさ。私も」


「……分からない。アム、分からないよ」


　そうは言うものの、必かならずしもパシフィカが自分を糾きゆう弾だんしたい訳わけではないのだと知ったのか──アムネーゼは少し落ち着きを取り戻もどしていた。


「う。実は自分でもよく分かってなかったりして」


　頭を搔きながらパシフィカが言う。


「こういうのはシャノン兄とかラクウェル姉とかの方が得とく意いなのよね。説せつ教きようって言うかなんていうか。柄がらにもない事するもんじゃないわね」


（あんまりシャノン兄の事、どうこう言えないわよね）


　自分もいい加か減げん、お節せつ介かいだ。


　しかし。


　最初は単に腹立たしさだけだったのだが、言葉を交かわす内にパシフィカは気付いた。


　この娘の漬つかっている泥どろ沼ぬまには見み覚おぼえがあった。


　だから口を出さずにはいられなかったのだ。同じ泥沼でもがいていた経けい験けんがある身としては。


「エルディンを、好きだったら駄だ目めなの？」


「駄目な事、ないよ」


　すがるような眼めでそう問うてくるアムネーゼに、パシフィカは微笑ほほえんで言った。


「でも、好きになるなら、その人をちゃんと見て、責任もって好きになろうよ」


「…………よく、わかんない」


「うーん。ごめん。難むずかしかったかな」


　ついつい相手が大人おとなの容よう姿しをしているために、かみ砕くだいて説明するのを怠おこたりがちになってしまう。


　そんな事をパシフィカが考えていた時──


「──パシフィカ」


　唐とう突とつな呼よびかけに、怪け訝げんそうな表情を浮かべてパシフィカは振り返った。


　いつの間まにそこに来ていたのか。


　川を背にして一人の少女が立っている。


「──ユイリン？」


　パシフィカの声に少女は小さく微笑ほほえんだ。


「ねえパシフィカ。私、ちょっとお願いがあるのね」


　ユイリンは微笑みを浮かべたまま静かな口く調ちようで──妙みように静かな口調でそう言った。


　──何かがおかしい。


　反射的にパシフィカはそう感じて眉まゆをひそめた。何が、と問われれば咄とつ嗟さには答えられない。だが違い和わ感かんがある。ひどくちぐはぐな組み合わせを見せられているかの様ような。


「どうしたの？　何が──ちょっと？　一体──」


　得え体たいの知れない何かが占うらない師しの少女から流れ出る。眼に見えない──しかし全身が鳥とり肌はだだつのを誘ゆう発はつするような何か。


　パシフィカはその感かん覚かくに覚おぼえがあった。


　何度か同様の──程度差はあるが同様の感覚を覚えた事がある。


　殺さつ気き──


「大だい丈じよう夫ぶよ」


　ユイリンが言った。


　同時に──


「まだ、殺さないから」


　無数の白い飛ひ沫まつが空中に舞まう。


　陽光の中で激はげしく煌きらめく雫しずくの群むれをまといながら──ユイリンの背はい後ご、川の中から巨きよ大だいな甲かつ冑ちゆうが出しゆつ現げんしていた。








「──！」


　ラクウェルがぴくりとその身を震ふるわせた。


「……やられたわね」


　呟つぶやきと同時に彼女はベッドから飛び降おり、駆かけ出した。


　いつもの柔やわらかな美び貌ぼうは変わりないが、少々今はその表情に焦あせりの色が見える。


　してやられた。


　その想おもいがある。敵てきの力りき量りようを読み誤あやまっていたのだ。


　彼女は既すでに昨晩ゆうべから警けい戒かい用の結けつ界かい魔法〈楽園アスガルド〉を起き動どうしていた。敵の体重や身長、体温その他の情じよう報ほうは既に一度目の戦たたかいで採とってある。故ゆえに次に襲しゆう撃げきを受ける際は、事じ前ぜんに察さつ知ちできる筈はずだったのだ。


　だが──敵は彼女より一枚上うわ手てだった。恐おそらくラクウェルが〈楽園アスガルド〉で警戒しているであろう事を読んだ上で、その裏うらをかいてきたのだ。


　恐らく敵は鎧よろいを脱ぬぎ、しかも川を辿たどってくる事で、自分の重量や体温、身長などを変えていたのだ。ラクウェルが把は握あくしていたのは、鎧を着きた状じよう態たいの敵の重量であり、身長であり、体温だった。


　しかも〈楽園アスガルド〉は基本的に魔ま導どう士しの立つ基き準じゆん平面より下──地面の下までは探たん知ちしない。通常であれば意味がないからだ。しかし地面よりも下を探知しないという事は──例たとえば川底を進んでくれば、その接近を察知できないという事になる。


「ラクウェルっ！」


　廊ろう下かを走る彼女の横に、いつの間まにかシャノンが合ごう流りゆうしていた。


　どうやら殺さつ気きを感かん知ちして飛び出してきたのであろう。


「何をしてたんだ、おまえはっ!?」


　怒ど鳴なってくる弟に、ラクウェルは走りながら答える。


「ごめんなさい、反はん応のうは無なかったの──〈楽園アスガルド〉の弱じやく点てんというか、裏をかかれたわ」


「実力としてはラクウェル並なみって事か？」


　裏をかく、弱点を突つくという事は、それだけその魔法について知ち悉しつしていなければならない。そして魔導士の優ゆう劣れつを決めるのは、基本的に意い識しき容よう量りようと知ち識しき量なのである。


「……それ以上かも」


　ぎり──とシャノンが歯を嚙かみ締しめる音がラクウェルにも届とどいた。


　白はく兵へい戦せんでもシャノンを凌りよう駕がする上に、魔導士としてもラクウェルに匹ひつ敵てきするとなれば、尋じん常じような方法で勝ち目はない。


「くそ──勝てると思うか？」


　そう尋たずねてくる弟に、ラクウェルは微笑ほほえんで言った。


「同じ人間だもの。絶対とかそういうのは、無いでしょう？」


「……まあな」


　薄うすく苦く笑しようで応じ合い──シャノンとラクウェルは庭にわに走り出た。








　軽い金きん属ぞく音おんと共ともに胸きよう部ぶの装そう甲こうが左右に開く。


　それは甲かつ冑ちゆうの全面積から言えばごく一部分に過ぎない。総計五十七枚もの装そう甲こう板ばんの内のたった二枚。だがその二枚が開くと、ユイリンの──〈チャクル・タヴィ〉の小こ柄がらな身体からだには十じゆう分ぶんな『入り口』となる。


〈チャクル・タヴィ〉はするりと慣なれた動きでその胸部から甲冑の内部に身を押し込むと、四し肢しを縮ちぢめて装甲板を閉とじる。子し宮きゆうの中の胎たい児じのような格かつ好こう──これが〈チャクル・タヴィ〉が愛用の甲冑〈トム〉を操あやつる際の基本状態であった。


　要するに──〈チャクル・タヴィ〉は自分の肉体で甲冑を操っているのではない。そもそも中身があるのは胸部と腹ふく部ぶ──それも一部だけであり、頭とう部ぶや四肢といった他の部分は全まつたくのがらんどうなのだ。


〈チャクル・タヴィ〉は魔法によって形成した力りき場ばを〈トム〉に被かぶせて動かしている。人間離ばなれした膂りよ力りよくや脚きやく力りよく、そして格かく闘とう技ぎの定じよう石せきを無む視ししてばらばらに動く四肢──全すべてはこの〈トム〉が魔法の力場によって制せい御ぎよされる、一種の人形であるが故ゆえの事だ。


　この〈トム〉を動かし支ささえる力場は〈チャクル・タヴィ〉が自みずから組んだ魔ま導どう式しきだ。


　元々は〈武ト雷ー神ル〉などに代表される半自じ律りつ型攻こう性せい魔法の応用である。だが、〈武ト雷ー神ル〉と異ことなり、破は壊かい力の抽ちゆう出しゆつをする必要はなく、甲冑を『器うつわ』にしているので、形けい態たい制御の記き述じゆつも必要ない。また動きそのものも基本的には〈チャクル・タヴィ〉の意志により制御されているので、目もく標ひようの自動追つい尾びなどを行おこなう為ための仮ル想ー精チ霊ンの記述も必要ない。


　これらの理由で生じる意い識しき容よう量りよう上の余よ裕ゆうを〈チャクル・タヴィ〉は、他の魔法の起き動どうに回しているのだ。


　このため、〈チャクル・タヴィ〉の〈トム〉は、超ちよう一流の使い手とも渡り合えるほどの白はく兵へい戦せん能力を持ちながら、同時に魔法をも使用しての攻こう撃げきが可能となる。


「くふふ──」


〈チャクル・タヴィ〉は装甲の隙すき間まに設もうけたのぞき窓まどから、足あし下もとに気き絶ぜつして倒たおれているパシフィカとアムネーゼを見み下おろした。


　もうすぐシャノン・カスールが来るだろう。


　彼の力を今まで通り凌りよう駕がして見せ、その上でこの二人をなぶり殺しにしよう。そうすればきっと彼は絶ぜつ望ぼうの叫さけびを上げてくれるだろう。自分が力及およばぬ事を呪のろい、悔くやみ、その挙あげ句くに見み栄えも体てい裁さいも振ふり捨すてて自分に懇こん願がんしてくるだろう。


　彼の誇ほこりが崩ほう壊かいする様さまは──きっときっと、自分を未み体たい験けんの法ほう悦えつに導みちびいてくれるに違ちがいない……


　そんな事を思いながら、〈チャクル・タヴィ〉はシャノンの到とう着ちやくを待った。








　庭にわに走り出たシャノンは、愕がく然ぜんと硬こう直ちよくした。


　巨きよ大だいな甲かつ冑ちゆうの姿すがた。


　それはいい。それは予想した事だが──その左手に二人の娘がぶら下げられているとなると、話が違う。


「パシフィカ……アムネーゼ！」


　彼女達の四肢は共ともにぶらりと力無く垂たれ下がったままだ。微かすかに胸むな元もとが動いている事からして、気絶しているだけの様ようではあるが、だからといって安心できる状じよう況きようでもない。甲冑の力は誰だれよりもシャノンがよく知っている。その気になればパシフィカ達の首など一いつ瞬しゆんでへし折おれるだろう。


「貴き様さまは──」


「くふ。くふふふ。シャノン・カスール……」


　甲冑の中から──初めて意味のある言葉が漏もれる。


　だがシャノン達を驚おどろかせたのは、言葉そのものではなく、その声であった。


「女？」


　驚くシャノンとは対たい照しよう的てきに、ラクウェルは落ち着ついた声で言った。


「ユイリン──あなただったのね」


　ラクウェルがそう呼よびかけると、甲冑は小さく身じろぎした。ラクウェルに向き直ったのかもしれないが、どうもこの甲冑には人間の動きとは微び妙みように異ことなる癖くせがある。


「あなたが、シャノンに重じゆう傷しようを負おわせた敵てきだったのね」


「ユイリン？　知り合いか？」


　シャノンが眉まゆをひそめて言う。


　かいつまんでお互たがいの状況を説明したシャノン達ではあったが──ユイリンの事は特にラクウェル達はシャノンに伝つたえていなかった。彼女の存在は特に状況を説明する上で関係がなかったからだ。


「たまたま街まちで一いつ緒しよになった女の子だったのだけれど──」


「たまたまではないよ」


　甲冑の中から──くふくふと笑う声が漏れてきた。確たしかにそれは少女のものだ。


「当然、最初から近付いたのよ──もしシャノン・カスール、おまえが生きていれば、必かならずパシフィカやラクウェルの元に帰ってくるだろうからね」


「……俺おれが最初から目もく的てきか？」


「最初は無論、〈廃はい棄き王女〉の抹まつ殺さつの依い頼らいだったんだけどね。でももうそんなのどうでもいいわ。いつでもパシフィカは殺せるし。それよりシャノン・カスール。おまえよ。おまえを殺す」


「……何か恨うらまれる事でもしたか？」


　などと軽かる口くちを叩たたきながらシャノンは相手の呼こ吸きゆうを計はかっていた。


　パシフィカ達を盾たてにされている以上、〈力マ天グ神ニ〉などをぶつけるという方法は使えない。相手の隙すきを突ついてパシフィカを取り戻もどすしかないのだが──


（くそ。なんて奴やつ）


　シャノンは内心で毒どくづいた。


　隙がない。というより──隙が読めない。呼吸さえも。


　その動きや構かまえ方が格かく闘とう戦せんの定じよう石せきに全く合がつ致ちしないのだ。素人しろうと同然の立ち方をしている癖くせに、その動きが完調時のシャノンに匹ひつ敵てきするのだ。


　自分と同等の運動速度を持った相手に、正しよう面めんから隙を突く事などできはしない。無論、格闘戦においては、強制的に相手に隙を造つくらせるような技わざの組み立て方もある。だが、そのような技術が適てき用ようできるような相手なのかどうかが分からない。とにかく色々な面ででたらめなのだ。シャノンの中にある武ぶ術じゆつ家かとしての常じよう識しきがほとんど通用しないのである。


　そもそもこの敵と何度も技を撃ち合っている余よ裕ゆうはない。下へ手たに刀かたなで相手の斬ざん撃げきを受け止めれば、刀ごと両断されかねない。鋭えい利りさはともかくそれを可能にするだけの爆ばく発はつ的てきな力がこの甲冑にはあった。


　一体どういう仕し掛かけなのか。


　中に入っているのは少女らしいが──そもそもシャノンでさえ見上げねばならないような甲冑の中に女子供が入っても、まともに動かせる筈はずがない。パシフィカなどは最低でも四人は詰つめ込こめそうな容よう積せきがあるだろう。


「くふふ。シャノン・カスール……素す敵てきな虫けら。おまえ、強いでしょ？　自分でも強いと思ってるでしょ？　虫けらのくせに生なま意い気きに。くふふ。いい気になっているのよ、おまえは。そういう傲ごう慢まんな奴やつって絶ぜつ望ぼうするととっても惨みじめ。くふふふふふふふ──傲慢な奴が惨めに絶望する様さまってとっても素敵。自分の信じていた力に裏うら切ぎられて。自信を微み塵じんにうち砕くだかれて。くふふふ。馬ばぁー鹿か。虫けらがどれだけあがいたって虫けらなのよ」


「…………」


　シャノンは眉み間けんに皺しわを刻きざんだまま甲冑を見み据すえる。


　やはり──この敵はシャノンの絶望する姿すがたを見たがっている。仕事というよりも単にそういう嗜し好こうを持った真しん性せいの加か虐ぎやく趣しゆ味み。歪ゆがんだ欲よく望ぼうを持った人間があの甲冑の中に入っているという事だ。


「おまえみたいなのは、頑がん固こだから、自分が殺されたって負まけを認みとめないのよね」


　楽しげに〈チャクル・タヴィ〉が言う。


「でもそういう奴に限って、自分ではどうにもならない部分に弱い。例たとえば──目の前で友人とか恋こい人びととか家族とか……そういうのを殺されたりすると、あっさり崩くずれる。くふふ。なんて傲慢。他人が死んでも『俺の力が及およばなかったばかりに』とか言って自分を責せめるのよ。くふふ。おまえ、何様の積つもり？」


「…………」


「虫けらのくせに、何でもかんでも自分の力で解決できると思ってる。ああ、なんて傲慢。そういう奴が自分の力の限界を突つきつけられたら、本当に惨め。そういうのを見るのはとってもスカっとするわ。くふふふ」


「──正しよう体たいがばれた途と端たんによく喋しやべるな」


　シャノンが冷ひややかに言う。


「駄だ目めよ。そんなに冷れい静せいさを取り繕つくろっても。おまえは焦あせってる。動どう揺ようしてる。自分の力が及ばない事に苛いら立だっている。くふふ。さあ──その恐おそれを現実のものにしようね。まずは、この女から」


　右手の大たい剣けんの切っ先でひょいとアムネーゼの襟えり首くびを引っかけると、ユイリンはシャノンに見せつけるようにその体たい軀くを掲かかげて見せた。


「動いちゃ駄だ目めよ。動いたらパシフィカを殺すわ。いいわね？」


「…………」


　咄とつ嗟さに飛び出し駆かけたシャノンの動きが、止まる。


「くふふふ。悩なやんでる悩んでる。そうよ、否ひ定ていしなさい、自分の強さを。何も出で来きない自分の弱さを呪のろいなさい。そうね──地べたに這はい蹲つくばって、犬の真ま似ねでもしてもらおうかしら？　そしたらパシフィカだけでも助けてあげようって気になるかも」


「貴き様さま──」


　無論、言うとおりにしたところでこの敵は大おお喜よろこびでシャノンを殺し、パシフィカを殺すだろう。ただシャノンを嬲なぶって絶望の鳴なき声を挙あげさせるためだけに、この女は動いている。それだけだ。だからこそ駆かけ引きを行おこなう余よ地ちはない。付け入る隙すきもない。


　しかし──


「そこまで買い被かぶってくれるとはな」


　シャノンは──薄うすく笑いながら言った。


「──何？」


「何でも自分でできる？　自分が強いと自うぬ惚ぼれている？　まあ少しはそう思っていた時期もあったがな。ある男に言われたよ」


　シャノンは刀から手を放はなして言った。


　相手が怪け訝げんそうに黙だまり込こむ間まへ畳たたみかけるように、彼は声を大きくして言った。


「そう思っているといつか頭打ちが来るってな。お前はまあ確たしかに俺より強いだろう。傷きずも治なおってないからな、俺だけじゃまともに戦たたかってもお前を倒たおす事はできないし、妹やアムネーゼを取り戻もどす事もできないさ。しかし、それがどうだっていうんだ？」


「…………」


　小さく身じろぎする甲かつ冑ちゆう。


　それは──あるいは困こん惑わくの仕し草ぐさだったのかもしれない。


「俺は別に強くある自分を好きだから強くなったんじゃない。強くないといけないから強くあろうとしただけだ。だから自分の限界も分わかってる。自分に出来ない事もあるし、上には上が居いる事も認みとめてる。それを恥はじる積つもりなんかない。弱い自分ってのを、俺は誰だれよりもよく分かっている積もりだよ」


「──は、何を苦し紛まぎれの──」


「そっくりそのまま、言葉をお前に返してやろうか、殺し屋。お前が相手を屈くつ服ぷくさせて絶望を味わいたがるのは、何な故ぜだ？　さっさと仕事をすればいいものを、その手順を曲げてまでお前が『強い』と思う人間を嬲りたがるのは、何故だ？　言ってやろうか。それはつまり、お前が誰よりも恐おそれて居るんだよ。自分が『弱い』と認める事を」


「…………」


「俺はお前より弱い。認めてやったぞ。さあ、もっと喜べ。俺なんてちっぽけなもんだ。たまたま今まで俺は幸こう運うんに恵めぐまれてここまでこれたが、俺は自分よりも強い人間を最低でも三人知ってる。場合によっては俺より強くなるであろう奴やつなら、更さらに一人知ってる。人間そのものが、実はちっぽけでたまらない位くらいに脆ぜい弱じやくな存在だってのも知ってるぞ」


〈チャクル・タヴィ〉は答えない。答えないが──微かすかに、本当に微かにだがその気け配はいが揺ゆれるのをシャノンは感じ取っていた。


「嬉うれしいか？　俺に勝てて嬉しいか？　嬉しくないよな。弱い存在に勝ったっておまえが弱くない事の証明にはならないもんな。どんなに強い奴を捜さがしたって、そいつがこの世で一番強いなんて保ほ証しようはどこにもないもんな。そうさ。俺は最強なんかじゃない。だが俺が虫けらだってんなら、おまえが虫けらでない証しよう拠こはどこにある？」


「──よく喋しやべる虫けらね」


　呻うめくように〈チャクル・タヴィ〉が言う。


「でも分かってるわよ。時間稼かせぎしようという魂こん胆たんは。後うしろのラクウェルがこちらの手の内を解かい析せきして、対たい抗こう策さくを編あみ出すための時間を稼ごうとしているのは」


「…………そうかい」


　シャノンが表情を険けわしくして言う。


　だが──


「その程度しか分かってない訳わけだ」


「──!?」


　次の瞬しゆん間かん──がつん、という音と共ともに巨きよ剣けんが揺れた。








　衝しよう撃げきによって揺れたその切っ先から、アムネーゼの身体からだが床ゆかへ落ちる。


　同時に倒たおれたアムネーゼに向かって横手から走り込む影かげがあった。


　キンヴァース執しつ事じである。


　無論、剣を揺らせた鉄てつ球きゆうの一撃も、彼が弩ゆみから撃うち出したものだ。弦つるに付ける部品さえ換かえれば、矢だろうが鉄球だろうが撃ち出せる。


　弩を投げ捨すて、彼は飛び込むようにして甲かつ冑ちゆうの前に転ころがっているアムネーゼに飛びつき、そして勢いきおいそのままに芝生の上を滑すべって甲冑から離はなれる。


　無論、その間〈チャクル・タヴィ〉もその様よう子すを黙だまってみていた訳ではない。


　しかしキンヴァースが飛び出すのと同時にシャノンも前に飛び出している。


「──！」


　甲冑の動きが乱みだれる。シャノンかキンヴァースか──一瞬どちらに対たい処しよすべきか〈チャクル・タヴィ〉は迷ったらしかった。


　だがその一瞬でシャノンは十じゆう分ぶんな距きよ離りを稼いでいた。


「壁かべよ・阻はばめ！」


　防ぼう性せい魔法〈塞壁ミズガルズ〉起き動どう。


「動くなと言ったわよ！」


　言いながらユイリンは甲冑の剣をパシフィカに向けて叩たたき込こみ──


　がつん。


　鈍にぶい音と共ともに剣は跳はね返された。


　パシフィカを薄うすく輝かがやく多角形の膜まくが覆おおっている。シャノンが〈塞壁ミズガルズ〉で守ったのは自分ではなく、パシフィカであった。だからこそ彼は自分の魔法がパシフィカを守れる距離にまで近付く機会を待っていたのだ。


　更さらに言えば、声を大きくして話しかけていたのも、キンヴァース執事が物もの陰かげで弩の弦を引き、狙ねらいを付ける物音を誤ご魔ま化かすためだった。


「くっ──！」


　剣がそのまま横薙なぎに振ふられる。


　シャノンは床に身を投げ出してそれを避よけ、パシフィカに肉にく薄はくしざまに刀かたなを抜ぬきはなった。同時にパシフィカの周しゆう囲いの〈塞壁ミズガルズ〉を解かい除じよ。


「戦いくさ乙おと女めよ・祝しゆく福ふくを！」


　叫さけびと同時に居い合あいの要よう領りようで抜き放たれた刀は、パシフィカをつかんでいる鎧よろいの手首に食い込んだ。


　極ごく薄うすの力りき場ばを振しん動どうさせ、岩であろうと鋼こう鉄てつであろうと切り裂さく戦せん闘とう補ほ助じよ魔法〈祝しゆく聖せい刃じん〉。


　だがそれは何な故ぜか鎧に僅わずかに食い込んだだけで、止まった。


　それどころか衝しよう撃げきの様ようなものがその食い込んだ傷きず口ぐちから発生し──シャノンとパシフィカをはじき飛ばしたのである。


　これは〈祝聖刃〉の力場と〈トム〉の力場が相そう互ご干かん渉しようを起こした結果だが、さすがにそこまではシャノン自身もまだ理り解かいしていない。


「う──」


　はじき飛ばされながらもシャノンは手を伸のばしてパシフィカを引き寄せ、もつれ合うようにして床を転ころがった。


「おのれ──！」


　甲冑が巨剣を振り回す。


　その一撃は、遠くにはじき飛ばされたシャノン達よりも先に──アムネーゼを抱だき上げてその場から離はなれようとしていたキンヴァース執事を打った。


「──!!」


　シャノンが愕がく然ぜんと眼めでキンヴァース執事とアムネーゼを追う。


　長い一いつ瞬しゆん。


　軽々と吹ふっ飛ばされ、空中に緩ゆるやかな赤い軌き跡せきを引き──キンヴァース執事とアムネーゼは床に落ち、跳はねた。








　意い識しきの混こん濁だくがゆっくりと薄れてゆく。


　ぴりぴりと張りつめた空気にさらされながら、アムネーゼは眼を開いた。


　身体からだが痛い。どこかで打ったらしい。


　手をついて身を起こそうとしたアムネーゼは、その手が柔やわらかいものに触ふれ──更さらに滑すべるのを感じた。


　ぬるりとした感かん触しよく。


　鼻び腔こうを刺し激げきする錆さびた鉄の匂においとその感触が結むすびつき、彼女の不安を刺激する。掌てのひらを目の前に持ってきて、初めてアムネーゼは自分の手が血だらけになっているのに気付いた。


「ひっ──」


　悲ひ鳴めいを喉のどに詰つまらせるアムネーゼ。だが次の瞬間、視し線せんを下げた彼女は、自分が下した敷じきにしていたものの──最初に触れたその柔らかさの正しよう体たいを知った。


　キンヴァース執事。


　見れば彼女の手を濡ぬらした血は、彼の口から出ている。


　血の赤。死を暗あん示じする不ふ吉きつな色。


　アムネーゼの中にある種の衝しよう撃げきが駆かけ抜ぬけた。


「キンヴァース……？　キンヴァース！　キンヴァース！」


　慌あわててアムネーゼはキンヴァース執事の上から退のいて、彼を抱だき起こす。


　衣い装しようが彼の血で濡れたが、そんな事は気にならない。実はすぐ側そばでシャノンやラクウェルが問題の甲かつ冑ちゆうと戦たたかっているのだが、その雑ざつ音おんも光景も今のアムネーゼには届とどかなかった。


「キンヴァース！」


「──お嬢じよう様さま……」


　キンヴァース執事がうっすらと眼を開ける。


　何かの拍ひよう子しに外はずれたのか、この執事の容よう姿しを特とく徴ちようづけていた単眼鏡モノクルがない。


　アムネーゼは──この初老の執事の素す顔がおを初めて見たような気がした。


　いつも側そばに居いた従じゆう者しや。自分が生まれた時から見守ってくれていた人物。


　母が去り、父が逝ゆき、エルディナンドが逝き、祖そ父ふが逝き──誰だれも彼もが彼女を置いて去ってゆく中で、両親よりも長く、優やさしく、辛しん抱ぼう強く彼女を見守ってきた人。


　その存在を──アムネーゼはまるで空気の様ように考えていた。


　キンヴァースは自分の側に居て当然であると。


　だが──


「ご無ぶ事じでしたか……このクレザント・キンヴァース、老ろう骨こつに鞭むち打った甲か斐いがありました」


「大だい丈じよう夫ぶ？　大丈夫なの？　ねえ、キンヴァース……」


　だがアムネーゼは今、キンヴァースの様よう子すに明めい白はくな『死』を感じていた。


　死は何度か見た。祖父も父も病やまいで逝った。


　だがこれは違ちがう。緩ゆるやかに迫せまってくる死ではない。


　残される者の心の準じゆん備びも、覚かく悟ごも許ゆるさず、ただ情なさけ容よう赦しやない速はやさで訪おとずれて未み来らいを断たち切る、単純で残ざん酷こくな──『終わり』。


　居なくなる。


　キンヴァースが居なくなる──その事をアムネーゼは初めて意い識しきした。その事でキンヴァースの存在そのものを、今までになくはっきりと意識した。


「お嬢様……お願いでございます」


　キンヴァースはその無表情に塗ぬり固められていた顔を大きく歪ゆがめて──笑った。


「どうか、どうかご自分に呪のろいをかけるのはおやめください。貴女あなた様さまはエルディナンド様の一部ではありません。エルディナンド様もそんな貴女様を望のぞんでいた筈はずがありません。貴女はお一人でも幸しあわせになって構かまわないのです。貴女は胸むねを張って生きてくださればいいのです。エルディナンド様とて、それを貴女に望んだからこそ、ずっと貴女を一人前の女性として扱あつかわれてきたのではないですか？」


「何を──何を言ってるの、キンヴァース……血が、血が出てる、血が出てるよう」


　そう言ってアムネーゼは彼の身体からだにしがみつく。


「何度も何度も申し上げようとは思いました。ですが怖こわかったのです。硝子ガラスのように脆もろい貴女様の心を、私の不用意な諫かん言げんで壊こわしてしまうのではないかと。この私にとって……貴女様は娘むすめも同然でした。だからこそ私は貴女様の幻げん想そうを守ろうとした。貴女様とエルディナンド様の想おもい出が詰つまったこの館やかたで、いつか貴女様が現実の中に戻もどってきてくださるまで、待とうとおもっておりました。


　敬けい愛あいしたお館やかた様さまの、たったお一人の、ご令れい嬢じよう。貴女のため、と自分に言い聞かせ、今日きようまで私はこの館を護まもって参りました。しかし──」


　言葉の代かわりに血がしぶく。


「キンヴァース！」


「しかし、所しよ詮せんそれは私の傲ごう慢まんさでした。親代がわりを自じ負ふするならば──子をしかる義ぎ務むもある筈はず。それから私は逃にげていた訳わけです……いいですか、お嬢様。このクレザント・キンヴァース、最初で最後のお願いです。自じ覚かくをなさってください。貴女は貴女、アムネーゼ・ノリンコットは誰だれのためでもなく、貴女自身のために生きていていいのだと。自覚なさい、自分自身の権利と責せき任にんにおいて、貴女はアムネーゼ・ノリンコットだ……！」


「…………」


　アムネーゼは息を呑のんだ。


　彼女の脳のう裏りに小さな火花が散る。それは小さな小さなものではあったが──


『でも、好きになるなら、その人をちゃんと見て、責任もって好きになろうよ』


『自分自身の権利と責任において、貴女はアムネーゼ・ノリンコットだ……！』


　それぞれはただの言葉。


　どれだけの望みと願いを込こめられていても、それはただの言葉。


　しかし──


「キンヴァース……」


　言いたい事を言い終えたのだろう。キンヴァース執事はその眼めを閉じた。その身体も力を失うしなう。だらりと垂たれ下がる四し肢しは、まるで糸の切れた操あやつり人形の様ようだった。


「キンヴァース？」


　応じる声はない。


「キンヴァース、キンヴァース？──ウソ……」


　アムネーゼは呆ぼう然ぜんとした表情で呟つぶやく。


　キンヴァース執事を呼よぶ声はただ虚むなしく彼の胸むな元もとで散った。


「ウソ、やだ、駄だ目め、死んじゃやだ、キンヴァース！　キンヴァース！　どうして、どうしてそんな事言うの？　逝いかないで！　キンヴァース！」


　駄だ々だっ子の様なアムネーゼの叫さけびに──答える声はなかった。








「虫けらが──」


　呟つぶやきながら〈チャクル・タヴィ〉はシャノンとパシフィカに歩あゆみ寄った。


「偉えらそうに吠ほえた割わりには、呆あつ気けないじゃない？」


「そうでもないわよ」


　答えたのは無論シャノンではなく──


「そうそう。言い忘れていたけど」


　ラクウェルが微笑ほほえみながら言う。


　不ふ意いに……吹ふいた一いち陣じんの風が彼女の黒くろ髪かみを舞まわせた。


　陽光を千ち々ぢに裂さいて舞う黒い絹きぬ糸いとの雨。


　その姿すがたに、美しさと同時にある種の凄すごみさえ感じて、〈チャクル・タヴィ〉は思わず息を呑のんだ。


「私も結けつ構こう、強いわよ？」


「く──くふふふ。そうね……そういえばそうだったかもね……」


　そう言って正しよう面めんから〈チャクル・タヴィ〉はラクウェルに向き直る。


　そして──


「雷槌ミヨルニルよ・撃うて！」


「盾たてよ・在あれ！」


　二人の連動式起動呪文バツチスペルが同時に起き動どう。


　普ふ段だんとは異ことなり、必ひつ殺さつの域いきにまで威い力りよくを高められた雷らい撃げきが〈チャクル・タヴィ〉に向けて放はなたれる。だが〈チャクル・タヴィ〉が張った防ぼう御ぎよ力りき場ばがその一撃を飛ひ散さんさせ、同時にその甲かつ冑ちゆう〈トム〉が地面を蹴けり抉えぐる程ほどの勢いきおいでラクウェルに向かって突とつ進しんした。


　だが今度はその突進がラクウェルの展てん開かいした〈塞壁ミズガルズ〉に阻はばまれる。


　勢い余あまって吹ふっ飛びながらも、瞬しゆん時じに体勢を立て直し、〈トム〉が跳ちよう躍やくした。


　その足そく跡せきを追う様ようにして、ラクウェルの連れん撃げき。


　続けざまに〈炎杖レーヴアテイン〉が起動してその後を追う。


　まるで炎ほのおの林が生じたかのように、物もの凄すごい速さで火ひ柱ばしらが次々と発生してゆく。


「くふふ──さすがねえ」


　立て続けの爆ばく裂れつと火柱に追われながらも、呟つぶやく〈チャクル・タヴィ〉。


　ラクウェルはいちいち〈炎杖レーヴアテイン〉の起動と終しゆう了りようを行おこなっているのではない。それではこれほどの速さで魔法の連続起動はできない。彼女は微び妙みようにずらして複数の〈炎杖レーヴアテイン〉を起動させる事で、連撃を加えているのである。


　だが。


　それにしても通常の攻こう性せい魔法には照しよう準じゆんという動作が必要になる。しかし〈チャクル・タヴィ〉の動きはあまりに速く、ラクウェルは眼めでその動きを完全に追い切れていないのである。


「でもその程度ね！」


　動きを突とつ如じよ変えて〈チャクル・タヴィ〉が再ふたたび突つっ込こんでくる。


　だがラクウェルは不意に魔法の連撃を中止すると、何をするでもなく無む防ぼう備びにその場に立っている。


　そして──


「あ。それから」


　場ば違ちがいにのんびりとラクウェルが言う。


「見切ったわよ、貴女あなたのその甲かつ冑ちゆうのからくりは」


　矢のようにラクウェルに向かって真まっ直すぐ突っ込んでいた〈チャクル・タヴィ〉の動きが、突如折おれ曲がった。


　横合いから飛び出してきた何かに衝しよう突とつし、その動きを乱みだされたのだ。


「くっ!?」


　衝しよう撃げきは半なかば以上を力りき場ばが吸きゆう収しゆうしたものの、〈チャクル・タヴィ〉は目の前が一瞬暗あん転てんするのを感じて呻うめいた。予期しなかった横方向への急加速のせいで、血けつ液えきの流れが偏かたよったのである。


　同時に、がつん──と金属の激げき突とつ音おんが降ふってくる。


「なっ──!?」


「──なるほどな」


　声は頭ず上じようから流れ込んできた。


　無ない。〈トム〉の──甲冑の頭とう部ぶが吹っ飛ばされて、無い。


　横手から突っ込んできたその何かが、続く一撃で〈トム〉の頭部を吹っ飛ばしたのだ。


　慌あわてて振ふり返った〈チャクル・タヴィ〉は、そこに悠ゆう然ぜんと立つシャノンの姿すがたを見た。


「そういう理り屈くつか」


　シャノンが獰どう猛もうな笑えみを見せる。


「要するに『着きて』るんじゃなくて、『操あやつって』たって事か。人間と全然違ちがう動きになるのも、当然だな」


　彼は奇き妙みようなものをその身にまとっていた。薄うすい硝子ガラスの様ような平面を幾いくつも組み合わせて造つくられた鎧よろいの様なもの。〈トム〉に比くらべればそれは妙に角かく張ばっており、かなり無ぶ粋すいな形状を成なしてはいるが──一つ一つの平面が紗しやのこすれ合う様な音と共ともに彼の動きを正確に追い、その動きを妨さまたげることなく彼を覆おおっている。


　しかも──彼の携たずさえている刀かたなの部分では、その透とう明めいな平面は大きく引き伸のばされており、その中に封ふうじ込こめられた本ほん来らいの刀とう身しんの倍に達する、透明な『刀』を形作っていた。


「〈聖戦士エインヘリエル〉!?」


〈チャクル・タヴィ〉が叫さけぶ。


「そう。貴女のその鎧も、元々は〈武ト雷ー神ル〉や、これを基本にしているんでしょう？」


「種たね明あかしをしてみるとつまらん手て品じなだな」


　そう言ってシャノンは前に出る。


「馬ば鹿かな──」


〈チャクル・タヴィ〉は叫ぶように言った。
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「その魔法は、異い常じような容量を食うからと、記き述じゆつ開発は中止された──」


「そうね」


　ラクウェルが微笑ほほえみながら言う。


「逆に言えば、容量を気にしないのなら、もう実用段階にあったのよ、この魔法は」


「！　通信魔法で、意い識しきを繫つないで容量を確かく保ほしたな!?」


「正解だ」


　言いながらシャノンが踏ふみ込こむ。


　半透明の硝子の様な大だい刀とうが空気を抉えぐりながら叩たたき付けられる。受ける〈チャクル・タヴィ〉の剣。しかし互たがいの力りき場ばが干かん渉しようしあい、爆ばく音おんのような音と光を発して刃はと刃が反発する。


「く──」


　拮きつ抗こうする力と力。


　怯ひるんだ〈チャクル・タヴィ〉の腹ふく部ぶに、シャノンの拳けん打だが衝しよう突とつする。余よ分ぶんな衝しよう撃げきを音と光に変へん換かんして放ほう出しゆつしながら、その途と方ほうもなく重い一撃が〈チャクル・タヴィ〉を宙に浮うかせる。


「がっ!?」


　直接の打だ撃げき力りよくそのものは瞬しゆん間かん的てきに展てん開かいした力場で散らせたものの、処しよ理りしきれなかった衝撃が鎧を透とう過かして中の〈チャクル・タヴィ〉に炸さく裂れつした。


「く──くう」


　よろよろと後こう方ほうに下がる〈チャクル・タヴィ〉。


　強い。強すぎる。


　続けざまに叩き付けられるシャノンの斬ざん撃げき。


　確たしかに、種明かしをされてしまえば、〈チャクル・タヴィ〉の動きは不ぶ細さい工くな操あやつり人形でしかない。シャノンの動き──動きと言うよりは『読み』を──凌りよう駕ができたのも、〈チャクル・タヴィ〉の動きが、人間本ほん来らいの動きとは異い質しつであるため、彼の感かん覚かくを狂くるわせていた、というだけの事である。


　今、シャノンの動きは元々の速さに加えて〈聖戦士エインヘリエル〉の魔ま導どう式しきによって脚きやく力りよく腕わん力りよくを強化され、加速されている。〈聖戦士エインヘリエル〉の力場が身体からだを支ささえているため、出しゆつ血けつや痛みをもさほど気にせずに動けている。


　そうなると──むしろ無む駄だの多い〈チャクル・タヴィ〉の動きはどうあってもシャノンを凌駕できない。邪じや道どうであるが故ゆえ、意い表ひようを突つくが故の強さは、同じ水すい準じゆんにある正せい道どうの洗せん練れんされた動きの前には、やはり敗やぶれ去るしかないのだ。


　衝撃。衝撃。更さらに衝撃。


　刃こそついていないものの、シャノンの斬撃は確実に〈チャクル・タヴィ〉の防ぼう御ぎよをかいくぐり、次々と甲かつ冑ちゆうに激げき突とつする。がつんがつんと叩き込まれる強きよう烈れつな攻撃の連続に、甲冑は歪ゆがみ、へこみ、どんどんいびつな形状になってゆく。


「く──くうっ！」


　転ころがるようにしてシャノンから逃のがれようとする〈チャクル・タヴィ〉。しかしシャノンは容よう赦しやなく追いすがり、斬撃を浴あびせる。


　こうなっては最も早はや、〈チャクル・タヴィ〉に勝ち目はなかった。


「くうっ！」


　ひときわ大きな衝撃が〈チャクル・タヴィ〉を襲おそう。


　このままでは殺される。


　負ける。


　馬ば鹿かな。そんな事が許ゆるされていい訳わけがない。そうだ。自分が虫けらに負けるなんて。こんなに強い自分が、自分が絶ぜつ望ぼうに脚あしをつかまれるなんて。そんな事があっていい筈はずがないのだ──！


〈チャクル・タヴィ〉は奥の手を使う事にした。


　甲冑を動かす力りき場ばの出しゆつ力りよくを瞬間的に最大にまで高めて一撃を振ふるう。


「くわあああああああああああああああああああああっ！」


　絶ぜつ叫きようと共ともに繰くり出される一撃。


　これをかわされれば最早〈チャクル・タヴィ〉に勝しよう機きはない。安全限界以上の出力を強きよう要ようした魔ま導どう式しきは、修復不可能な程ほどの速さで壊こわれ始めるからだ。


　力場が瞬間的に伸しん長ちようし、その右腕うでが──


「な──っ!?」


　撃うち出された。


　比ひ喩ゆではなく文も字じ通り、その右腕は──甲冑の右腕部分は、肘ひじの部分を境さかいに本体から外はずれ、爆発的に伸長した力場に弾はじかれてシャノンに叩き込まれる。


　異い様ような一撃に虚きよを突つかれ、シャノンは十じゆう分ぶんな迎げい撃げき体たい勢せいをとれなかった。


　その破は壊かい力りよくは半なかば以上を〈聖戦士エインヘリエル〉の力場に吸きゆう収しゆうされ、音と光に変へん換かんされて放ほう出しゆつされた。だが、〈聖戦士エインヘリエル〉の瞬間処しよ理り限界を超こえて叩き込まれた全力の一撃は、不安定な体勢のシャノンを〈聖戦士エインヘリエル〉の力場ごと吹っ飛ばした。


「ぐっ──!?」


　鮮あざやかな音と閃せん光こうを撒まき散ちらしながら、まるで小石の様に何度も地面の上で跳はねて遠ざかるシャノン。シャノンは庭にわの端はしまで転ころがっていって、そのまま倒たおれた。


「う……く……」


　起きあがろうとはしている様だが──うまく立てずに彼は再ふたたび転てん倒とうする。


　先ほどとは立場が逆だ。急きゆう激げきな加速のために血の偏かたよりを生じ、シャノンは一時的に視し力りよく障しよう害がいを起こしているのである。


「は──ははっ！」


〈チャクル・タヴィ〉は歓かん声せいを上げた。


　見ろ。


　私の方が強い。強いのだ。虫けらめ。思い知ったか。


　さあ、追いかけてとどめを刺さしてやる。


　さんざん勝ち誇ほこった貴き様さまを──


「──!?」


　がくん、と身体からだの動きが止まった。


「な……な……なに……？」


　みぎりみぎりと甲かつ冑ちゆうが軋きしむ。


「あ？　ああ？　ああああ──」


　全身を締しめ付けてくる鋼こう鉄てつ。


　眼めも眩くらむような圧あつ迫ぱく感かんの中で〈チャクル・タヴィ〉は悟さとった。


　魔法の暴ぼう走そう。


　本ほん来らい、甲冑の上に重かさねて扱あつかうはずの力場が、暴走を始めたのである。シャノンに何度も斬ざん撃げきを喰くらって変形し、更さらには一部を欠かいてしまった甲冑と、限界以上の出しゆつ力りよくを強要されておかしな風に壊こわれてしまった魔ま導どう式しきが、嚙かみ合わなくなり──本来、甲冑の動きを支ささえる筈はずの力場が、内側に向かって、作さ用ようし始めたのである。


　みぎみぎと音をたてながら自みずから甲冑が縮ちぢんでゆく。


「ああっ！　あ！　あああああっ──!!」


　即そく座ざに式を消しよう去きよして魔法を解かい除じよしようとするのだが──全身を締め付ける激げき痛つうに、理性的な思し考こうが働かない。


　その圧あつ倒とう的てきな魔法の才さい能のうにより、常つねに余よ裕ゆうを以もつて敵てきを縊くびり殺してきた〈チャクル・タヴィ〉は、今まで本当の窮きゆう地ちというものに立たされた事がなく──一度恐きよう慌こう状態に陥おちいってしまうと、そこから抜ぬけ出せなくなっていたのだ。


　混こん乱らんした彼女は決定的に対応が遅おくれた。


　ぎじりぎじりと、本来彼女を守るはずであった甲冑が彼女を締め付け、更に縮む。


「うげげげげああああああっ!?」


　逃にげないと。


　この鋼鉄の棺かん桶おけの中から逃げないと。


　口から血を吐はき、全身の骨があちこちで砕くだける音を聞きながら、〈チャクル・タヴィ〉はその事だけを考えていた。


　逃げないと──


「あげ……げえっ──……」


　そして。


　甲冑の収しゆう縮しゆくが停止する。


　異い常じようを察して駆かけ寄ったラクウェルが視みたものは──まるで何かの前ぜん衛えい芸術の様に、圧あつ縮しゆくされた鋼鉄の塊かたまりから突つき出る一本の腕うでと、そして鋼鉄の隙すき間まから漏もれ落ちる大量の血であった。




　終章







　翌よく日じつ──ノリンコット邸ていの正せい門もんの前。


「もう発たたれるのですか」


　柔やわらかに微び笑しようしながら──しかし若じやつ干かん寂さびしそうにアムネーゼが言う。


　彼女の傍かたわらには車くるま椅い子すに乗ったキンヴァース執しつ事じの姿すがたもあった。最初、アムネーゼは彼が死んだものだと思い込こんで大たい層そう錯さく乱らんしていたが──彼は単に傷きずの痛いたみから失しつ神しんしただけだったらしい。


　人ひと騒さわがせな話だが、それはそれで結果的に良い方向に働いた様だった。


「ええ。ご迷めい惑わくもおかけしてしまいました」


　苦く笑しようを浮うかべてシャノンが言う。


　ノリンコット邸の壁かべには、未いまだ〈チャクル・タヴィ〉との戦せん闘とうで開いた大おお穴あなが残っている。ノリンコット邸全体から見れば、それは微び々びたる損そん傷しようかもしれないが、損そん害がいを与あたえてしまった事に違ちがいはない。


「いえ。お気になさらないでください。あなた方には……感かん謝しやしてもしきれない程ほどの事をしていただきました」


「そうですか？　別に何もしてないと思いますけどね」


　肩かたを竦すくめるシャノン。


　ちなみに──〈チャクル・タヴィ〉との戦闘後、シャノン達はホーナディ商会で大量の死者が出た事、そしてドレンが死し亡ぼうしていた事を知った。


　ドレンが握にぎっていたノリンコット家への債さい権けんは、一部が相そう続ぞく税ぜいとして国こつ庫こに、残りがあちこちのドレンの血けつ縁えん者しやへと分ぶん割かつ相続される事になるだろう。


　別に借しやつ金きんの額が減へったわけではないのだが、ドレンの死によって徴ちよう税ぜい権けんも戻もどってきたし、国庫やドレンの血縁者達はアムネーゼの爵しやく位いなどに興きよう味みはない。彼女に無む理りな返へん済さいを強しいるよりも、長期的で無理のない返済を望む声の方が多いという話だ。


　決してこれからのアムネーゼの生活は楽ではない。


　しかし希望を持てないようなものでもないだろう──シャノンは自らにそう言いきかせる。


「でも──」


　柔やわらかに微笑ほほえみながらアムネーゼは言った。


　キンヴァースの言葉か。死に面した際の恐きよう怖ふか。あるいはもっと別の何かか。それともそれらの事全すべてか。


　何が彼女を変えたのかは分わからない。


　だがキンヴァースの存ぞん命めいを知り、落ち着きを取り戻した彼女は、急きゆう速そくに本ほん来らいの自分を取り戻しつつあった。元々聡そう明めいな娘むすめだったのだろう。少なくとも今、シャノン達の前に立つ彼女に、以前の様な不安定さは見受けられない。


　彼女は凍こおっていた自分の時間を、今、駆かけ足で取り戻している所なのだ。


「ちょっと残ざん念ねんです」


「何が？」


「シャノンさん、私が子供のままであったなら、もう少し留とどまってくださったでしょうに」


「…………」


　華はなやかな微笑ほほえみを前にして、思わず黙だまり込こむシャノン。


　背はい後ごから突つき刺ささるパシフィカの視し線せんが──やけに痛かった。


「またこちらに来られたら、お寄りください。歓かん迎げいさせていただきます」


　そう言ってアムネーゼは優ゆう雅がに一いち礼れいした。


　その姿すがたは──相あい変かわらず繊せん細さい可か憐れんな印いん象しようがある。しかしその中に一本、大人おとなの女性としての『芯しん』が──己おのれ自身を立たせるための芯が通った様に見えたのは、シャノンの錯さつ覚かくだったろうか。


「ありがとうございます。では──」


　そう言ってシャノンは馬ば車しやを進める。


　とりあえずはエスティアインの街まちに戻って当初の予定通り生活必ひつ需じゆ品ひんを購こう入にゆうし、それから再ふたたび街かい道どうに戻る予定だ。


　しばらく行って振ふり返ると──遥はるか道の彼方かなたで、なおもアムネーゼとキンヴァース執しつ事じは、じっとシャノン達を見送っていた。








　それから半時間。


　買い物を終えたシャノン達はエスティアインの街がい門もんで街を出る手続きをしていた。


　商しよう都とであるエスティアインは、その出入りにも少額ながら税ぜい金きんがかかるのだ。


　門もん脇わきに設もうけられた出しゆつ張ちよう所じよで書類を書き込み、係かかり員いんと会話しているラクウェルの背中を眺ながめながら、御ぎよ者しや台だいの上のシャノンはふと小さく溜ため息をついた。


「──何よ、溜め息なんかついて」


　振り返るとパシフィカがこちらを睨にらむような眼めで見ている。


「いや、何となく。今回は疲つかれたよ」


「ふうん。単に未み練れんがあるだけなんじゃないの？」


「未練？」


「綺き麗れいな人だったもんねえ」


　意い地じの悪そうにパシフィカが言う。


「ああ？　ああ──そうか。そういえばそうだな」


　この数日間、ずっと一いつ緒しよに居いたはずなのだが、先ほど初めて本当のアムネーゼに会った気がする。二は十た歳ちの、心と身体の合がつ致ちした、本ほん来らいのアムネーゼ。


　改あらためて思い返してみると、その微び笑しようはとても魅み力りよく的てきだったと思う。


「まあ──ちょっともったいなかったかな」


　キンヴァースの申し出を想おもい出しながらシャノンはそんな事を呟つぶやく。


　正しよう直じき、最悪の事じ態たいからは脱したとはいうものの、アムネーゼの未み来らいは決して明るいものではない。エルディナンドの死というものは、やはり彼女の未来に渡って影かげを落としてゆく筈だ。それからもう目を背そむける事はないのかもしれないが、それに今すぐ立ち向かって行ける程ほど、アムネーゼも強くはないだろう。


　未練はない。未練はないが──一いち抹まつの不安は残る。


　できれば側そばに残って支ささえてやりたい。そんな気持ちもない訳わけではない。無論それは現実味のない妄もう想そうに過ぎないのだが。結局のところ、彼の中でアムネーゼの順位がパシフィカよりも上に来る事はないのだから。


　そんな風に考えるシャノンの内心を知ってか知らずにか、横目でパシフィカが睨みながら言ってくる。


「私達が居いないのを良い事に、あの人にへんな事してたんじゃないでしょうね？」


「変な事？」


「いや、だからその──なんて言うか、健けん康こうな男の人が──」


「……何を言ってるんだ、お前は」


　呆あきれ気ぎ味みの表情を浮うかべて言うシャノン。


　そんな彼の所に、ラクウェルの隣となりで街に入る手続きをする男と、係員の会話がふと漂ただよってきた。男は軍が払い下げたらしい野や戦せん用の服を着きて、傍かたわらには大きな荷に物もつ袋ぶくろを提さげている。見るからに軍ぐん人じん、といった格かつ好こうである。


「これはまた──えらく旧ふるい許きよ可か証しようですね。先代の領りよう主しゆ様さまの許可証か……おおい、奥からサインの控ひかえ、もってこい」


「いや、面めん目ぼくない。実は永ながい間、ベッドから動けなかったのでね」


　男は頭を搔かきながら言う。


「おや。そうなんですか」


「ちょっとした書類手続きの誤あやまりで勝かつ手てに戸こ籍せきが抹まつ消しようされたりしててね。私も病院に担かつぎ込こまれたまま、廃はい人じん同様になっていたものだから、訂てい正せい手続きをとれなくて。ようやく身体からだが動かせるようになったのも、半年前なんだよ」


「それはまた、大変でしたね。おや、これは──し、失しつ礼れいしました、貴き族ぞくであられるとは知らず。どうかご無ぶ礼れいを──」


　係員が何やらひたすら恐きよう縮しゆくしまくった様よう子すで頭を下げている。だが軍人らしいその男は怒おこる様子もなく、朗ほがらかに笑って首を振った。


「いや。構かまわない。着きるものも整ととのえずに慌あわてて帰ってきたからね。このみすぼらしい格好では誰だれも貴族だなんて思わなくて当然だ」


「そんなにお急ぎで、わざわざこの街に？」


「……この街に婚こん約やく者しやが、居いてね」


　何かを懐なつかしむような声。


「もう、別の者と結婚しているかもしれないけど。それならそれで、幸しあわせでいるのを確かく認にんしたかったんだよ」


　そこまで言って、男ははにかんだような笑えみを浮うかべた。


「約やく束そく、だからね」


　そんな二人をシャノンはしばらく眺ながめていたが──


「……どしたの、シャノン兄にい？」


　苦く笑しようめいた表情を浮かべてそれを見上げているシャノンに、パシフィカが不ふ思し議ぎそうな表情を浮かべて尋たずねてくる。


「いや。あの職業的殺人者の言葉じゃないが──俺おれなんぞが誰も彼もの心配をして回るのは、やはり傲ごう慢まんだな、と思っただけさ」


　苦笑してシャノンが言う。


「何よ、それ」


「俺はわがままなお姫ひめ様さまのお守りで手て一いつ杯ぱいだからな」


「誰の事よ、誰の！」


　パシフィカの怒ど声せいが響ひびき渡る。


　いつか──もしこの旅たび路じを再ふたたび逆に辿たどって故こ郷きようを目め指ざす日が来れば。


　その時には、妻つまになり、あるいは母になったアムネーゼに会えるかもしれない。自分にかけられていた呪のろいを、自分の未み来らいそのもので跳はね退のけた彼女に。


　絆きずなというもの。人を想おもうという事。自分が自分であるという事。


　心が──自由であるという事の責せき任にんと権けん利り。


　それらを知った彼女は今よりももっと美しいに違ちがいない。


「あ。なんかやらしー事考えてるでしょ」


　パシフィカが半はん眼がんでこちらを睨にらんでくる。


「──別に」


　手続きを終えたラクウェルがこちらに帰ってくるのを横目で眺めながら、シャノンはのんびりと眼を閉とじた。






　あとがき







　飛び交かう電でん磁じ波は。見えない絆きずな。聞こえない信号。


　そこには手をかざしても触ふれるものはなく、ただ断だん絶ぜつを象しよう徴ちようするかのような虚きよ無むが横たわるばかりだ。だがそれでも言葉は伝わる。それは確実にそこに在ある。在って自分が誰だれかと繫つながっている事を実感させてくれる。五感で確かめる事は出来なくとも──必ずそこにそれは在る。


　それはまるで我々の魂たましいの様ようだ。


　触れる事が出来なくても観みる事が出来なくても、それが無いという証明にはならない。


　だから人は信じるという行こう為いを覚えたのだ。


　否定の末に来る絶望を防ぐ唯ゆい一いつの手段として。


　……


　いやまあその。


　最近、電波に悩まされています。


　──などと書くとなんとなくアブナイですが。いや、家中に張り巡めぐらせた無線ＬＡＮのせいか、もっと別の何かか分からないですが、コードレス電話の雑音がひどくて。どうにかならんもんかな、これ。電線と違ちがって張り直したりする訳にもいかんし。


「どうも。[image: ]です」


「あ。Ｔです。お疲つかれさまです」


「お疲れさまです……それで、あの。明日必着の著者校ですが」


「あ。送っていただけましたか」


「……いや。持って出かけるのを忘れまして。待ち合わせがあったので慌あわてて家を出てしまって……その……あの」


「……」


「今から宅急便に出しても……間に合いませんよね」


「間に合いませんね」


「では明日……新幹線便で……」


「その方が確実ですね（溜ため息）」


　こうして原稿は新幹線で東京に運ばれるのであった。


　ありがとうＪＲ！　ありがとう新幹線！


　絶望的に遅おくれた原稿を時速三百キロで東京に運んでくれる君のその勇ゆう姿しを、僕は決して忘れないだろうッ！


「……でも宅配便と違って、東京駅まで取りにいかないといけないんですよね」


「ええい、わがままを言うんじゃない！」


「誰のせいだと思ってんですかっ！」





　という訳で。どーも、[image: ]です。


『スクラップド・プリンセス』第８巻、『終わりなき恋歌』をお届とどけいたします。


　毎回毎回、巻を重ねる毎ごとに原稿が遅くなっているような気がしてなんか気が気でないです。本当はもっと短い話で、さっと仕上がる筈はずだったのに。謎なぞだ。





　いつぞや、ホームページかどっかで、『[image: ]作品の中の殺し屋っていい奴やつ多いよな』とかゆー御意見を見まして。そういやそうかなあ、とか思ったりして、最近は如い何かに『イヤな奴を描えがくか』を目標にしていたりします（笑）。


　今回の敵てき役やく、それを目標にして書いたつもりですが……どうでしょうか。えぐいキャラにはなっていると思いますが、これって『邪じや悪あく』なのかなあ。


　邪悪って概がい念ねん、つきつめて考えるとよくわかんなくなるんですよね。


　私としては、もっともっと、問答無用で読者に嫌きらわれる邪悪猛もう悪あくキャラを描けるよう、精しよう進じんしたい思います（何を決意してんだか）。





　そういえば先日、『スクラップド・プリンセス』のＣＤドラマ収録に担当さん共とも々ども立ち会って参まいりました。ドラマガ読者全員サービス（つーか通販か？）のやつ。


　で──感想なのですが。


　いやあ。凄すごいわ。


　声優の方々の集中力とか、声の──なんとゆーかエッジの利きいた響ひびきとか。


　見ていて、もとい、聴きいていて惚ほれ惚ぼれしましたですよ。『優秀な声優さんは、登場人物の設定によって、一歳ごとに声を演えんじ分ける事が出来る』とは知人から聞かされておりましたが……『うわ。本当だ』とか内心で呟つぶやきながら、ひたすら驚おどろいておりました。





　しかし……改あらためて自分の作品が活字以外のメディアに進出すると、なんつーか、かなり背中が痒かゆいというか、恥はずかしいものがありますな。まるで目の前で自分の小説朗ろう読どくされているようで（笑）。





　何はともあれ、現時点では私もまだＣＤドラマ三話の内、一話しか聴いておりません。


　録音には立ち会いましたが、その後、効果音の挿そう入にゆうや時間の切りつめなど、編集作業がどう行われ、どのように仕上がってくるのか、私も完成品を聴くまで分かりません。


　残り二話、どのようになって届くのか。今からとても楽しみ。


　ああ。ライトノベル小説屋やってて良かった。








　ではいつもの感謝（あんど謝罪）の言葉をば。





　担当編集者のＴさん。


　絵師の安あ曇ずみ雪ゆき伸のぶさん。


　毎度の如ごとく突とつ貫かん作業を強要しているような気がします。本当に申し訳ない。


　次こそはＪＲのお世話にならぬよう頑がん張ばりたいと思いまする（当たり前だ）。どうか見捨てずおつきあいくださいまし。





　私は色々な意味で『プロ意識』というものが大好きなのですが、ドラマＣＤ製作にあたり、声優さん達は無論の事、プロデューサーさん、脚本家さん、録音関係の技術者さんなど、大勢の『プロ』の仕事を拝はい見けんして、非常に嬉うれしかったです。


　ドラマＣＤ製作関係者の皆様へ。この場を借りてお礼を。


　ありがとうございました。





　そして。購読してくださる読者の方々。


　こういう無む茶ちやをやっても、何とか私が物書きとして存在を許されているのは、そして拙せつ作さくがＣＤドラマにまでなってくれたのは、本を買ってくれる皆みなさんがいてくださるからな訳で。ありがとうございます。





　ではではまた次の本で！





　２００１／６／１６


　ＢＧＭ：『Angel Night～天使の居る場所（New Mix）』（ｂｙ　ＰＳＹ・Ｓ）


　Machine：自作機（セレロン５６６Mhz／ＲＡＭ５１２ＭＢ）




スクラップド・プリンセス８


終おわわりなき恋こい歌うた
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